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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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《女優が失しつ踪そう！　三年前の怪かい人じんの仕し業わざか!?》




　先日、とある劇団の女優が失踪した。

　公式には怪け我がのため降板とされていたが、実際は書き置きなどもなく忽こつ然ぜんと姿を消したことが当紙調査員の調べで明らかとなったのだ。

　問題なのは、こういった突然の失踪事件が件くだんの劇団にとって初めてのものではないということだ。

　最初の事件は三年前……。そう、怪人による歌姫誘ゆう拐かい事件である。

　まだ覚えている読者もいるのではないだろうか。稀まれに見る魅み惑わく的な歌声を持つ歌姫が、劇場に潜ひそむ怪人に誘拐されたあの事件。

　劇場では歌姫が失踪する前から不ふ審しんなことが相次いで起こっていて、そのほとんどが歌姫に惚ほれ込み彼女を主役にしようと目論もくろむ怪人の仕業だったとされている。

　もし女優の失踪が何者かによる犯行であるならば──あの怪人が、再び戻ってきたというのだろうか。





【『レック新聞二百十三号』より抜ばつ粋すい】
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　その女性を見ると、誰だれもがまず涼すずやかな目元に視線を奪うばわれた。

　ついと上がった目め尻じりに、灰色の瞳ひとみを隠かくす細い睫まつ毛げ。その上にある眉まゆは完かん璧ぺきな形で彼女の生せい来らいの美しさを証明している。紫陽花あじさい色のドレスは決して豊ほう満まんではないが魅力的と言える曲線を描えがいていて、襟えりぐりから覗のぞいた滑なめらかそうな白い肌はだは大ぶりな赤い宝石で彩いろどられている。結ゆい上げられた髪は濃こい茶色だ。襟足に溢あふれる後おくれ毛げだけがここまでの長旅の名残なごりを見せていたが、それさえも彼女の艶つやめいた美び貌ぼうを引き立たせた。

　馬車から降りる華きや奢しやな手を支ささえる御ぎよ者しやがその美しさに見み惚とれていることは明らかだったし、リナレーア＝レイデはそんなふうにして姉に心を奪われてきた男達が何人もいることを知っていた。

「ようこそおいでくださいました、ディートリンデお姉様」

　はるばる実家からやってきた姉を執しつ事じのマーティン、使用人のエイダと共にレイデ家の屋敷の前で出迎えたレイデ夫人は、淑しゆく女じよらしく膝ひざを軽く折って挨あい拶さつをした。

　すると妹を視界に入れたディートリンデ＝エンブリーは、それまでの近寄りがたい雰ふん囲い気きを捨てて相そう好ごうを崩くずし、こう叫さけんだ。

「ああ、リナレーア！」

　御者の手を振り払って妹に駆かけ寄り、ぎゅうと痛いくらいに抱きしめる。いつもディートリンデが身に纏まとっている百ゆ合りの香りを嗅かぎながら、リナレーアは自分よりも頭一つ分背の高い姉の背中に手を回して再会を喜んだ。

「お元気でしたか？　お姉様」

「可か愛わいいリナ。あなたこそ元気なの？　きちんと食べてる？　辛つらい思いはしていない？　なんだか瘦やせたみたいだわ。こちらを向いてちょうだい、お姉様に顔を見せて」

　矢や継つぎ早ばやな姉の質問に、身体からだを離したリナレーアは笑顔で答えてみせる。

「もちろん、元気よ。毎日とっても楽しいし、瘦せてもいないわ。むしろ太ったかも。ベティアンナの料理はとても美お味いしいの。お姉様にも早く食べていただきたいわ」

　リナレーアがレイデ家に嫁とついできて一年になる。その間彼女は一度も実家に帰っていなかったし、次じ兄けい以外の兄姉きようだいもこの王都を訪れていない。つまり、姉妹は実に一年ぶりの再会であった。

　ディートリンデはその細い眉をくいと上げてしげしげと最愛の妹の顔を観察した。

「確かに、血色はいいみたいね。吹き出物もないわ。精神的な疲れはお肌に出るというけれど、今はまだその兆ちよう候こうはないみたい。今はまだ、ね」

　姉の言葉に黙だまって笑顔を保つことで、リナレーアはこの一月で自分の身に起きた大きな出来事について口を噤つぐんでいることができた。

　本当なら、すべて話してしまいたいところだ。

　狼おおかみ男おとこに拐さらわれたことや、『魔物解放団』の悪事。それに可か哀わい想そうな赤い羽を持つ怪かい鳥ちようの話と、竜に命を救われたこと。

　しかしリナレーアは既すでに次兄ヴァルターによって釘くぎを刺されていた。

『姉上に、ザイラスが魔物使いだということは話さない方がいいよ』

　どうやら、夫が魔物使いという特別な仕事をしていることを、姉達は知らないようなのだ。当然かもしれない。夫の仕事は民の混乱を避けるため公おおやけにはされていないものだし、妻であるリナレーアだって、最近まで知らなかったのだから。

　それに妹いもうと婿むこが魔物使いであると知って、ディートリンデがリナレーアのように喜ぶとも思えなかった。彼女は妹のように、魔物や冒険に対する興味は持ち合わせていないからだ。

　ディートリンデ＝エンブリーはリナレーアの背後に控ひかえる執事を見て微笑ほほえんだ。

「ごきげんよう。確かマーティン、だったかしら。今日からよろしくお願いね」

「はい。名前を覚えていただいていて光栄です。ようこそおいでくださいましたディートリンデ様。長旅でお疲れでしょう。どうぞ中へ。お茶を用意してございます」

「ありがとう」

　エイダは御者と一緒にディートリンデの荷物を運んでいる。姉は大きめのトランクを四つ持ってきたようだったが、いったい何日間滞たい在ざいするつもりなのか、リナレーアも知らなかった。

　嫁いだ妹に会う、というのが今回王都にやってきた主目的のはずだが、「それだけじゃねぇだろ……」と眉み間けんに皺しわを寄せて言ったのは夫のザイラスである。

「お姉様、こちらにはいつまでいらっしゃるの？」

　屋敷の中に入りながら聞くと、ディートリンデは優しく笑って答えた。

「まだ決めてないわ。それより、あなたの夫の姿が見えないようだけど」

　そうだ。そのことを最初に話すべきだった。心なしか姉の目が一層鋭するどくなった気がする。彼女はまるでレイデ伯はく爵しやくがその辺の花か瓶びんの隅に隠れているのを疑うように、視線を走らせた。

「ザイラスはね、仕事に行っているの」

　リナレーアは答えた。

「朝までわたくしとお姉様をお迎えする準備をしていたのだけれど、緊急の仕事が入って少し前に出てしまったの。本当に残念がってたわ。今日は早く帰るって」

「仕事、ね」

　ディートリンデは意味深に瞳をきらりと光らせた。

　まるで夫が懸け念ねんしていた通り、頭の中でザイラスに対する採点が行われているようだ。もし本当にそうなら、出迎えに不在だったのは減点一、とでも記しるされているだろう。

　姉はザイラスに一、二度しか会ったことがないのだ。だから夫の人となりをよく知らない。

「彼はとても忙しいの。陛へい下かにも信頼されているのよ」

　しかし実際のところ、姉が夫をどう思うかについて、リナレーアはあまり心配していなかった。

　ザイラスはとても素す敵てきな人だ。数日同じ屋敷の中で暮らしていればディートリンデにだってそれがわかるはず。

　応接間に入ると、完かん璧ぺきに準備されたテーブルがあった。天気がよければ庭にテーブルを出してもよかったのだが、あいにく今日は曇どん天てんだ。その代わり、テーブルの上には花が生けてあるし、茶ちや菓が子しもある。もちろん、用意したのはマーティンとエイダだが、姉の好きそうなクロスや菓子を選んだのはリナレーアだ。

　椅い子すに腰掛けるとすぐに、マーティンがワゴンと共に入ってきて紅茶の準備を始める。ディートリンデは礼を言って、生けられた花を褒ほめた。

「今夜の晩ばん餐さんには、ヴァルターお兄様も来てくださるっておっしゃってたわ」

「そう。ヴァルターは元気なの？」

「ええとっても。この間はね、王宮のお兄様のお部屋でミートパイをご馳ち走そうになったの。ヘンリック様もご一緒だったわ。即そく位いされても、ヘンリック様はとても気さくに話しかけてくださるのよ。本当のお兄様みたい」

　リナレーアがそう言うと、ディートリンデがあからさまに顔をしかめた。

「冗じよう談だんでもやめてちょうだい、リナ」

　リナレーアは、姉がなぜ嫌いやそうな顔をしたのかすぐにわかった。

「ヘンリック様は本当にいい方よ、お姉様」

　しかしディートリンデは重くため息をついて首を振ると、手に持っていた紅茶を一口飲んだ。

「あなたも言い寄られてみればわかるわ、リナレーア。あれは変態よ」

「……」

　ディートリンデがこの国の王であるヘンリック＝ゲーテ＝デーメルを毛嫌いしていることは知っていたが、あまりな言い様である。

「あんな男のことより、リナレーア。私はあなたの話が聞きたいわ。結婚生活はどう？　毎日どんなことをして過ごしているの？」

　再会したばかりの姉にうんざりした顔をさせたくなかったので、リナレーアはその話題転換に逆らわなかった。

「毎日とても幸せよ、お姉様。王都は退たい屈くつしないわ。毎日のようにパーティーがあるし、劇場もいくつかあるの。街は賑にぎやかで、珍めずらしい食べ物だってたくさん食べられるのよ」

「劇場？　そういえば、以前王都に来た時に観劇したことがあるわ。ええと……なんという劇場だったかしら。ピアスとか、ピアリーとか……」

「ピアットリー座ね」

　リナレーアは嬉うれしくなった。

「お姉様が興味をお持ちだろうと思って、きちんと演目も調べたのよ。今ピアットリー座でやってるのはね、『リンデルの暗い森』の歌か劇げきなの」

「まぁ、懐なつかしいわね」

『リンデルの暗い森』はもともと童話だ。子供から大人おとなまで広く読まれているもので、王子様とお姫様、それに黒魔女が出てくる。リナレーアも一冊持っていて、幼おさない頃は姉達によく読んでもらった。

「明日観みに行きましょうね。今夜はゆっくり休んで、午後の回がいいわ」

「あら、今から行きましょうよ」

　リナレーアは驚いた。

「でもお姉様、お疲れなのではないの？　今着いたばかりじゃない」

「昨晩はバニーノ公こう爵しやくの屋敷で休ませていただいたの。だから今日はほんの一時間と少ししか馬車には乗っていないのよ。それに、観劇なんて久しぶりだわ」

　ディートリンデは、ヘンリック王の話題の時とはうってかわった様子でにこやかに言った。

　バニーノ公爵は王都に隣接した領地を持っている父の旧知の人物である。エンブリー家が家族で王都へ行く時は、よく公爵にお世話になったものだった。

「せっかく可愛いリナと二人きりで過ごせるのだもの。ゆっくり休むのなんてもったいないわ。そうでしょう？」

　リナレーアはその笑顔を見て、幼い頃ディートリンデに腕を引かれて村祭りに行った時のことを思い出した。

　ディートリンデは昔から芝しば居いが好きで、町で唯ゆい一いつの劇場で新しい演目が出るたびに観劇に行っていた。そしてそれだけでは飽あき足らず、少し離れた村の祭りで旅芸人が公演を打つと聞きつけ、馬を駆かって観に行ったのだ。

　思えば、リナレーアは姉のああいった行動力に大きく影響を受けた気がする。

　ただ興味を持つ方向が違っただけだ。

「いいわ、お姉様。じゃあ今日の午後の回を予約してもらいましょう」

　リナレーアは戸口に控えるマーティンを振り向いた。

「マーティン、貴き賓ひん席せきを予約できるか確認してきてくれる？」

「はい奥様。かしこまりました」

　にこやかに答えて部屋を出て行った執事を見て、ディートリンデは言った。

「この屋敷には、使用人が数人しかいないと聞いているけれど」

「ええ。けれどそんなに不自由はないわ」

「まさかあの執事があなたの身の回りの管理をしているわけではないわよね？」

「エイダがしてくれているわ」

「一人だけ？」

「一人で十分よ、お姉様」

　リナレーアはそう答えたが、ディートリンデが不満に思っているのは見ればわかった。実家のエンブリー家では数人の使用人がこぞってリナレーアの世話をしていたのだから、姉が妹の現状をよく思わないのも仕方がないだろう。

「お姉様も、今回は誰もお連れにならなかったのね」

　リナレーアは、ディートリンデが実家の使用人を誰も連れずにやってきたことを意外に思っていた。

「お父様がね、離婚して戻ってきた娘には厳しいの。妹に会いに行くだけの出戻り娘につける人員はないのですって。私、領主の仕事の手伝いもさせられているのよ」

「まぁ」

「でもきっと、リナが帰ってくるのは歓迎されるわね。皆寂さびしそうよ。もちろん私だって」

　リナレーアは実家での日々を懐かしく思い出した。使用人達との他た愛わいないお喋しやべりと、家族での食事。馬に乗って散歩することだってあった。実家での生活は王都でのそれよりずっと穏おだやかで牧ぼつ歌か的てきだ。

　けれどあの頃に戻りたいとは思わなかった。夫に出会う前には。

「わたくしも皆に会いたいわ。でもねお姉様。わたくしは今でも十分幸せなのよ」

　ディートリンデは妹の言葉に噓うそを見つけようとでもするように目を細めたが、すぐにやめてにっこりと微笑んでみせた。

「今回私はそれを確かめる目的もあって来たのよ、リナレーア。私はあなたのお姉様だもの。少し一緒に過ごせば、あなたが無理をしているかどうか簡単にわかるわ。ここでの生活があなたにとって苦痛なのかどうかもね」

　どうやら姉は、ザイラスだけでなくリナレーアのことも観察するつもりでやってきたらしい。望むところだ。

「いいわ。それなら、お姉様が家に帰りたくないと思うくらい楽しませてあげるから。そうすればわたくしが幸せだってわかってもらえるでしょう？」

　リナレーアは自信たっぷりに笑った。
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「なんですって？」

　しばらくお茶を飲みながらのお喋しやべりを楽しんだ後、姉妹はエイダを連れて屋敷を出発した。午後公演には十分余裕のある時間である。

　しかし着いてみると、劇場は普段にはないほど騒そう々ぞうしかった。

　劇団員らしき者達が駆け回り、入り口付近には客達が溢れかえっている。念のためリナレーア達を馬車の中で待たせたままエイダが状況を確認しに行くと、どうやら午前の公演中に怪け我が人にんが出て中止になったらしいということがわかった。

「大怪我なの？」

『リンデルの暗い森』の中には王子が剣を振るう一幕も、黒魔女との対決の一幕もある。そういった立ち回りの中で誤あやまって怪我をしてしまったのかもしれない。

「そこまではわかりません。確認して参りましょうか？」

　エイダが無表情で端たん的てきなのは、状況を汲くみ取ってのことではなくいつものことだ。しかしこの女使用人が眼鏡めがねをかけているところを、リナレーアはこの日初めて見た。出発前にどうしたのかと聞くと、「特に理由はございません」という答えが返ってきたので、リナレーアは必要以上に追及することをやめた。

「いいえ、いいわ。午後の公演はどうなるのかしら」

「今のところ、休演の知らせは出ておりませんが、多少開演が遅れるようです」

「無理に今日観ることもないでしょう？　リナ、別の日にしましょうか」

　隣に座ったディートリンデがそう提案した。

「そうですね。エイダ、申し訳ないけれど、やっぱり怪我をした方の容体を聞いてきてくれる？　ひどいお怪我なら、お見舞いを差し上げたいわ」

「はい」

　そう言って、エイダが劇場の中へ戻ろうとした時だった。

「レイデ伯爵夫人！」

　劇場の中から、黒い上着に襟飾りをつけた壮そう年ねんの男が一人駆け出してきた。髪を左右に撫なでつけたその男は、馬車の中にリナレーアを見つけて顔を輝かせる。

「これはこれは、ようこそ当劇場へおいでくださいました！　私はこのピアットリー座の座長でマイルズと申します」

　エイダが状況を確認しに行った時に、レイデ夫人が来ているのが知れたのだろう。伯爵夫人ともなれば、劇団の座長がこうして挨拶に来るのは普通のことだ。リナレーアはさっと淑しゆく女じよの仮面を被かぶり、すまして微笑んだ。

「こんにちは、マイルズさん。今日は公演を観に来たのですけれど、午前の公演が中止になったとか？」

　瘦そう身しんのマイルズは、ぱらりと落ちてきた前髪を再び撫でつけながら答える。

「いえ、ええ、はい。けれど問題はございません。代役がおりますのでどうぞご安心を。伯爵閣かつ下かは既に中でお待ちですよ」

「伯爵閣下？」

　リナレーアは聞き返した。

「というのは……」

　マイルズは茶色く汚れた歯を見せて笑う。

「もちろん、ご夫ふ君くんのレイデ伯爵のことです」

「リナ」

　その声は、マイルズの背後から投げかけられた。リナレーアは顔を上げて目を丸くする。

「あなた」

　そこに立っていたのは、仕事に出て行ったはずの夫だった。朝見たのと同じ服装をしていて、灰色の髪を後ろに撫でつけ穏やかに微笑んでいる。

「やぁ、会えてよかった」

　マイルズがささっと場所を空けたので、リナレーアは差し伸べられた夫の手を取って馬車から降りた。

「屋敷に戻ったら、マーティンに君達が観劇に出たと聞いて追いかけてきたんだ。表通りは混んでいたのかな？　ルイディ通りを曲がった方が早く着いたみたいだね」

　リナレーアは一つ疑問を覚えたが、今は聞くのをやめてにっこりと微笑んだ。

「お仕事は終わったのね？」

「ああ。とりあえずね」

「あら、まぁ。伯爵閣下」

　声を上げたのは馬車の中のディートリンデだ。

「こちらで何をなさってるの？」

　もちろんザイラスは、リナレーアが姉と一緒にここに来ているのだと承知していた。驚いて仮面を崩すこともなく、さも申し訳なさそうな表情を顔に浮かべる。

「これは義あ姉ね君ぎみ、ようこそおいでくださいました。屋敷での出迎えができず申し訳ございません」

　そう言いながら、ディートリンデにも手を差し伸べるザイラスは完璧な紳しん士しだ。誰も彼が自みずからを『俺』と呼び、自国の王を『クソ王』と罵ば倒とうし、『おいおいリィナは可愛すぎだろ……』と苦く悶もんする様子など想像できないだろう。
















「仕事が終わったので、義姉君達を追いかけてきたのですよ」

「追いかけてきたのに先に着いていたの？　おかしな話ね」

　ディートリンデは鋭く問うた。

「ここまで早く来られる道を知っているのですよ。いわゆる裏道というやつですがね」

　馬車から降りたディートリンデは「そうなの」とは答えたものの、妹の夫を観察するように上から下まで視線を滑すべらせた。不ぶ躾しつけとも言える義ぎ姉しの目つきに、しかしザイラスは微笑みを崩さない。

「お元気そうでなによりです」

　義ぎ弟ていの言葉に、ディートリンデはつんとして答えた。

「元気なんかではありません。我わが家やから可愛い妹がいなくなってしまったのですもの」

「おっしゃることはよくわかります。リナレーアは春を運ぶ風のようですから」

「我が家はずっと真冬のようよ」

「ははは。恨うらみ言ごとは、今夜ゆっくり伺うかがいますよ、義姉君」

「中に入りましょう」

　リナレーアがそう促うながすと、マイルズが揉もみ手をしながら同意した。

「どうぞどうぞ。舞台がよく見える貴賓席を確保してございます」

「そういえば、怪我をされた方の具合はどうなのですか？」

　背後を一定の距離を置いた夫と姉がついてきていることを確認しながら、リナレーアは座長に聞いた。エイダは御者と言葉を交かわしてから、そのさらに後ろにひっそりとついている。

「怪我ですか？」

「ええ。午前の公演中に怪我人が出たのでしょう？」

「ああ、ラミアのことですね。いや怪我をしたわけじゃないんですよ。逃げちまったんです」

　座長の言葉に、リナレーアは驚きを隠さなかった。目を丸くして聞き返す。

「逃げた？」

　マイルズは大きくため息をついて首を振った。

「ったく。大方、怪かい人じんの噂うわさにびびったんでしょうな。それにしたって公演中に逃げるこたぁないだろうに。ああ幸い、代役がいるんで午後公演に問題はありませんよ。代役って言いましても、女優としては一流です。楽しんでいただけるはずだ」

「あの、今怪人とおっしゃいました？」

　その単語を、リナレーア＝レイデが聞き逃のがすはずもなかった。

　怪人とは、なんて怪あやしげで甘かん美びな響ひびきだろう。マイルズは、大人しい淑女であるはずの伯爵夫人の瞳が生き生きと輝いたことに気付かず答えた。

「ただの噂ですけどね。レイデ夫人は耳にしたことはございませんか？『ピアットリー座の怪人』」

「いいえ、ございませんわ」

「ははぁ。伯爵夫人は大たい衆しゆう紙しなんてものはお読みにならないんでしょうなぁ」

　マイルズは眉を上げて言うと、懐ふところから一枚の紙片を取り出してリナレーアに渡した。

「この記事ですよ。二週間前のものですがね」

　驚いたことに、それは見知った新聞であった。レック新聞である。

　中産階級以下を購読対象とした雑多な記事ばかりの大衆紙で、リナレーアは以前、その紙面に女冒険家フェラン＝ギルドとして不定期にコラムを掲けい載さいしていた。ただしそのコラムは現在無期限休載中だ。

　かつては冒険家になりきることで自らの中のありあまる探たん究きゆう心しんをごまかしていたリナレーア＝レイデであったが、夫の本当の仕事と初めての恋を知ったことで、発散場所を探す必要がなくなったのだ。

　マイルズに渡されたのは、二週間前の記事の一部のようだった。リナレーアの目はある見出しに吸い込まれた。

《女優が失しつ踪そう！　三年前の怪人の仕し業わざか!?》

　いかにも、レック新聞らしい見出しである。

　彼女は新聞社の社長兼編集長兼記者であるキリクを思い浮かべた。そういえば、狼男の一件以来彼には会っていない。『魔物解放団』のいざこざに巻き込まれてずいぶんと身しん体たい的にも精神的にも傷ついてしまったようだが、こうして新聞が発行されているところをみると元気なのだろう。

「ったく、こういう新聞記者ってのはどこから嗅ぎつけてくるんでしょうなぁ。せっかく怪我での降板だってことにしたのに、意味がなくなっちまった」

「これは本当のことなのですか？　二週間前にも行方ゆくえ不明者が？」

　リナレーアは新聞をマイルズに返しながら聞いた。

「本当ですよ。カタリナはね、女優として伸び悩んでまして。故郷に帰っちまったんでしょうなぁ。いや珍しくないんですよ、こういうことはね。ただ失踪っていうんじゃ戻りにくくなっちまうんで怪我したってことにしておいてやったんですが、まったく迷めい惑わくな記事ですよ。後あと釜がまのラミアは今度怪人に狙ねらわれるのは自分だって怯おびえちまって。そのせいで逃げ出したんでしょうなぁ」

「でも……二週間前の方は書き置きもなかったんですよね？　そのラミアさんも？」

　書き置きがないのなら、自ら逃げ出したのだと推測するのは楽観的すぎるのではないだろうか。しかし座長はあっけらかんとした様子で言った。

「衝動的なんですよ。こういうものはね。まぁ怪人の噂のおかげで観客が増えたのが不幸中の幸いってやつですかね」

　そう笑った後、マイルズはリナレーアの耳に顔を寄せると小声で言った。

「ここだけの話。記事に書いてある三年前の怪人騒さわぎについて詳しいことを知ってる人間は、今の劇団にはほとんどいないんですよ。怪人騒ぎの後に当時の座長が精神を病やんじまってやめたんです。その後私が劇団を引き継いだんですがね、劇団員達が次々とやめちまって大変でした」

「まぁ……次々と？」

「どうやらいなくなった歌姫ってのが本当にすごい歌声の持ち主ぬしだったらしいですね。自信を失ったっていう理由がほとんどだった。その点、残念ながらというべきか、今はそんな突出した歌姫がいませんからね、怪人ってのはちょっと考えにくいですよ」

「なんの話だい？」

　内緒話のために寄り添うように歩いていたリナレーアと座長の間に割り込んできたのは、笑顔を浮かべたザイラスだった。

「ずいぶんと楽しそうだったけれど」

　リナレーアはぴんと思いついた。

（そうか。だからザイラスは先に劇場にいたんだわ）

　同時に夫の腕を摑つかんで、その後ろの姉に言う。

「お姉様、マイルズさんと先に席に行っておいてくださる？」

「先に？　どうして？」

　当然ながら、ディートリンデは不思議そうに眉を寄せた。

「夫と少し話があるの」

　屋敷に戻って、ザイラスと二人きりになるのを待ってなんていられなかった。気になることはそのままにしておけない性しよう分ぶんなのだ。

「よろしいかしら、マイルズさん」

「はぁ、構かまいませんが。客席はこちらの廊ろう下かをまっすぐ行って突き当たりの階段を上ったところです。階段の上に案内の者もおりますので」

「ありがとう。エイダ、お姉様をお願いね」

「……」

　無口な女使用人に姉を任せると、リナレーアは夫の手を引いて歩き出し、『倉庫　関係者以外立ち入り禁止！』と書かれた扉とびらを見つけて開けると中に入った。室内は埃ほこりっぽく、棚たなには刃の欠けた短剣や針の歪ゆがんだ置き時計といった小道具と思おぼしきものが乱雑に並べられている。壁かべ際ぎわには衣い装しようの切れ端が出ている酒さか樽だるがあって、その横に木箱が積まれていた。

「どなたかいらっしゃいますか？」

　声をかけるが返答はない。ここに置かれているのは、今回の芝居には使われない道具達なのだろう。

　そう判断したリナレーアは、思う存分尋じん問もんを始めることにした。くるりと夫を振り向くと、両手で相手の胸を押して逃げられぬよう間近で見上げる。

「さぁあなた。白状なさって。屋敷からここまで来るのに、おっしゃったような裏道なんてないわ。最初からここにいらしたのでしょう？　怪人について調査されていたんだわ」

　そうだ。そうに違いない。

　夫は、自分達が劇場に向かったと聞いてやってきたのではない。魔物使いの仕事で劇場を訪れたのだ。公にはできないから、観劇という名目で。そこへ偶然妻のリナレーアが現れた。だから前述のような噓をついたのだ。

　らんらんと目を輝かせて問いただす妻に、夫は怪け訝げんそうに眉を上げた。

「怪人？　なんの話だ」

「ごまかさないで。この劇場には、魔物が棲すんでいるのでしょう？　その魔物が女優を拐っているんだわ」

　リナレーアはこれまでに見たことのある魔物を思い浮かべた。怪力や人知を超こえた歌声を持つレイデ家の使用人達、狼男に三つ頭の灰はい豹ひよう。

　怪人、というからには人型だろう。彼女はなんとなく白い仮面にマントを羽は織おった男を思い浮かべた。うん。いかにも怪しい。怪人と呼ばれてしかるべき出いで立たちだと言える。しかしどういう能力を持った魔物だろうか。人を消すことができる魔物？　それはとても危険だ。すみやかに保護してそんなことをする理由を問いたださねばなるまい。

「もう目星はついているの？　今日また犠ぎ牲せい者しやが出たから慌あわてていらしたのでしょう？　それとも今回の失踪から怪しいと思われたのかしら？　二週間の内に二人も失踪するなんて偶然とは思えないもの」

　リナレーアは、ついに夫を壁際に積まれている木箱の前まで追いつめたが、彼は悠ゆう長ちように言った。

「ふむ、あんたに迫せまられるってのも悪くねぇな」

　彼女ははっとして距離を取ろうとしたが、遅かった。ザイラスは妻の腰に腕を回しがっちりと離さない。彼は笑った。

「それで？　怪人がなんだって？」

「本当にご存知ではないの？」

　リナレーアは顔を赤くした。自分の早とちりが恥はずかしかったのと、夫がその鼻先でくすぐるように耳元を撫でたせいだ。

「離してください」

「駄だ目めだ。あんたがあの座長と何を話してたのか教えるまでこのままだ。俺の目の前で他の男といちゃつきやがって」

　やはり、先ほど彼がマイルズとの間に割り込んできたのは意図的なものだったのだ。

「怪人についての話を聞いていただけよ」

　リナレーアは先ほどマイルズに聞いた話を夫に聞かせた。

「ああ、そのレック新聞の記事なら俺も見たな」

　話を聞く間、ザイラスは木箱の隣の酒樽に軽く腰掛け膝に妻を座らせていた。離してもらえないのだから仕方がない。リナレーアは早々に抵抗することを諦あきらめていた。

「だが座長もガセだって言ってたんだろ？」

「ガセ？」

　リナレーアは聞き返した。

「噓だってことだよ」

　時々、夫はリナレーアにはわからない俗ぞく語ごを使うのだ。

「ええ、そうだけれど……」

　リナレーアはがっかりした。

「それなら、あなたはどうしてわたくし達より先に劇場にいたの？」

「クソ王だ」

　ヘンリック王のことである。夫が投とう獄ごくされることがあるのなら、罪状は不ふ敬けい罪ざいであろうとリナレーアは常々思っていた。

「リィナ、あんたクソ王に、義姉君と芝居を見に行く予定だって話したか？」

「……ええ。話したかもしれないわ」

　半月前の花見会の時に、そんな話になったかもしれない。

「俺は今日別件で王宮にいたんだが、そこへクソ王がやってきてこう言った。『リナがさっきピアットリー座の貴賓席を予約した。僕も行くから、お前は先に合流してさりげなく僕とディーが二人きりになれるようにとりはからえ』」

「まぁ……」

　呆あきれて言葉が出ないとはこのことだった。

「クソ王は、王都にある劇場すべてに、レイデ伯爵夫人が観劇の予約を入れたらすぐ王宮に伝わるよう手配してたんだ。クソだろ？」

「……そうまでして、陛下はお姉様に会いたかったのね」

　リナレーアは少しヘンリックに同情した。今日のディートリンデの反応を見る限り、ヘンリック王は今も完全な片恋である。

「午後の公演を王が観に来るとなっちゃ劇団員達は大騒ぎだろうな。午前中に失踪者が出たくらいじゃ休演にゃできねぇだろ」

「そうなの……」

　リナレーアは少し考え込んだ。

「……陛下がいらっしゃることを話したら、お姉様は帰るっておっしゃるでしょうね」

「クソ王はそれを自覚してたぜ。『僕が行くことは、ディーにはくれぐれも内緒にするように』だと」

「だから噓をついたのね」

「国王命令だからな。くだらねぇが」

　ザイラスはそう言ってから、膝に乗せた妻をさらに自分の方へと引き寄せた。

「しかしその噓のせいでああしてあんたに迫られるんなら悪くねぇ」

　そう言った夫は、リナレーアの肩に顎あごを置いて息を吐いた。いつになく疲れているように感じる。

　最近、夫は本当に忙しそうだった。夜もなかなか帰ってこない。

　昨晩もそうだ。今け朝さリナレーアは、朝食の席に夫がいたことに驚いたのだ。帰ってきたことにも気付かなかった。少しは寝たと言っていたから、リナレーアを起こさないよう別の部屋で横になったようだ。

　その時ディートリンデが来るから今日一日は休むと言っていたのに、マーティンからなんらかの知らせを受けて家を出て行ってしまった。

　夫をそこまで忙しくしているものの正体はリナレーアも知っている。

『魔物解放団』。

　魔物を保護し、擁よう護ごする立場であるザイラスと違い、魔物を実験動物のように扱う非情な集団だ。先日リナレーア達は、『魔剣』と呼ばれる破は魔ま具ぐを彼らに奪われていた。

　魔物という存在を研究する過程から生まれた破魔具は、魔物から魔を引き剝はがす力があるらしい。しかし実際のところそれは不完全な代しろ物もので、手にした者の心の内側を暴あばく副作用があるだけでなく、傷つけられた魔物を狂くるわせその命まで奪う力を持っていた。

　半月前、ザイラスはその魔剣を使って鳥の魔物の命を奪ってしまった。

　もちろん彼は、あんな形で魔物を殺すことを望んでいなかったはずだ。巨大な怪鳥に襲おそわれる妻を前にして、ザイラスは咄とつ嗟さに、懐にあったペーパーナイフを投とう擲てきしたにすぎない。

　それが魔剣を鋳い直なおしたものであり、仮にも魔物を解放する、という目的で作られたはずの破魔具があんなにもあっさり魔物の命を奪ってしまうとは、誰も想像しない不運だった。

　あの一件で、夫は『魔物解放団』に対する危機感を強くした。

　彼らの本当の目的は未いまだ不明だ。

　しかし少なくとも、団に属する女性──マリアンヌ＝バレーラは魔物を憎にくんでいる。

　今やリナレーアにとって、魔物というのはただの夢物語の中の存在ではなくなっていた。執事のマーティンも使用人のエイダも魔物だ。家族と呼べる存在である。夫を奪われたのだというマリアンヌに同情の余地はあるが、それだけで魔物全体への敵意を容認するわけにはいかない。

　リナレーアは自分の肩に寄せられた夫の頭を撫でた。

「疲れていらっしゃるのでしょう？　屋敷に戻って、少し休んでらしたら？　お姉様とヘンリック様にはわたくしが話しておくわ」

「別にこれくらいはなんてことねぇよ」

　リナレーアは夫がどこまで調べているのか聞きたかったがやめておいた。語れることがあるなら夫から話してくれるだろう。

　頤おとがいに指が触ふれる。唇くちびるを、柔やわらかな温ぬくもりが塞ふさいだ。

　こういうキスも数日ぶりだ。

　リナレーアは少しどきどきした。唇が深くなったかと思うと、隣の木箱に背中を押しつけられる。

「きゃっ」

　リナレーアは小さく悲ひ鳴めいを上げた。

　背にした木箱がぐらりと傾かしいだせいだ。

「おっと」

　しかし木箱ごと倒れこむ前に、ザイラスがリナレーアを支えてくれた。

「危ねぇ」

　リナレーアを抱きしめたザイラスは、自みずからの目線の高さに積み上げられた木箱を上から覗き込んで舌打ちした。

「なんだ、空からじゃねぇか。危ねぇな」

　すっかり我われに返ったリナレーアは、さっと夫の腕から逃れて言った。

「あなた、もう席に戻らないと」

　ずいぶんと長い時間を過ごしてしまった気がする。まだ公演は始まっていないだろうが、ディートリンデはやきもきとしているだろう。ザイラスはあからさまに不満そうだった。

「もう戻らなくてもいいんじゃねぇか？　どうせすぐクソ王も来るだろ」

「なおさらお姉様を一人にはしておけないわ」

　ディートリンデに観劇を楽しんでもらおうと連れてきたのに、一人で帰ってしまいかねない。

「嫌だ」

　夫はまるで、駄々をこねる子供のように再び酒樽の上に座り込んでしまった。脚を組んで、頰ほお杖づえをつく。

「あなた」

　そう呼ぶと、ザイラスは意地悪く笑った。

「交換条件といこう、リナレーア」

「交換条件？」

「そうだ。俺はあんたの望む通り大人しく席に戻る。代わりに何をくれる？」

　リナレーアは困惑で顔を赤くした。

　先ほど触れた唇の熱さが蘇よみがえる。ザイラスは物を欲しがるような人ではないと、彼女はよくわかっていた。

　もともと、リナレーアは親しい誰かを抱きしめたり親愛のキスをしたりすることにあまり抵抗のない方である。そういった接触が比較的頻ひん繁ぱんな家庭で育ったせいだ。もちろん夫にだって自分からキスをしたことはあるのだが、恋をしてからその頻度は激減している。

　恥ずかしいのだ。

　触れ合うだけでもどきどきと左胸が高鳴るというのに、自ら唇を寄せるという行為がどんなに心臓へ負担をかけることか。

　そんな妻の逡しゆん巡じゆんを理解しているのか、ザイラスは何も言わずに眉を上げた。その目の下には寝不足によるクマができている。夫が座り込んでいるのは駄々をこねているわけではない。きっと本当に疲れているのだ。

「ずるい人ね」

　リナレーアはそう詰なじると、一歩近づいて身をかがめ、そっと夫の頰に触れた。

　本当に、触れただけだ。けれどそれがリナレーアにとっての精一杯だった。

　窺うかがうように相手を見上げると少々間抜けな表情で目を丸くしていたので、彼女は自分が失敗したかと思った。
















「あの、違ったかしら？」

　もしかして、彼の欲しいものは何か別のものだった？

　そう懸念したが、ザイラスは右手で自らの目を覆おおい深くため息をついただけで何も言わない。やがて彼は立ち上がった。

「わかったよ。じゃあ戻るか」

　その言葉に、リナレーアはほっとしたのだった。

　部屋を出る前に、夫がちらりとこちらを見て軽く左肘ひじを曲げる。それに気付いたリナレーアは自然とそこに手を置いた。

　伯爵夫妻として二人で歩く時はいつもこうやってそっと寄り添うのだ。この優しい温もりが、リナレーアは嫌いではなかった。胸の内が何か目に見えないもので満たされるようだ。

　先ほどは、同じ相手に対して壊れるかと思うくらい心臓が早はや鐘がねを打っていたのに。

　幸いなことに廊下には誰もいなかった。しかしいつ誰に見られてもよいように、ぴんと背筋を伸ばして歩き始める。ほどなくして、ザイラスが思い出したように言った。

「……それで、義姉君はどれくらい滞在するって？」

「決めていないそうよ」

「まさか一生居座るつもりじゃねぇだろうな」

　リナレーアは笑った。

「そんなことはないと思うけど」

　その時である。

　目の前の曲がり角から突然女性が飛び出してきて、廊下の内側を歩いていたザイラスにぶつかった。リナレーアは一瞬、それが姉のディートリンデかと思ったが違った。背の高さや全体の雰囲気は似ているが、青ざめた様子でザイラスを見上げる顔立ちは姉とはまったく違う。大ぶりな鼻の上に、そばかすが浮いていた。

「あ、す、すみません！」

「こちらは何も。あなたは大丈夫ですか？」

　ザイラスが、紳士なレイデ伯爵の顔になって優しく言った。女性はまだ彼にしがみつくような格かつ好こうになっていて、夫がそれをさりげなく支えている。

　リナレーアは少しむっとした。ちょっと近すぎるのではないだろうか。

　しかし彼女が抗議する機会は与えられなかった。

「ジア！　待ちなさい！」

　曲がり角の向こうから聞こえた怒ど鳴なり声ごえにびくりと飛び上がった女性が、「ご、ごめんなさい私急いでるの！」と捨て台詞ぜりふを吐いてその場から駆けていってしまったからだ。

「ジア！」

　逃げた女性を追う声がすぐ近くから聞こえたので、今度ザイラスはさっと壁際に避よけて道を開けた。そのおかげで先ほどのような衝しよう突とつは免まぬかれたものの、曲がり角から飛び出してきた人間はきょろきょろと辺りを見回してザイラスとリナレーアに問うた。

「今ここに背の高い女が来なかった!?」

　こちらも女性である。先のそばかすの女と同じように高身長で、けれど吊つり目で化け粧しようが濃かった。

「あちらへ駆けていってしまわれたわ」

　リナレーアの返答に、女は地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「ああ、もう！　ジアの奴！　怪人なんかに怖おじ気けづくなんて！」

　また、怪人である。

　リナレーアは好こう奇き心しんに勝てず聞いた。

「あの、何か問題が？　もしよろしければ話していただけませんか？」

「リナ」

　ザイラスが嗜たしなめる。しかし激げき昂こうしている様子の女は、相手が誰かということを気にする余裕はないようだった。

「問題も何も！　代役女優が逃げたのよ！　信じられないわ！　王様の前で歌える機会なのに、わけのわからない怪人のせいでそれを棒に振るなんて！」

「あら、まぁ」

　どこかで聞いた話である。

「代役って、午前の公演でいなくなったという方の代役ということ？　今の方が？」

　それは大問題だ。

「他に演者の方はいらっしゃらないの？」

「黒魔女役よ！　身長が百七十以上ある女優なんてうちにはもういないわ！　ああ、もうどうしろっていうのよ！」

「あなたもずいぶん背が高いように見えるけれど」

「私は主役のリンデル姫役なの！」

　女はきっとリナレーアを睨にらみつけた。

　ここで初めて、女ははっと我に返った。自分が怒鳴りつけた相手が何者なのかということにようやく思考が働いたのだ。

　一度口を噤んで、じっとリナレーア達を見つめる。女の年の頃は三十歳前後だろうか。身につけているのは一般的な木も綿めんの服とスカートなので、主役だというならまだ衣装に着替える前なのだろう。

「あ、あなた達誰？　劇団の人間じゃないわよね？」

　リナレーアはほとんど条件反射でにっこりと微笑んだ。

「失礼いたしました。わたくし、リナレーア＝レイデと申します。こちらは夫のザイラス」

　伯爵である、という説明を省はぶいたのはわざとだ。貴族であることがわかったら距離を置かれるかもしれない。

「ここで何をしているの？」

　夫と二人きりになれる場所を探して劇場の奥に入り込んだのだ、とリナレーアが説明する前にザイラスが言った。

「迷まい子ごになってしまったんだ。客席にはどう行くのか教えてもらえるかい？」

　もちろん噓だ。あの倉庫を出てからここまで夫は迷いなく歩いていたし、リナレーアだってディートリンデ達と別れたところまで戻る道順は覚えていた。けれどなるほど、劇団関係者以外立ち寄らないような場所にいることに対する説明としては、最も簡潔でありそうな噓である。余計な質問や詮せん索さくを嫌って夫が噓をついたのだとリナレーアはすぐに理解した。

　果はたして、女は不ふ審しんそうな顔をしながらも道順を説明してくれた。

「すぐそこよ。あの角を曲がってまっすぐ。大きな扉があるから」

「なるほど。助かるよ」

　ザイラスはそう答えると妻の手を引いて立ち去ろうとしたが、リナレーアがすぐに言った。

「あの、どうして背の高い女性でないといけないのですか？　背の低い黒魔女ではいけないの？」

　女はただでさえ吊り上がっている目尻をさらに吊り上げて答えた。

「私が百七十あるのよ。黒魔女より背が高くて大柄なお姫様がどんなに滑こつ稽けいに見えると思う？」

　なるほど、そういうことか。リナレーアは別に悪役よりも背の高いお姫様が滑稽だとは思わなかったが、そう思う人もいるのかもしれない。

「仮に背の高い女性が見つかったとしても、歌や台詞も覚えなくてはいけないのでしょう？」

　それを午後の公演までに、というのは土台無理な話だ。休演にした方が無ぶ難なんである。

「そうだけど……いえ、そんなことないわ。私と黒魔女が同時に舞台に上がるのは一幕だけなの。その一幕の間なら台詞も歌もないわ。立って歩くだけ。それ以外なら他の女優でなんとかなる……。顔が違うのは衣装や照明でなんとかごまかして……。ああ、でも駄目よ。私より背の高い女優なんていないんだもの」

　ぶつぶつと独り言のように言う女を見て、リナレーアはにっこりと笑った。

「そういうことならわたくし、背の高い女性に心当たりがあるわ」

「リナ」

　呆れたように妻の名を呼ぶレイデ伯爵は、彼女が何を思いついたのかすぐにわかったようだった。

「本当!?」

　女優がぱっと顔を輝かせてリナレーアの手を握にぎる。

「その人ってここにいるの？　すぐに連れてこれる？」

　リナレーアは微笑んだ。

「ええ、劇場の中にいらっしゃるわ。代役をお願いしてみましょう」
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「本気で言っているの？　リナ」

　ディートリンデ＝エンブリーは妹の発言をにわかには受け入れられないようだった。

「駄目かしら？　お姉様なら代役が務まると思ったのだけれど」

　ディートリンデはリンデル姫役の女優よりも背が高い。逃げ出したジアという女優にも立ち姿が似ているし、立って歩くだけでよいというなら素人しろうとにだってできるはずだ。

「……」

　ここに着くまで「公爵令れい嬢じようが舞台に立つなんてありえねぇだろ」と言っていた夫が黙っているのは、姉し妹まいの問題に口を出すべきではないと承知しているからだろう。賢けん明めいだ。リナレーアとディートリンデがこういうやり取りをしている時、長ちよう兄けいアロイスはよく口を出してきては「お兄様には関係ないわ」とディートリンデに一いつ蹴しゆうされていた。

　そのディートリンデといえば、今は両手の拳こぶしを握り込み、少し肩を震ふるわせている。

　リナレーアは姉なら喜んで協力してくれるのではないかと思っていたが、それは自分の思い込みだったのかもしれないと少し心配になった。

「レイデ夫人」

　リナレーアがなおも姉に声をかける前に、座長のマイルズが入ってきた。ディートリンデ達を貴賓席に案内してから席を外はずしていたのだが、代役をお願いするには座長の許可が必要だからと、リンデル姫役の女優が呼びに行ったのだ。

　しかし見たところ、ここにやってきたのは座長のマイルズだけで先ほどの女優はいないようだ。午後の公演の準備に入ったのだろうか。

「うちのマーゴットが不躾なことを申し上げまして大変申し訳ございません」

　マイルズは恐縮しきりだった。

「夫人に気さくに話しかけていただいたので、まさか身分の高い方だったとは夢にも思わなかったようで……。けれどあの、どうぞマーゴットが申し上げたことはお忘れください」

「あの女性はマーゴットさんというのね。彼女を責めないで。わたくしが提案したことなの」

　リナレーアは慌てて言った。

「困っている方がいて、何かできることがあるならするべきだと思ったのよ」

　彼女にそう教えたのはエンブリー公爵夫人……つまり、リナレーアの母だ。そしてディートリンデも同じ教育を受けている。

　高貴であることと無私であることは比例してしかるべきものだと、母は常々子供達に説といていた。もっとも、その信条が五人の子供達に等しく受け継がれているかどうかは定かではないが。

「……リナレーア」

　ディートリンデは打ち震えていた。

　左手を口にあてて、何かを我が慢まんするように俯うつむく。そして言った。

「なんていい子なの……！」

　ディートリンデはどこからか取り出したハンカチで感激のあまり目尻に浮かんだ涙を拭ぬぐい、近くにいたマイルズに訴うつたえた。

「お聞きになりまして？　この素晴らしく可愛らしく優しい子は私の妹なんですの。自慢の妹よ」

「は、はぁ……」

　マイルズは困惑している。

「困っている人を見捨ててはおけないのよ。小さい頃からそうだったわ。一度なんてね、道で具合を悪くした女性を自宅まで送っていって、医師まで呼んで……」

「ディートリンデ様」

　見かねてザイラスが口を挟はさんだ。

「リナが素晴らしい女性であることは多くの人間が知っている事実ですよ。けれど今はそれを再確認している場合ではないのでは？」

「まぁ、ザイラス様」

　ディートリンデは見るからにむっとしたようだった。

「賢さかしげなことをおっしゃるのね」

「お姉様」

　リナレーアが、何やら険けわしい雰囲気の夫と姉の間に入ろうとした時だった。衝つい立たての前で気配を消すようにして立っていたエイダが身構える。彼女が廊下へと繫つながる仕切り幕を睨んだので、誰かがやってくるのだとわかった。

「座長、どうなりましたか？」

　果たして、仕切り幕をめくって顔を出したのは、先ほどのリンデル姫役の女優だった。舞台衣装に着替えていて、化粧が先ほどよりもっと濃くなっている。ちょうど戸口の近くに立っていたマイルズが、慌てて彼女を仕切り幕の向こうに押し戻そうとした。

「マーゴット。お前何をやってるんだ。午後の準備をしておけと言っただろう！」

「でも、気になって。代役は……」

「さっきも言っただろう！　公爵家のご令嬢に代役なんて頼めるか！　いいから楽屋に戻ってろ！」

「でも！　代役がいないと公演は……！」

「申し訳ございません。ちょっと失礼いたします！　マーゴット、こっちへ来い！」

　その時、マイルズに腕を摑まれたマーゴットの視線がディートリンデを捉とらえたことにリナレーアは気付いた。

　国内では、ディートリンデほど高身長の女性は珍しい。姉はきっと大柄な父に似たのだ。一方で、そのしなやかな肢し体たいが愚ぐ鈍どんさを感じさせない。彼女が舞台に立てば、きっと多くの人の目を引くだろう。

　マーゴットは一目で、ディートリンデがリナレーアの言っていた『代役』なのだと気付いたに違いない。

「お願いします！」

「マーゴット！」

　マーゴットは座長の手を振り払い、仕切り幕から飛び出してきてディートリンデにすがりついた。マイルズが慌てて止めようとしたが、その前に女が叫ぶ。

「午後の公演は、私達にとって大きな機会なんです！　休演なんかにするわけにはいかない！　協力してください！」

　マーゴットの必死さは近くで見ていれば伝わった。大きな機会とはきっと、ヘンリック王が観にくることだろう。王のお墨すみつきをもらえれば、客は増える。劇場だって大きくできるかもしれない。

　そこまで考えた時、リナレーアは大事なことに気がついた。そういえば、ヘンリックが来ることをまだ姉に言っていない。しかしその重要事項を伝える前に、ディートリンデ＝エンブリーは慈じ愛あい深く微笑んで答えた。

「わかりました。出るのはその一幕だけ。台詞も歌もなし。私は立って歩くだけ。そういう条件でなら、受けましょう」

　マーゴットの顔がぱっと輝く。

「ありがとうございます！」

「そんな……ああ、まさか。本当ですか？」

　マイルズが言った。どこか安あん堵どしている表情に見えるのは、彼も代役をどうするか決めかねていたからだろう。

「今日私が観劇に来たのも、何かの縁えんでしょう」

「お姉様」

　ヘンリックのことは、先に伝えておかなければならない。しかし興奮気味のマイルズが遮ったせいで、リナレーアは再びその機会を失ってしまった。

「そうと決まれば、マーゴット！　楽屋の準備をしてこい！　衣装係にも連絡を！　エンブリー様。どうお礼を申し上げればいいか……！　本当にありがとうございます！」

「ディートリンデで結構です。準備があるのでしょう？　行きましょう」

「お姉様、あのね」

「リナレーア」

　ディートリンデは言った。

「私が昔、女優になりたいと言っていたのを覚えてくれていたのでしょう？　本当に優しい子ね」

　姉の細い指先が優しく妹の頰を撫でる。柔らかなその表情を見て、リナレーアは先ほどの心配は杞き憂ゆうだったのだと理解した。

　芝居好きのディートリンデはかつて、声楽の教師に師事するほど本気で女優になりたいと願っていた。

　公爵令嬢という身分のせいでその夢が叶えられることはなかったが、未練がないはずがなかったのだ。冒険家の夢を諦めたリナレーアと同じように。

「こういう経験ができるとは思ってもみなかったわ。楽しんできます」

　そう言って、ディートリンデはマイルズと一緒に貴賓席を後にした。

「……困ったわ。お姉様に、陛下がいらっしゃるのをお伝えできなかった」

　あんな嬉しそうな顔をした姉に言えるわけがない。王が観劇に来ると知ったなら、ディートリンデはきっと帰ると言い出すだろう。

「意外だったな。義姉君はきっとありえないと一蹴するとばかり思っていたが」

　ザイラスは驚いているようだった。

「お姉様はね、以前村祭りのお芝居にだって飛び込みで参加したことがおありなのよ。代役と聞いて興味がないはずがないと思ったの」

「意外だ」

　ザイラスはもう一度言うと、椅子に座った。

「しかしまぁ、納なつ得とくといえば納得だな。あんた達は間違いなく姉妹だ」

　用意されている椅子は三脚きやくあった。椅子の間には小さな丸テーブルが置かれている。正面の手すりの下には劇場が広がっていて、ここからだと舞台の上を遮さえぎるものもなかった。覗き込まなくても、下から人のざわめきが聞こえてくる。客が少しずつ入っているようだ。

　リナレーアは中央の椅子に座った。

「でもどうして義姉君はそんなにあのクソ王を毛嫌いしてるんだ？」

　肘掛けに頰杖をついた夫の質問に妻は苦笑した。

「あなたも陛下をお嫌いなのではなかったかしら」

「計算高いヘンリック王陛下は、女性にはお優しいはずだ。好きな相手ならなおさらだろ？」

　リナレーアは首を傾げた。

「そういえば、わたくしもきちんと理由を伺ったことはないわ。どうしてかしら。陛下はとても素敵な方なのに」

「リィナ。言っておくがあいつは人間のクズだぞ」

「まぁ、ザイラス。なんてことを言うの？」

「噓じゃねぇ。お前のシスコン兄貴も大たい概がい読めねぇ奴だが、クソ王はそれを上うわ回まわる猫ねこ被りで最低のクソ野郎だ」

　エンブリー家の次じ男なんであるヴァルター＝エンブリーは、王宮で王の片腕として働いている。レイデ伯爵家に嫁ぎ単身王都にやってきた妹を心配してか、月に数回はレイデ家の屋敷に遊びに来てくれる。

　兄とヘンリック王は学生時代からの友人だった。夫のザイラスもまた二人と同じ王立の中高等学院に通っていたが、夫は二人よりも年若だし途中編入であったため、どちらかというと二人に可愛がられる立場にあったようだ。

「今夜はシスコン野郎もメシを食いに来るんだろう？　クソ王も来るとか言い出さなきゃいいけどな……」

　ザイラスが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「具体的に、陛下はどんなところがその……『クソ』でいらっしゃるの？」

　リナレーアは興味を抱いだいて聞いた。姉や夫がここまで言うからには、何か理由があるに違いないのだ。

　夫は眉を上げて悪戯いたずらっぽく笑い、リナレーアを見た。

「あんたは知らない方がいいと思うぜ。リィナ」

　その時隣の部屋から物音が聞こえた。この客席は、完全に仕切られた個室ではない。廊下との仕切りは天鵞絨ビロードの幕だし、隣の部屋との間には衝立のようなものが置いてあるだけである。耳をすませば話し声だって聞こえてしまうだろう。

　隣に誰かがいるならこのような噂話は避けるべきだが、リナレーアは好奇心に打ち勝つことができなかった。

「ぜひ知りたいわ」

　肘掛けに両手をついて身を乗り出すと、夫が笑顔を消して目を眇すがめる。

「あの男は、無実の人間に罪を着せて破滅に追い込んだり、自分に好意を寄せてくる人間を利用することに躊ちゆう躇ちよがない」

　氷のようなその口く調ちようにははっきりとした嫌けん悪お感かんが宿っていて、リナレーアは夫が本気で王を嫌っているのだと理解した。

「他人を自分にとって利用価値があるかどうかでしか判断できねぇんだ。その行動や思考に慈愛や憐れん憫びんは存在しねぇ」

　ずいぶんな言いようである。

「あなたも意地悪をされたの？」

　ザイラスは笑った。

「意地悪？　はっ。殺されかけたことなら何度もあるね。もちろん覚えてますよね？　クソ陛下」

　夫の最後の言葉にリナレーアは目を丸くした。

　次ついで衝立の向こうからくすくすという笑い声が聞こえてくる。

「ひどいな、ザイラス」

　ザイラスの背後の衝立からひょっこりと顔を覗かせた男を目にして、リナレーアは驚きで耳をぴくりと動かし声を上げた。

「ヘンリック様」

　右手を口にあてて立ち上がる。

　手すりから身を乗り出してこちらを覗き込んでいるのは、短く切られた暗い金きん髪ぱつに巌いわおのような体たい軀くの王だ。

「まぁ。まさか、お隣にいらっしゃるなんて」

　普通はどの劇場にも、壇だん上じようを正面に望む完全に仕切られた個室があるはずだ。一国の元げん首しゆともなれば、その特別室に通されるはず。

　しかし本当にヘンリックがディートリンデに会うために劇場を訪れるなら、そんな特別室ではなく想い人の隣の席を確保させるのも当然のことだった。案あんの定じよう、彼はこちらの部屋を見渡して不思議そうな顔をした。

「おや？　ディーは一緒じゃないのか？」

「しつこい男が現れるのがわかったから逃げたのではないですか？」

　ザイラスが王を振り向いて爽さわやかに笑った。

「なに。それはいかん。すぐに捕ほ獲かくしなくては」

「陛下。お姉様は代役で出演されるんです」

　ヘンリックが、背後にいるのであろうお付きの者に公爵令嬢の捜そう索さくを命令する前にリナレーアは言った。

「代役だと？」

　ヘンリックの眉が上がる。

「どういうことだ」

「陛下！　そんなに身を乗り出しては危険です！」

　手すりを乗り越えて今にもこちらに飛び込んできそうだった王を、護ご衛えいの騎き士しらしき腕が止めた。王は煩わずらわしそうにそちらを一いち瞥べつすると、リナレーアに向かって指を立てた。

「今そちらに行く」

「来ないでください」

　ザイラスが言げん下かに拒絶する。

「狭せまくなる」

「それならお前がこちらに来い、ザイラス」

「あなたと妻を二人きりに？　冗談じゃない」

「なら黙ってろ」

　そう言い捨てると、王は衝立の裏に首を引っ込めた。隣から「陛下！　お待ちを！」という声が聞こえる。バサッという乱暴に仕切り幕をめくる音の後にすぐ、この国の王、ヘンリック＝ゲーテ＝デーメルはリナレーア達の目の前に現れた。

「詳細を聞かせてもらおう、リナ。なぜディーが代役に？」

　丸太のように太い腕で仕切り幕をめくり、目をらんらんと輝かせたヘンリックは今までになく興奮しているように見える。その背後でいささか疲れたような顔をしている騎士と従者に、リナレーアは思わず同情してしまった。

　しかし周囲のそんな顔を気にすることなく、王はすたすたと中に入ると空席に腰を下ろす。

「迷惑、という言葉をご存知で？」

　ザイラスが言った。王を目の前にしながら、夫は立ち上がるどころか肘掛けに頰杖をついたままだった。

「他人の迷惑を考えていたら王という仕事など務まらんぞ」

　ヘンリックが堂々と答える。

「ほらね、リナ。この人はクソだろう？」

　リナレーアはザイラスが王の騎士に剣を向けられる前にと、夫と王の間に割り込んで言った。

「午前の公演中に、女優が失踪したことはご存知ですか？」

「そうなのか？　初耳だ」

　王はそう言うと背後の騎士を見た。騎士がこくりと頷く。王の護衛の人間はその件を承知の上で安全を確認済みなのだろう。

「その代役です。一幕だけというお話ですけれど」

「出戻りの公爵令嬢に代役を頼む馬ば鹿かがいたのか。あっぱれだな」

「刻きざむぞクソ王」

　ザイラスがぼそりと言った。リナレーアは微笑んで答える。

「わたくしがお姉様に頼んだのですよ、ヘンリック様」

「ははぁ。リナの発案か。なるほど納得した。ディーは女優に憧あこがれていたからな。姉思いの君らしい」

　王はにこにこと答えた。

「相手が君なら馬鹿とは言えまい。ディーに代役を提案する十分な理由があったのだからな。いやしかし、ディーが代役か。ちなみになんの役だ？」

「黒魔女です」

「ララを呼ぼうか。二度とない機会だろうから描き残しておかなくては」

　ミュゼット＝ララは王宮付きの画家である。王はそわそわとし始めた。

「落ち着いてください、陛下。ララ様は休暇中です」

　護衛の騎士がたしなめるように言う。

「ああそうだったか。残念だな。ならばこの目に焼きつけねばなるまい。おい、あの最前列の桟さ敷じき席せきに移動するぞ」

「おやめください陛下」

「なんだ駄目か？」

「正面の特別室に移られてはいかがでしょうか」

　ザイラスがことさら笑顔を作って提案した。

「あちらからでしたら、舞台上のディートリンデ様を正面からご覧になれますよ」

「あの舞台から一番遠い席のことか？　却きやつ下かだな。まだここの方がましだ」

　ザイラスは騎士達にばれないように舌打ちをした。

「それよりザイラス。お前、僕とディーが二人きりになれる段取りはきちんと考えてあるんだろうな」

「はぁ？」

　夫は思わず声を上げたが、すぐに口調を元に戻した。

「あいにくですが陛下。義姉君はそれを望まないと思いますよ」

「なぜだ」

「……（わかるだろ、クソ王）」

　返答は無言であったが、不思議とリナレーアには夫の心の声が聞こえるようだった。そしてそれはヘンリック王にも聞こえたらしい。

「残念だがな、ディーがどう思うかは僕にとってあまり関係がない」

　ヘンリックは志こころざし高たかい賢人のように微笑みを浮かべてきっぱりと言った。

「ディートリンデが前の旦だん那なと離婚したのと同じで、これは必然だ。僕はディーを諦めない」

　そう告げる王の瞳に確信が宿っているのを見て、リナレーアは夫の言っていたことの意味を少し理解した。ヘンリックはきっと、恋情に後押しされた熱意だけで発言しているわけではないのだろう。彼には求める結果を引き寄せるだけの権けん謀ぼう術じゆつ数すうがある。

　そしてその結果を自分以外の誰も求めないものであったとしても、自らの望みを叶かなえるために躊躇ためらわない。

　ヘンリック＝ゲーテ＝デーメルは、ずっとそうやって生きてきた。

　ディートリンデ＝エンブリーという女性はきっと、ヘンリックが求めてまだ手に入れていない『例外』なのだ。だからこそ、ヘンリックはディートリンデに心こころ惹ひかれてやまない。

（こういう恋の形もあるのだわ）

　リナレーアは思った。

　手に入らないからこそ恋い焦こがれる。

　怪人にとっての歌姫のように。

「もう始まるのではないか？」

　王は一転してうきうきとした様子で手すりから身を乗り出した。リナレーアも誘われるように眼がん下かの劇場を覗き込む。なるほど、客席は埋うまりつつあるようだ。

　しかし実際に幕が上がるまで、彼らは少し待たされることとなった。代役であるディートリンデの準備にやはり時間がかかったのかもしれない。その間に、レイデ夫妻の元には座長から高級なワインが差し入れられて、さらに国王の従者が用意していたバスケットから焼き菓子と軽食を広げ始めたので、三人は……少なくともリナレーアはさして退たい屈くつすることなく待つことができた。

「まぁ。あなた、『リンデルの暗い森』を読んだことがないの？」

　他愛のない話題の中で判明した事実に、リナレーアは声を上げた。

「子供向けの話だろ？　俺が子供の頃、家に本なんてなかったからな」

　なんでもないことのようにザイラスが言う。

　伯爵家の令息と使用人の子供であったザイラスは、十五の時にレイデ伯爵に連れ戻されるまで市し井せいで暮らしていたのだ。二人きりで暮らしていた母親も早くに亡なくし、彼はずっと一人だった。

「『リンデルの暗い森』は、もともとが『暗い森』という題名の大人向けの小説なのよ。それを子供向けに書き直したものなの」

「知っていたか？　童話の内容は国や地方によって違うんだ。中には悲劇で終わるものもあるらしい」

　スコーンを咀そ嚼しやくしながら王が話に加わってくる。

「陛下が童話に詳しいとは驚きですね」

　ザイラスは皮肉な表情で眉を上げた。

「王宮の書庫所蔵の本は多た岐きにわたっている。『リンデルの暗い森』なら数種類あるし、もちろん原作の『暗い森』だってあるぞ」

「まぁ。わたくし、他の国の『リンデルの暗い森』を読んでみたいわ」

「今度ヴァルターに届けさせよう」

　王が笑顔で請うけ負ってくれたので、リナレーアは喜んで礼を言った。

　やがて幕が上がった時には、ワイン瓶びんの中身は半分に減っていた。

　どの地方の『リンデルの暗い森』にも共通して登場するのが、白銀の髪の姫君と王子、それに黒魔女と黒魔女に従う魔物である。

　そして幼いリナレーアが特に気に入っていたのが、黒魔女に従う魔物であった。

　それは『悪あく食じきの獣けもの』、または『すべてを食らう魔物』といった名前で登場する。

　呼び名の通り、巨大な口を持つ獣の形をした魔物で、物語はその魔物が白銀の髪の姫君の夢を食べてしまうことから始まる。

　城で眠っている間に拐われて夢を食われた姫君は、ある森で目を覚ます。しかし夢を食われたせいで彼女は自分が何者なのかを忘れてしまっていて、暗い森の中を彷徨さまよい歩くことになるのだ。奇妙なことや恐ろしいことが起こる森を歩き続け、やがて姫君は隣国の王子に出会う。

　リナレーアが持っていた本の中では、もちろん最後には王子が黒魔女を打ち倒し、夢を取り戻した姫君と幸福になった。

　それはそれでいい。けれど一番壮そう絶ぜつなのは、黒魔女の最期だ。

　王子によって追いつめられた黒魔女は、最終的に自らの魔物に自分の身を食わせてしまうのだ。

　黒魔女は誇ほこり高く美しい女だった。

　その矜きよう持じが、王子に打ち倒されることをよしとしなかったのだろう。だから彼女は、自らが最も信頼する者に食われることを選んだ。

　リンデル役の女優であるマーゴットが言っていた台詞も歌もない一幕というのは、その黒魔女が魔物に食われる場面のことだった。そして唯一黒魔女と姫君が同時に舞台に出てくる場面でもある。

　劇団員達には不本意なことであっただろうが、歌劇の終しゆう盤ばん間近に現れたその黒魔女が、それまでの黒魔女と別人であることは一目でわかった。

　まず、雰囲気が違う。

　身長だけの問題ではない。すらりとした立ち姿と黒い衣装の上からでもわかるしなやかな曲線。周囲を圧倒する空気。黒魔女役の女優には可哀想なことだが、それはディートリンデの高貴な育ちの中で備わった、演者の生まれに所以ゆえんするものだった。

　劇場には、白いドレス姿のマーゴットの歌声が響き渡っている。黒魔女はリンデル姫よりも大きな女性でなくてはならないのだと訴えた女優の主張は正しかったと言えるだろう。

　この場面では、黒魔女と白銀の姫君が対照的な存在として演出されている。妖よう艶えんな魔女と清せい廉れんな姫君。黒と白。大きなものと小さなもの。

　魔物は黒い布を被っていて、自らの死を覚かく悟ごした主人の足元でひれ伏している。音楽は徐々に大きくなり、注目すべき一瞬が近づいているのだと教えてくれていた。

　リナレーアははらはらと物語の行く末を見守った。たとえ結末を知っていたとしても、観劇中はそれを忘れるべきだ。自ら命を絶たとうとする黒魔女を、他に方法はあるはずだと優しき姫君が引き止めている。しかし黒魔女はそれを聞き入れない。たった一度の敗北は、彼女の矜持を大いに傷つけたのだ。

　それまでただじっと立っているだけだった黒魔女が両腕を上げる。

　まるで目に見えない何かにすがりつくように。それを合図にしてすべての楽器が最後の一音を奏かなで、ため息さえも許されない静せい寂じやくが訪れた。

　ひれ伏していた魔物がばっと立ち上がり、黒い体軀を模もした布で黒魔女を覆う。

　あっ、とリナレーアは息を飲んだ。

　次の瞬間、黒魔女も魔物も姿を消していた。黒い布だけがひらりと床に残される。

　まるで手品だ。

「すごいわ」

　リナレーアは思わず小さな声で感かん嘆たんした。同時に隣に座っていた王ががたりと椅子から立ち上がる。

「ヘンリック様？」

　リナレーアは王を呼んだが、彼は何も答えずに仕切り幕をめくって出て行ってしまった。従者と騎士が慌ててその後ろを追いかける。どうしたというのだろう。困惑して夫を見ると、ザイラスは部屋の隅に控えていたエイダに視線を送った。エイダにはそれだけで主人の意い図とがわかったらしい。こくりと頷うなずいて答える。

「とても小さな声でしたが、悲鳴のようなものが聞こえました。恐らく、ディートリンデ様のものではないかと」

「なんですって？」

　魔物として人ならざる五感を持つエイダの言葉に、リナレーアは声を上げた。

「行くぞ、リィナ」

　ザイラスが立ち上がる。

　舞台の幕はまだ下りていない。今度は王子役の俳はい優ゆうが出てきて、リンデル姫に愛を歌っている。けれどそれにうっとりと聴き惚ほれている場合ではないのは明らかだった。

　リナレーアはザイラスと貴賓席の外の廊下に向かった。

「まさか、陛下にはその悲鳴が聞こえたのかしら」

　だからすぐにここを出て行った？　魔物であるエイダがやっと聞き取れたような小さな声を？

「ありえねぇ、と言いたいところだが、あのクソ王ならあるかもな。俺はあの男が魔物だと言われても驚きゃしねぇよ」

　ザイラスは冗談めかしてそう言ったが、リナレーアは笑う代わりにただ姉の無事を願ったのだった。










[image: ]







「お姉様！」

　楽屋に飛び込んだリナレーアは、そこに黒魔女姿の姉を見つけてほっとした。

「ああよかった。ご無事なのね」

「リナレーア。これを説明してちょうだい」

　ディートリンデは無表情で、自分を抱きしめるこの国の王を指差して言った。

　周囲にいる劇団員達は驚きに言葉も出ない様子で事態を遠巻きに見守っている。いや、騎き士しがすぐ近くで剣けん吞のんに目を光らせているから近づけないのかもしれない。

「あのねお姉様。実はヘンリック様はこの公演を観みにいらしていたの」

　しかしリナレーアは、国王が姉に抱きついているところを目撃しても驚いたりしなかった。好意を寄せる相手に久しぶりに再会できた上にその無事を確認できたのだから、こうなるのも仕方がないだろう。

「最悪ね。それがわかっていたらすぐに帰ったのに。ちょっとヘンリック。は、な、し、な、さい」

　ディートリンデはそう言いながら、王の脇腹にドスドスと拳こぶしを入れた。
















「いた。いたたたた。まったくディー、君って人は。僕を殴なぐる女性なんて君くらいだ」

　そう言いながらも、ヘンリックは嬉うれしそうに笑って身体からだを離す。王は舞台化げ粧しようをしたディートリンデの頰ほおを指の背で撫なでてうっとりと言った。

「ああ。君に会いたかった。なんて美しいんだディートリンデ」

「ちょっと誰だれかこの変態つまみ出してくれない？」

　もちろんこの場にディートリンデの要よう請せいに応こたえられる人間はいなかった。

「クソ王に被ひ虐ぎやく嗜し好こうがあるとはな」

　リナレーアの背後でザイラスが言う。

「本当にお姉様のことがお好きなのよ」

　ヘンリックは学生時代、ヴァルターの里帰りにくっついてエンブリー公こう爵しやく家にやってきてからディートリンデにぞっこんなのだ。二週間の滞たい在ざい中に、当時王子だった彼は七回結婚を申し込んで断られている。

　当時姉に理由を聞くと、年下だから、という答えが返ってきた。年下といっても二人は一つしか違わないはずだが年齢というものは努力ではどうにもできない要素なので、ヘンリックが『クソ』で『変態』であるらしいことを除いても、王の望みは薄そうである。

「君の悲ひ鳴めいが聞こえた時は、生きた心地ここちがしなかった」

　王は息を吐はいた。ディートリンデは彼の太い腕を振り払って距離を取る。

「悲鳴なんて上げていないわ」

「小さく声を上げただろう？」

「あれが聞こえたの？　まさか客席の一番前にいたわけでもないでしょうに相変わらず変態なのね。奈落に落ちる仕掛けが思っていたよりも少し早く動いたというだけよ」

「本当に怪け我がはないんだろうね」

「ないと言ったでしょう！　身体に触さわろうとしないで！」

　ディートリンデは王の不ふ埒らちな手をぱしりと叩たたいた。ヘンリックはにっこりと笑う。

「そうかよかった。もし君に傷の一つでもついていたらこの劇場は即刻閉へい鎖ささせるところだった」

　王の言葉に、ぞぉ、と血の気を引かせたのはその場にいた劇団員達である。

「へっへっへっ陛へい下か！」

　座長のマイルズが劇団員達の中から躍おどり出た。

「こ、このたびは当劇場へお越しいただきまして、そのう、あの、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じまする！　私は座長のマイルズと申し上げますです！」

　動揺が言葉に表れていたが、ヘンリックはそれを指摘しなかった。

「マイルズか。楽しませてもらったぞ。特にディートリンデの黒魔女姿は本当に美しかった。このような趣向なら毎日でも見たいものだ」

　王の言葉に、マイルズの頰が紅こう潮ちようする。

「ええ、ええ、おっしゃる通りでございます！　エンブリー様のお美しさには劇団員達も心を奪うばわれておりました。本日は私どもの無理なお願いも快こころよく引き受けてくださって、そのお優しさには感謝をしてもしきれません」

「そうだろうな。ディートリンデは世界一美しい。ちょっと待て。僕が君を賞しよう賛さんしているところだというのにどこへ行く」

　ため息をついて踵きびすを返したディートリンデを、ヘンリックが引き止めた。彼女は自分の腕を摑つかんだ王をじろりと睨にらむと、

「着替えるのよ。離してちょうだい」

　と冷たく言った。

「僕が手伝おう」

　王がうきうきと申し出たが、ディートリンデは「結構よ」とその手を振り払って代わりに妹を呼んだ。

「リナ、着替えるのを手伝ってちょうだい」

「ええ、喜んで」

　いそいそと姉の元へ行くリナレーアを、ヘンリックは恨うらめしい様子を隠かくそうともせずじとりと見る。

「僕は今だけリナになりたい」

「気持ち悪いからやめてください」

　仮面を被かぶったレイデ伯はく爵しやくがにこにこと笑いながら王の発言を切り捨てるのを背後に、リナレーアは姉と共に楽屋の奥の廊ろう下かを通って小さな部屋に入った。

　そこは即席で作られたディートリンデの控ひかえ室のようだった。手前の廊下に掃そう除じ用具や雑多な道具が積み上げられていたのを見る限り、もともとはそれらが置かれていた物置だったのだろう。

　どこからか取り外はずしてきたような鏡が立てかけられていて、場違いに立派な肘ひじ掛かけ椅い子すが一脚きやくある。

「これはきっと小道具ね」

　リナレーアは椅子を見て笑った。

「最低の座り心地よ。綿を入れ直してないのかしら」

　ディートリンデが息を吐いて、肩にかけていた黒いストールを床ゆかに落とす。

　ついてこようとした衣い装しよう係を姉が断ったので、室内には姉し妹まい二人だけだ。リナレーアは姉の背後に回り、釦ボタンを外すことから始めた。

「どうでした？　お姉様。女優になったご感想は？」

「とても暑かった。じっと立っている間、叫さけび出したくなったわ」

「まぁ。そうは見えませんでした。ヘンリック様ではないけれど、とてもお美しかったもの」

　釦を外すと、姉の滑なめらかな背中が露あらわになる。北の地方の雪ゆき景色げしきのように白い肌はだは、確かに汗ばんでしっとりとしていた。

「でも他ではできない経験だったわね。舞台上からだと客席がほとんど見えないの。自分が本当に黒魔女になったみたいな気持ちになったわ」

　その時、舞台の方から歓かん声せいと拍はく手しゆが聞こえてきた。どうやら無事幕が下りたようだ。どやどやと楽屋も賑にぎやかになる。王とザイラスは貴き賓ひん室しつに戻っているだろう。

「あなた、この劇場の怪かい人じんの噂うわさって聞いたことがある？　舞台が始まる前に劇団員達が話していたのだけれど……午前の公演が中止になったのは、本当は怪我ではなくて女優が行方不明になったのが原因なのですって。それが怪人に拐われたんじゃないかって」

　黒魔女の衣装を脱ぬいでもともと着ていたドレスに袖そでを通している時、ディートリンデが言った。

「なんでも特別な歌姫を探している怪人だとかいう話なの。それでね、私聞いたのよ」

　リナレーアはこの時初めて、姉が着替えるのに人払いをして自分だけ呼んだ理由を理解した。きっと誰かにすぐ話してしまいたかったのだ。

「舞台から降りて奈落で少し待っている間、こう、どこからかおかしな声が聞こえたの」

　姉はリナレーアが背中の紐ひもをぐいと引く前に振り向いた。

「『ここよ、ここよ』って。響ひびくような恐おそろしい声よ。ねぇ、リナどう思う？　気のせいだったのかしら」

　ディートリンデは、普段の気の強さからは想像しにくいがこういった話に弱かった。幽ゆう霊れいや魔物などもってのほかだ。今だって気き丈じように振る舞っているが、本当はリナレーアに「気のせいよ、お姉様」と否定してもらいたくて言っているのは明らかだった。

　だからリナレーアはにっこりと微笑ほほえむ。

「そうねお姉様。きっとそれは気のせいよ。怪人なんてただの噂だもの」
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「ただの噂のはずないわ！　やっぱり怪人は本当にいるのよあなた！」

「わかったから落ち着けリィナ」

　夫にどうどうと宥なだめられても、リナレーアは興奮冷めやらなかった。他でもない姉の証言なのだ。信ぴょう性がある。

　あの後、姉を安心させようと冷静さを装よそおったリナレーアが衣装部屋を出ると、エイダが待っていた。やはりザイラスとヘンリックは先に貴賓室へ戻ったらしい。楽屋で待ち構かまえていた座長のマイルズは、手て土産みやげにと言ってリナレーアの大好きな菓か子し店てんシュシュリアンの菓子箱をエイダに渡し、どうぞ陛下によろしくお伝えくださいと卑ひ屈くつなくらい頭を下げて二人を見送った。

　しかし貴賓室に戻ると、そこにもうヘンリック王はいなかった。

　ザイラスの話では、秘書官が乗り込んできて王宮へ連れ戻されたのだという。

　ディートリンデはせいせいした様子で喜んだ。

　その後ザイラスが「私もまだ仕事が残っておりますので、義あ姉ね君ぎみとリナは先に屋敷へ戻っていてください」と言ったので、リナレーアは姉に先に馬車に乗っておいてもらうよう頼んで、再び夫を『倉庫　関係者以外立ち入り禁止！』と書かれた部屋に連れ込んだのである。

　そして開口一番、前述の台詞せりふを叫んだ。

「だって、お姉様が奈落で聞いたのですって！　人ならざる不思議な声を！」

　人ならざる、とまでは言っていなかった気がするが、この際細かい表現はどうでもいいだろう。リナレーアは両手を組んでぴょんぴょんと小さく跳はねた。

「三年前の怪人が戻ってきたんだわ！　歌姫とはぐれたのかしら。ああ、それとも歌姫は逃げ出してしまったのかも。二人は相そう思し相そう愛あいではなかったのかしらね。かつて彼女と出会った劇場に愛する人を捜さがしに来たんだわ。なんて素す敵てきなの」

「落ち着けリィナ。とりあえずそのぴょんぴょん跳ぶの可か愛わいすぎるから落ち着け」

　ザイラスは先ほどと同じように衣装の端は切ぎれが覗のぞいた酒さか樽だるに腰掛けて両手を上げた。そしてふと違和感を覚えた様子で周囲を見渡しながら「……なんか、物が移動されてんな」と言う。

　ぴたりと跳ねるのをやめたリナレーアは、思い出して首を傾かしげた。

「あら、でもだったらどうして声はあんなことを言ったのかしら？　『ここよ、ここよ』って……まるで、地下で歌姫が呼んでるみたいだわ」

　何かを探そうとするように床を睨んで腰を浮かしかけていたザイラスは、妻の言葉に眉まゆを寄せて顔を上げた。

「『ここよ』だと？　義姉君は声がそう言うのを聞いたのか？」

「ええ、そうおっしゃっていたわ」

　言ってから、リナレーアははっとして指先を口にあてる。

「……女優の失しつ踪そうが怪人のせいだったとして、お姉様が狙ねらわれるということはないわよね？」

　代役とはいえ、姉の黒魔女は素晴らしかった。自みずからの歌姫を舞台に立たせたい怪人がいたとしたら、邪じや魔まに思うだろう。

　自分の思いつきは軽けい率そつだったかもしれないと思い始めた妻を、夫は安心させるように言った。

「義姉君はもう舞台にゃ立たねぇんだ。そりゃねぇだろう」

「そうかしら……」

「心配なら、怪人について俺も少し調べておいてやるよ」

「でもあなたはお疲れでしょう？　これ以上無理は……」

「安心しろ。無理をするのは俺じゃなくてマーティンだ」

　ザイラスはそう言うと、リナレーアの額ひたいに軽く口づけをした。それが冗じよう談だんだとわかるのでリナレーアは笑う。

「優しいのね」

「あんたには優しくする価か値ちがある」

「ありがとうあなた。……大好きよ」

　顔を赤くしながらそう告白する妻に、ザイラスは息を吐いた。

「あんたと話してると、他の全部投げ出して拐さらいたくなるな」

「拐ってくださって構わないのよ」

　リナレーアは本気で言った。夫が眉を上げる。

「その言葉、後こう悔かいすんなよ？」

　──数分後顔を赤くしながら馬車に戻ったリナレーアは、二度までも放っておかれたディートリンデに文句を言われた。

「昔のあなたは、お姉様をこんなふうに疎おろそかにしたりしなかったのに」

　姉が怒るのも無理はない。リナレーアは申し訳なく思って隣に座る姉の手を握にぎった。二人の正面に座ったエイダの合図で、馬車はすぐに出しゆつ立たつする。

「ごめんなさい、お姉様」

「本当に、あなた達は仲がいいのね」

　ディートリンデは息を吐いた。

「でも私は少し不安だわ。リナレーア、あなた彼に騙だまされているのではない？」

　彼、というのはもちろんザイラスのことだろう。

「騙されている、というのはどういう意味ですか？」

「結婚前に話した時はよくわからなかったけれど、今日少し話して確信したわ。ザイラス＝レイデは見た目の通りの紳しん士しなんかではないわよ。裏があるわね。間違いないわ」

　リナレーアは姉の観察眼の鋭するどさに感心した。

「そうねお姉様。ザイラスは紳士ではないかもしれないわ」

　少なくとも、王を前にして肘置きに頰ほお杖づえをついたり悪態をついたりする人を紳士とは呼ばないだろう。

「でも見た目通りに素敵な方よ。お姉様も、しばらく見ていればきっと彼の素晴らしさがわかるはずだわ」

「だからそれが騙されているというのよリナレーア！　素晴らしい男なんてこの世にはいないの。最低か、最低ではないか、そのどちらかよ。私の元夫なんてひどかったわ。足は臭くさいし、私が実家に帰ることに文句を言うし」

「あらお姉様。でもお父様もアロイスお兄様もヴァルターお兄様も、素晴らしい方でしょう？」

　リナレーアは家族を引き合いに出したが、ディートリンデの評価は厳しかった。

「お父様は最低ではないわね。でも最高でもないわ。お仕事ばかりで、いつもお母様を疎かにしていらっしゃるもの。ヴァルターも最低ではないけどあの年齢の男性としてはどうなのかしら。地に足がついていない感じがするわ。それとアロイスお兄様は最低ね。言うまでもないけれど。お義ね姉え様がよく我が慢まんしていらっしゃるわといつも思うもの」

「ヘンリック様は？」

「論外よ」

　リナレーアが試しに聞いてみると、ディートリンデはものすごく嫌いやそうに顔をしかめ、ばっさりと切り捨てた。

「あの男は最低の中の最低よ、リナレーア。なるべくなら近づかない方がいいわ」

　リナレーアは、夫と姉は気が合うのではないかとこっそり思った。少なくとも、ヘンリック王に対しては一いつ致ちした見解を持っているようだ。

「そんなことよりも、リナ。お姉様は心配よ。いったい、私にどんな秘密を持っているの？」

　リナレーアはびっくりした。

「秘密？　なんのことですか？」

　まさか魔物のことがばれたのだろうか。夫が魔物使いであることが知れたら、ディートリンデはどんな反応をするだろう。少なくとも、リナレーアのように喜ぶことはないはずだ。彼女は魔物のように、自らの理解が及ばない存在は大嫌いなのだから。

　ディートリンデはじとりと妹を睨んだ。

「まさか私に隠し通せると思っているの？　あなたが打ち明けてくれるのを待つつもりでいたけれど、いい機会だわ。このまま行きましょう」

（行く？）

　リナレーアは本当にわからず首を傾げた。

「あの、お姉様。どちらへ行くのですか？」

　姉は今度こそ呆あきれたように息を吐いて憐あわれむように言った。

「可愛いリナ。いつまでもお姉様に隠し事ができるとは思わないことね。あなたが女冒険家の名前で新聞にコラムを載のせていたことはもうわかっているのよ。まったく、公爵家の令れい嬢じようで伯はく爵しやく夫人が大衆紙に関わっているなんて知れたらどんな噂が立つか。お姉様が、その新聞社の責任者にガツンと言ってあげますからね。純じゆん朴ぼくなリナレーアを騙して利用するなんて、とんでもないことだわ」

「まぁ、お姉様。もしかしてコラムをお読みになったの？」

　リナレーアは驚いた。女冒険家フェラン＝ギルドのことは、誰にも話していなかったのに。まして由ゆい緒しよ正しいエンブリー家の人間が、レック新聞のような大たい衆しゆう紙しを購読しているはずもない。

「あなたの侍じ女じよだったイメリアが見つけてきたのですよ。あなたが書いていた『冒険メモ』に内容がそっくりだと言ってね。私が読んでみたら、すぐにあなたが書いたものだとわかったわ。フェラン＝ギルドの名前は昔持っていた絵本の妖よう精せいフェランと悪い魔物ギルドから取ったのでしょう？」

　まったく、姉の言う通りだった。

「あのねお姉様。キリクは別にわたくしを騙していたわけではないのよ」

　報ほう酬しゆうに関しては確かにごまかされていた部分があるが、それはリナレーアも承知していたことだ。レック新聞への寄き稿こうはリナレーア自身の意志によって行っていたことだった。

　しかしディートリンデは聞く耳を持たない。

「いいえ、リナレーア。あなたは世間を知らないのです。エイダ、御ぎよ者しやに言ってレック新聞の事務所へ向かわせなさい」

「お姉様。お疲れではないの？」

　ディートリンデは今日王都へ着いたばかりで、代役として舞台に立つことまでこなしている。普通ならぐったりと動けなくなってもおかしくない。しかし姉は背筋をぴんと伸ばしたままきっぱりと答えた。

「リナレーア。離婚して家に戻ってきたお姉様が屋敷の中でどれだけ腫はれ物もの扱いされていると思う？　今の趣味は遠乗りなのよ。お母様から見合い写真を見せられるより、馬に乗って山の麓ふもとまで駆かける方がずっと気分がいいもの」

　なるほど、だから体力的な心配はないと言いたいのだろう。

（わたくしもキリクに相談したいことがあったし、別にいいかしら）

　そう思ったリナレーアは、女主人の了解を待つようにこちらを見ていたエイダに、

「レック新聞社に向かってちょうだい」

　と微笑んで言ったのであった。
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「ねぇリナ。ここは廃はい墟きよではないの？」

　ぼろぼろのレンガでできた建物の、踏ふむとミシミシ音を立てる階段を上る時、ディートリンデは初めて不安そうな顔をした。妹の手をぎゅっと摑み、何度も足を乗せてみては、木の板に穴が開いてしまわないか確かめながらゆっくりと二階に向かう。

「もちろんよ、お姉様。ほら、あそこが事務所なの」

　これまでになく時間をかけて階段を上った先に、『レック新聞社』という小さな看板がかかった木の扉とびらがあった。扉の前の廊下は狭せまいので、エイダは階段に立って待っている。

（キリクがいるといいけれど）

　新聞社の社長兼編集長兼記者であるキリクは、事務所にいないことも少なくないのだ。しかしリナレーアのその懸け念ねんが杞き憂ゆうであることはすぐに知れた。

　バサバサ！　「あっクソ！」

　何やら紙束が崩くずれるような音と男の悪態が部屋の中から聞こえたからだ。リナレーアは一度扉を叩いて中に声をかけた。

「キリク。わたくしリナレーアです。入ってもいい？」

「は？　げ。いて！　ぎゃあ！」

　男の悲鳴を耳にして、リナレーアは慌てて扉を開けて室内に踏み入れた。

「どうしたの？　大丈夫？」

　相変わらず、室内は嵐あらしの後のような惨さん状じようであった。いや、今日はいつもよりひどい。文字通り足の踏み場がなく、もわりと煙草たばこの匂いが襲おそってきた。

「まぁ、キリク」

　リナレーアは、正面にある机の横で、馬車に轢ひかれた蛙かえるのような格かつ好こうで倒れている男を見つけて駆け寄った。途中落ちていたものをバキ、バササッと踏んだり蹴け飛とばしたりしてしまったが仕方がない。

「キリク。しっかりしてちょうだい」

　彼女はなんとかキリクを助け起こそうとしたが、その前に男ががばりと起き上がった。

「げっマジでお姫さんじゃねぇか。何しにきやがったんだ」

「まぁ。あなたひどい顔よ。どうしたの？　何があったの？」

　平へい生ぜいは薄い頭を隠すように整え、窮きゆう屈くつそうな白いシャツにベストというそれなりに見られる格好をしているキリクであるが、この時は無ぶ精しよう髭ひげを生はやし煙草の焦こげ跡のついたくしゃくしゃのシャツを着ていた。体たい臭しゆうも強い。

「まさか誰かに誘ゆう拐かいされていたの？」

「俺を誘拐したのはあんたの旦だん那なが最後だよ！」

　反射的にそう叫んだ後、キリクはさっと青ざめ口を覆おおうと、リナレーアの背後を窺うかがってさらにキョロキョロと辺りを見回した。

「……おい、今日はあんたの旦那はいないのか？」

「ザイラスは一緒じゃないわ。お仕事なの」

「ああ、なんだよ。それならそうと早く言えよ」

　キリクは安あん堵どのため息をついた。

「ったく。締め切り前の忙しい時に何しにきやがった。追加の報酬はこないだ払ったはずだぜ」

「どういうこと？　リナレーア。どうして廃はい棄き物ぶつを集めておく部屋に新聞社の看板がかかっているの？」

　未いまだ戸口に立ったままのディートリンデがハンカチで鼻を押さえながら言った。

「それとあの失礼な口をきく美人はどこのどいつだ」

　渋じゆう面めんになったキリクに、リナレーアは姉を紹介するため立ち上がった。

「ディートリンデ＝エンブリー。わたくしの姉よ。お姉様。こちらがキリク。この新聞社の責任者です」

「姉？　お姫さんの姉ちゃんか？　ははぁ。あんまり似てねぇな」

　キリクは膝に手をつきながら立ち上がった。

「それで、ほんとになんの用だよ。特ダネをタレコミにきたわけじゃねぇだろ？　ああそうだお姫さん。あんた次のコラムはいつ書いてくれんだよ」

「そのことなのだけれどね、キリク」

　リナレーアは両手を合わせて言った。

「実はわたくし、コラムをやめようと思っているの」

「ああ？　なんだと？」

　キリクは紙や本を踏みながら机の前の椅子に戻ると、どかりとそこに腰を下ろした。そして一杯の灰皿の中から、まだ火がついている煙草を探し出して一いく服ぷくする。

「おいおい、いきなりそんなこと言われちゃ困るぜ。読者だって女冒険家フェラン＝ギルドの冒険譚たんを首を長くして待ってんだ」

「それはとっても嬉しいわ。でもね、もうコラムを書く意味がなくなってしまったのよ」

　その身一つで魔物に対たい峙じし冒険に出る女冒険家フェラン＝ギルド。リナレーアは自らがなりたかった理想の女性を創作しそれになりきることで、従順な淑しゆく女じよである伯爵夫人を演じていく土台を作っていた。

　けれどもう、その土台は必要ない。

　リナレーアは自らを偽いつわらないでいられる場所を得たし、創作せずとも魔物は日常のすぐ側にいる。夫と想いが通じてからは、毎日が冒険のようなものだ。魔物の背に乗って森を駆けて、竜にも出会った。

　今のリナレーアにフェラン＝ギルド理想の自分は必要ないのだ。

「待ってくれている読者がいるならなおさら、きちんと終わらせるべきだと思ったの。わかって、キリク」

　きっぱりとコラムをやめれば、ザイラスだって心配の種が一つ減るはずだ。何せ最初にリナレーアが『魔物解放団』に狙われたそもそもの原因はあのコラムなのだから。

　キリクはもう一度煙草を吸うと、「しょうがねぇなぁ」と続けた。

「じゃあ次で最後にしようぜ。女冒険家の最後の冒険だ。締め切りは来月。ああちなみに、お姫さんのわがままで最後にするんだからな。迷めい惑わく料を差し引いで報酬は半額ってことでいいよな」

「ええ、いいわ」

　リナレーアはそう答えたが、「待ちなさい！」とディートリンデが怒ど鳴なった。

　姉は『廃棄物を集めておく部屋』に踏み入れることにずっと躊ちゆう躇ちよしている様子だったが、思い切ると勢いがよかった。

　足元に何があるか確認せずグシャ、ガサッ、バリン、とすべて踏み潰つぶしながらキリクの机の前までやってくると、バシン！　と机の上の紙束を叩いた。

「迷惑料ですって？　切り替えが早すぎるわ。どうせリナレーアがこう言い出すことは予想していたのでしょう？　次の『冒険家』も決まっているのではない？　リナ、やっぱりあなたは騙されているのよ」

　キリクは眉を上げてまじまじとディートリンデを見た。

「お姫さん。あんたこういう保護者をいったい何人抱かかえてるんだ？」

「お姉様。わたくしは構わないのよ」

　リナレーアは姉を宥めようとした。

「いいえ、リナ。この男は雇やとっている人間に正当な対価も支払わない悪徳な雇こ用よう主ぬしよ。断じて看かん過かするべきではありません。雇用状況書と収支書類をすべて提出なさい」

「馬ば鹿か言ってんじゃねぇよ。いいから出て行け。俺は今忙しいんだ」

　残念ながらキリクはこの時まで、怒れる貴族の令嬢が、妻のために拷ごう問もんも辞さない伯爵と同じくらい危険な存在であることを認識していなかった。ディートリンデは素早く机の上のペン立てに入っていたナイフを取ると、その刃をキリクが咥くわえる煙草の先に当てた。
















「あいにく私、生まれてこのかたこんなに物ぶつ騒そうなものは握ったことがございませんの。手元が狂くるったらごめんあそばせ」

　ディートリンデ＝エンブリーはにっこりと微笑んだ。

「それで、あなた先ほどなんとおっしゃったかしら？　馬鹿、ですって？　まぁ。私にそんな暴言を吐く殿との方がたはあなたが初めてだわ。感激で手が震ふるえてしまいそうよ」

「おいお姫さん！　このおかしな女をどうにかしろ！」

　煙草を落としたキリクは悲鳴を上げた。

「安心してキリク。お姉様はナイフの扱いはお得意なの。懐かい剣けん術じゆつの先生に教わってらしたのよ」

　だから怖こわがる必要はないのだと彼女は言いたかったのだが、キリクには気休めにもならないようだ。ディートリンデが優しく続ける。

「今の時代、女も自分の身くらい自分で護まもれなくてはいけないと思っていたの。あの頃の努力のおかげで夫婦喧げん嘩かでも困らなかったわ。無む駄だな努力というのはないものね」

「わかった！　わかったから！　正当な報酬を払う！」

　キリクは額に脂あぶら汗あせを浮かべながら叫ぶようにして答えた。

「私の言うことを復唱なさい。『もう二度と、あなたを騙すような行動はいたしませんリナレーア様。申し訳ございませんでした』」

「俺は別に騙してなんて……」

「ああいけない。こんな重いもの持ち慣れないから手が震えてきたわ」

「もう二度と騙しません！　申し訳ありませんリナレーア様！」

　ようやくディートリンデはナイフをペン立てに戻した。息を吐いたキリクは、近くに立っていたリナレーアに抗議した。

「ひでぇじゃねぇか！　どうして止めてくれなかったんだ！」

　リナレーアはきょとんと目を瞬しばたたかせる。

「あらだって、お姉様があなたを傷つけるはずがないもの」

　傷つけようとしているわけではないから、止める必要もない。リナレーアにとっては自明の理りであった。

「そんなのわかんねぇだろ！　手元が狂っていつ俺の顔にぶすっとくるか……」

「わかるわ。今までお兄様と同じやりとりをしていても、一度もお姉様の手元が狂ったことはなかったもの」

　つまり姉のこういった行動は、リナレーアにとって初めてではなかった。過去に長ちよう兄けいとの攻防で数回あったことなのだ。

「あ、でもお姉様。そうやって人に刃物を向けるのはお父様に禁止されていたのではなかった？」

　リナレーアが思い出してそう言うと、ディートリンデは肩を竦すくめた。

「もちろん、内緒にしていてくれるわよね？　リナレーア」

　駄目だとは言えない。姉妹間でのこういった秘密は少なくないのだ。リナレーアだって、剣を振り回したり一人で街に出かけたりしていたのを両親に黙だまっていてもらった過去がある。

　ディートリンデはもう一度キリクを見下ろしてふんと鼻を鳴らすと、次の瞬間には興味を失ったように踵を返していた。

「さて、行きましょうかリナレーア。いつまでもこんな汚いところに用はないわ」

「汚くてもなんでもいいから早く出て行ってくれ」

　キリクがひどく疲れた様子で肩を落としたが、リナレーアは姉について部屋を出ようとはしなかった。

「あ、待ってお姉様。わたくし、キリクに聞きたいことがあるのよ」

　姉と新聞記者がいぶかしげにリナレーアに視線を送る。この上いったいなんの用だ、と二人の目が言っていた。

「あのね、三年前のピアットリー座の怪人騒さわぎについて、詳しいことを聞きたいの。あなた、記事を書いたのだから何か知っているのよね？」

　キリクはあからさまに眉を寄せた。

「ああん？　いきなりなんだよ」

「二週間前の、あなたの記事を読んだのよ」

「へぇ。そりゃ購読どうも」

「怪人に興味があるの。詳しく教えてくださる？」

　リナレーアはにこにこと笑って言った。

　キリクには、これ以上の説明は必要ないだろう。この一年ほどの付き合いで、キリクはレイデ伯爵夫人がとても好こう奇き心しん旺おう盛せいな女性であることを十分に承知していた。

「……聞いたら帰れよ」

　新聞記者はじとりとリナレーアを睨みつけた。そして「ええもちろん。あなたのお仕事の邪魔はしないわ」と彼女が請うけ負おうと、今度は新しい煙草を取り出して火をつけた。

「三年前にも、俺が記事を書いたんだ。今も覚えてるぜ。《ピアットリー座の怪人歌姫を拐う！》──秀しゆう逸いつな見出しだろ？」

「とっても興味を引かれるわ」

　リナレーアは正直に言った。

「その女は、もともと女優じゃなかった」

　キリクは頰杖をついた。

「道具方の女だったんだ。暗くて友人もいなかったから、ほとんど誰もその女の声さえ知らなかった。けれどある時、ピアットリー座に怪人を名乗る男から文書が届けられるようになった。道具方のその女を舞台に立たせろ、ってな。当然最初は誰も相手にしなかったが、劇団内でおかしなことが続いて、ついに一度その女を舞台に立たせることになった」

　ディートリンデはつまらなそうに目を細めている。リナレーアは両手を胸の前で組んだ。

「結果、大成功だ。女は類たぐいまれな歌声を持っていて、一晩でその噂は街中に広まった。怪人の見立て通りだったわけだ」

　今日のディートリンデの黒魔女姿が目に浮かぶ。きっと、あの美しさもまた一晩で街中に広まるだろう。誰もがディートリンデの黒魔女姿をもう一度見たいと願うはず。

「けれど女はもう一度舞台に立つことを拒こばんだ」

　リナレーアは驚いた。

「どうして？」

「目立つのが好きじゃない人間っているだろ？　俺の取材したところだと、恐らくその女はそういう類の人間だったんだろうな。座長の懇こん願がんも固辞し続けて、やがて女は劇団から姿を消した」

「まぁ……」

　まるで悲劇のように聞こえる。求めていなかった役柄を押しつけられて、女は嫌になってしまったのだろうか。

「怪人が拐ったという証拠はあったの？」

「馬鹿おめぇ、そこは記者の腕の見せどころよ。女がいなくなってからぱたりと怪文書やおかしなことは止やんだしだな、女が一人で逃げ出したっていうより、怪人に拐われたっていう方が興味を引くだろ？」

　リナレーアは呆れた。

「つまり、怪人誘拐説はあなたの創作だということね？」

「人聞きが悪ぃな。可能性の高い仮説だと言ってほしいね。実際、この話題が出てた時の新聞はよく売れたぜぇ。女ってのは色恋沙ざ汰たが好きなんだよな。《不遇の歌姫に惚ほれた怪人！》《劇場の地下の悲劇!?》あの頃の俺は文章も冴さえてたぜ」

「その時の新聞はないの？」

　リナレーアはぜひその記事を読んでみたくなった。

「ああ？　三年前だぜ？」

「ええ。三年前の、あなたが素晴らしい見出しで書いた記事よね？」

　キリクはまんざらでもなさそうな顔をすると、部屋の隅を指差した。木箱が積み重なっている。

「売れ残った新聞は、あそこにまとめて再利用してるんだ。こぼしたもん拭ふいたり、鼻かんだりするのに使ってる」

　環境に優しいことである。

「あん中にあるかもな」

「私達に探せとでもいうの？」

　ようやくディートリンデが口を開いた。ありえない、とでも言いたげだ。

「俺にゃ貴族のお遊びに付き合ってやってる時間はねぇんだよ。嫌なら諦あきらめろ」

「あるとしたら、どの箱かしら？」

　リナレーアは聞いた。木箱は三つある。すべて探すのは大変だろう。

「さぁ。三年前の記事なら……まん中の箱か？」

　彼女は試しにその木箱の前まで行って持ち上げようとしたが、ぴくりとも動かなかった。箱に蓋ふたはなく、背伸びして上から覗き込めば過去のレック新聞が乱雑に詰め込まれているのがわかる。

「箱ごと持って帰ってもいいかしら」

「お好きにどうぞ」

　キリクはリナレーア達に早く出て行ってもらいたいようだ。

「エイダ」

　リナレーアは戸口に向かって言った。

　すると、部屋の外で待っていた女使用人がすっと室内に入ってくる。彼女を見たキリクはがたりと立ち上がった。少し青ざめている。

　一月前、キリクはレイデ家の屋敷を訪れて昏こん倒とうさせられたあげく、ザイラスに脅おどされ『魔物解放団』の襲しゆう撃げきにまで鉢はち合あわせしてしまうという不運に見舞われたのだ。エイダを見てその時のことが蘇よみがえったのだろう。

　もちろん夫は、キリクに対して魔物に関する情報は与えていない。

　新聞記者は手近にあった皿を盾たてのように掲かかげて、「近づくんじゃねぇ！」と叫んだ。

　しかしエイダはそちらを一いち瞥べつすることもなく、リナレーアの前に立った。

「あちらの木箱を、屋敷に運ぶように手配してくれるかしら？　中央の箱だけでいいわ」

「かしこまりました」

「もう頼むから早く出てってくれ！」

「待って、最後にもう一つ聞いてもいい？」

「なんだよ！」

「二週間前の記事よ。あなた、どうして女優の怪我について調べようと思ったの？」

「ああ、あれはお前、タレコミがあったんだよ」

「タレコミ？」

「つまりそのー匿とく名めいの情報提供だな。劇場にまた怪人が現れたぞ、って書かれた手紙が届いたんだ」

「その手紙は？」

「ああ？　捨てちまったよ。もういいだろ？　出て行けよ！」

　リナレーア達はキリクに追い出されるようにしてレック新聞社を後にした。木箱は誰か小間使いが取りに来てくれるだろう。

　馬車は建物の前に停とめたままになっていて、エイダが二人を乗せるために扉を開けてくれた。しかし先に乗ろうとしたディートリンデが馬車の中を見て声を上げた。

「あなた、何をやっているの？」

　どうやら中に誰かいるようである。

（陛下かしら？）

　あの王なら、姉に会うため再び執しつ務むを抜け出してきていてもおかしくはない。そう思いながら姉の横から顔を出したリナレーアは、意外な人物を見つけて目を丸くした。

「まぁ。お兄様」

「やぁ、リナ。それに姉上、お久しぶりですね。お元気そうでなによりです」

　エンブリー家の次男ヴァルター＝エンブリーがそこに座っていた。
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　ザイラス＝レイデが屋敷へ帰ってきたのは、日暮れ時だった。晴れていれば暁あかつきに染まる空はどんよりとした雲に覆われ、わずかながらに雨も降っていた。濡ぬれた外がい套とうをマーティンに渡した彼は食堂と隣り合った居間に入ると、そこで楽しげに談だん笑しようするエンブリー家の三姉弟きようだいを見つけて複雑そうな顔をした。

「お帰りなさい、あなた」

　リナレーアは、話題を中断して夫を出迎えるために立ち上がる。

「ずいぶんと早いですね。ヴァルター」

　彼がヴァルターを『シスコン野郎』と呼ばなかったのは、ディートリンデがいるからだろう。夫はまだ姉の前で猫ねこを被っている。

「所用で街に出ていたんだけどね、帰りにたまたま君のところの馬車を見つけたんだ。御者に聞いたらリナ達を待っているところだというし、それなら一緒にここへ連れてきてもらおうと思って同乗させてもらったんだよ」

　ザイラスは眉を上げた。すぐ隣に立つ妻を見る。

「どこかに寄り道したのか？」

「キリクのところよ。あの記事について少し聞きたくて」

「リナ。君は以前あの辺りで物もの盗とりに遭あったはずだが？」

　夫は呆れたように言ったが、リナレーアは嬉しくなって両手を組んだ。

「そしてあなたに助けていただいたのよね。素敵な思い出だわ」

　あの時、彼女は初めての恋を知ったのだ。たった一月前のことなのに、ずいぶん昔のように感じる。それでいて記憶は昨日きのうのことのように鮮せん明めいなのだから不思議なものだ。

「物盗りですって？」

　しかしディートリンデが黙っていなかった。

「リナレーア。まさかあなた、一人であんなところに行っていたのではないでしょうね」

　レック新聞社がある区画は、貴族の女性が一人で出歩くような場所ではない。王都に住んでいないディートリンデをしても、それは建物やその周辺の様子を見ればわかったようだ。

「数回だけよ、お姉様。それでも物盗りを職業とされている方に遭ったのは一度だけだったわ」

「リナレーア」

　ディートリンデが眉を上げて今にも説教を始めそうになった時、ヴァルターがそれを宥めた。

「まぁまぁ姉上。もう過ぎたことではないですか。それにこの一月で、リナはずいぶん変わりましたよ。大人おとなになった」

　以前も、ヴァルターはそう言ってくれた。確か三つ頭の灰はい豹ひようの背に乗っている時だ。

「嬉しいわ、ヴァルターお兄様。それが本当ならきっと、彼のおかげね」

　リナレーアはザイラスを見上げて微笑んだ。すると彼もまんざらでもなさそうな顔をする。姉達がいなければ、キスくらいはされていたかもしれない。紳士である時のザイラス＝レイデは人目に気を使うのだ。

「……」

　ディートリンデは見つめ合う夫婦をじとりと睨んだが、想い合う二人には気にならなかった。

「失礼いたします。お食事の用意が整いました」

　機会を図ったように、執しつ事じのマーティンが現れて言った。

「さぁ行きましょう姉上」

　弟に促うながされてやっと、ディートリンデはつまらなそうに妹夫婦から視線を外す。そして四人は食堂に移動した。

　女主人の兄姉きようだいを招いた晩ばん餐さんとあって、料理長のベティアンナは腕によりをかけたようだ。

　蠟ろう燭そくと花で飾られた食卓の上にはいくつも大皿があって、そこには様々な前菜が用意されている。

「嬉しい。マリネがあるわ。鶏とり肉にくのパテも」

　好物が並んでいるのを見て、リナレーアははしゃいだ。マーティンがにっこりと微笑んでいる。四人がそれぞれ席に着くと、調理室に繫つながる扉からエイダがワゴンを押して現れた。南かぼ瓜ちや色のスープが乗っている。クリームで描かれた繊せん細さいな花が可愛らしい。

　ちなみに以前『魔物解放団』に壊された食卓は廃棄になってしまったので、これは新しく買ったものだ。以前のものよりもひと回り小さいが、夫との距離が縮まるこの食卓を、リナレーアは気に入っていた。

「ああこれは、相変わらず美お味いしそうだな」

　ヴァルターが嬉しそうに言う。

「王宮の食事も悪くないんだけれどね、いかんせん冷めているのがいけない」

「先日お兄様のお部屋でいただいたミートパイも本当に美味しかったわ」

「ありがとう、リナレーア。本当はザイラスにも食べてもらいたかったんだがね」

「残念です」

　ザイラスは少しも残念そうでなく言ってワインを一口飲んだ。

「ザイラス様は、陛下のご命令でお仕事をされていると伺うかがいましたが、具体的にどういうことをされていらっしゃるの？」

　ディートリンデが問うた。

　その場にいる誰もが、これは審しん査さの一環なのだと理解している。ザイラスはにっこりと微笑んで答えた。

「主おもに異国から取り寄せた書物の翻ほん訳やくですね。それに必要があれば通訳もします。研究だけできるならよいのですが、いかんせん私の携たずさわる学問はあまり実用的なものではありませんので、そうもいきません」

　うっかり忘れそうになるが、ザイラスは言語学者でもあるのだ。そして公的には、語学関係の仕事で王宮に勤めている。魔物使いは裏の仕事だ。ほとんどの人間が知らない。

「そういえばあなたは、どうして言語学を学ぼうを思ったの？」

　リナレーアはかねてから聞いてみたかった質問を口にした。

「リナには話していなかったかな？　学生の時の恩師が言語学の博士だったんだ」

　初耳である。リナレーアは興味を引かれた。

「ああ、アインハウズ先生だね」

　ヴァルターが頷うなずく。

「確かに君は先生と親しかったようだね」

　ザイラスは笑顔を浮かべた。普通であれば、ヴァルターには向けないような笑顔だ。

「先生には大切なことをたくさん教わりました。その延長上で、言語学に興味を持ったんです」

「その先生は、どんな方だったの？」

　大柄な強こわ面もてだろうか。それとも瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの研究者？　それがどんな相手であれ、リナレーアは夫が誰かに師事しているところを想像できなかった。

「勤勉な人だったよ」

　ザイラスは短く答えた。それでは足りないと思ったのか、ヴァルターが補足する。

「当時は五十代だったかな？　白髪を短く切ってて、ひょろりとしていた。『言葉が世界の始まりだ』というのを信条にしている人で、けれど押しつけるところがなかった」

「まぁ。素敵な方ね」

　リナレーアがなおもそのアインハウズ先生について質問を重ねる前に、ディートリンデが言った。

「今日はとてもお忙しかったようですけれど、普段はどうなのかしら？　お休みはちゃんとあるの？　夕食はこうして家で食べられるのでしょう？」

「忙しいのは時期によりますね。もちろん、夕食は帰ってリナレーアの笑顔を見ながら食べることにしています」

「二人で出かけたりもされるのでしょう？」

「幸い私達は夜会に招待されることが多いので、よく出かけますね」

「二人で今日のようなお芝しば居いとかは？」

「お姉様」

　リナレーアは黙って見ていられなくなった。

「そんなに質問攻めにしていては、ザイラスが食事できないわ」

　実際、夫は最初にワインを一口飲んだだけで、それ以降食べ物を口に入れていなかった。このままではせっかくのスープが冷めてしまう。

「いいんだよ、リナ。義姉君のご心配ももっともだ」

　ザイラスは穏おだやかにそう言うと、一呼吸置いて「ディートリンデ様」と姉の名を呼んだ。

「リナレーアは本当に素晴らしい女性です」

　夫はまっすぐに姉を見ている。

　この時リナレーアは夫のその漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに吸い込まれるようになった。紳士な口く調ちようの彼は確かに演技をしているはずなのに、その言葉から噓うそは感じ取れない。

「彼女が来てから、我わが家やは光が灯ともったようになりました。使用人達は彼女を慕したっています。もちろん私も、心からリナを愛しています。そんな可愛らしいリナレーアがどんな男の元へ嫁よめにいったのか、義姉君が気にされるのは当然のことでしょう」

　そこまで言って、一度ゆっくりと瞬まばたきをする。

「ただ一つだけ、義姉君には私の口から申し上げなくてはいけないことがございます」

　ザイラスは続けた。まさか魔物のことを話すのかと思ったが、彼は違うことを口にした。

「私は市し井せいで育ちました」

　リナレーアは驚いた。まさか夫が、ここでそれを話題にするとは思わなかったのだ。

「母の身分が低かったので、祖そ父ふが結婚を許さなかったのです。母は幼おさない頃亡なくなりました。その後祖父が私を見つけてレイデ家に迎え入れてくれました。私が十五歳の時です」

　孤こ児じとして育ったザイラスは、リナレーアには想像できないような生き方を知っている。魂たましいの芯しんから違うのだと、そう言われたのは今でも彼女の心に残っていた。

　きっとあれは、彼の本心だろう。自分達は違いすぎるのだ。生まれも育ちも何もかもが。

　そしてだからこそ惹ひかれた。

　恋に落ちた。

　知りたいと渇かつ望ぼうするようになった。

「祖父はこのことを、誰にも知られないようにしていました。私は生まれた時から身体が弱く、ずっと田舎いなかで療りよう養ようしていることになっていた。私は伯爵家を継つぐための教養を身につけ、貴族としての振る舞いを自分に叩き込んだ。つまりザイラス＝レイデは作り上げられた人間なのです。人形と同じで、空からっぽだった」

『人形』という言葉に少しどきりとする。

　半月前、自分を壊れた人形だと言った女は、今はどうしているのだろう。リナレーアはあの真意を聞いてみたかった。彼女は何を知っているのだろう。

「その空くう洞どうを埋うめたのが、リナレーアです」

　ザイラスはもうディートリンデを見ていなかった。

「私は、出会うずっと前から彼女を求めていた」

「ザイラス」

　リナレーアはこの一瞬、他のすべての屈くつ託たくを忘れた。まるで彼はひどく幼い頃からリナレーアを知っていたかのようだ。そういえばかつて自分のことを『理想の女』と言っていた。夫はいつから、リナレーアのような女性を理想としてきたのだろう。

　見つめ合う夫婦の間に割り込むように、ディートリンデが一度咳せき払ばらいをした。それが期待された効果は十分で、リナレーアは目が覚めたように瞬きをしてザイラスはディートリンデに視線を戻した。

「あなたのお父様は？」

　ディートリンデが静かに問う。

「行方ゆくえ不明です」

「おや、ちょっと待って」

　口を挟はさんだのはヴァルターだった。

「君の父君は病やまいで亡くなったのではないのか？」

　確かに、リナレーアもそう聞いていた。ザイラスは頷き、一度ワインで唇くちびるを湿しめらせた。

「祖父が外がい聞ぶんを気にしてそういうことにしたようですが、実際は蒸発したんです。私を拾った時、祖父は父が訪ねてこなかったかと私に聞きました」

「それで……」

「私は父に会ったことはありません。今生きているか死んでいるかも定かではありませんね」

　実の父親について語るにしてはザイラスの口調はひどく冷たく聞こえたが、一度も会ったことがないのでは当然のことなのかもしれない。

「知らなかったわ……」

　リナレーアが俯うつむいて呟つぶやくと、ザイラスが優しげに目を細めて言った。

「実際は不明だが、父は死んだも同然だ。今さら家か督とくが欲しいと現れることもないだろうしね」

「会いたいとは思いませんの？　実の父親でしょう？」

　ディートリンデが躊躇せず問いを口にする。ザイラスはきっぱりと答えた。

「特に会いたいとは思いませんね。今の私に必要なのは、父親ではなく今目の前にいる愛する女性ですから」

　ディートリンデは息を吐いた。

「あなたがリナレーアを愛いとしく思っていることは十分に伝わりましたわ」

「十分すぎるほどにね」

　ヴァルターが苦笑する。しかしディートリンデは笑わなかった。

「けれど愛だけでは人を幸せにすることはできません」

「姉上」

「お黙り、ヴァルター」

「いいえ黙りませんよ」

　ヴァルターは引き下がらなかった。ディートリンデが弟をきっと睨みつける。

「人のことを心配する前にあなたはまず自分のことを心配なさい」

「これは手厳しい。しかしそれでも、引き下がるわけにはいきませんね。リナレーアは可愛い妹だし、ザイラスも……こう言うと彼は嫌がるでしょうが、私にとっては弟のようなものです」

　リナレーアは意外に思った。兄が二人を擁よう護ごする立場に回ってくれるとは想像していなかったのだ。よくて楽しげに傍ぼう観かん者しやに徹する程度だと思っていたのに。

　同じ考えだったのだろう、ザイラスもまた怪け訝げんそうにヴァルターを見ている。

　そんな夫妻の疑問のまなざしに気付いているのか、ヴァルターはにこやかに続けた。

「ザイラスと結婚したことは、リナレーアに確実によい影響を与えています。私達の妹は、今までのどんな時よりも幸せそうだ。それは私が保証しますよ」

「でも……」

「兄上も姉上も、あてが外れたのはわかります」

　ディートリンデがなおも言い募つのろうとしたのを、ヴァルターは遮さえぎった。これはいよいよ珍めずらしいことだと言えた。ヴァルターは兄弟きようだい間ではことなかれ主義的なところがあって、兄姉の喧嘩にも決して口を出そうとはしなかったのに。

「大方リナレーアの結婚生活など長く続かないと考えておいでだったのでしょう？　リナは好奇心の塊かたまりのような子だ。真新しいものばかりの王都では我慢がきかずに遠からず爆発して、伯爵夫人という枠わく組ぐみから飛び出してしまうに違いない……悪くない読みだと思いますよ。普通の男が相手ならね。けれどザイラスは、ちょっとおかしいくらいリナレーアを愛していますから。結婚が決まった直後から料理長にはリナの故郷の料理を学ばせて、退屈しないよう夜会の予定を多く入れ、その一挙一動を観察して妻に逃げられないよう苦心していた男ですよ？　リナレーアが爆発したくらいじゃあビクともしませんよ」

　リナレーアは目を丸くして夫を見た。

　ベティアンナが、実家の味を学んでいたとは知らなかった。いろいろなパーティに出席するのが自分のためであったのだということも。ザイラスは不ふ愉ゆ快かいそうに眉を歪ゆがめている。

「だからザイラスを認めてやれとは言いませんが、もう少し好意的に見てもいいのではないですか？」

　ヴァルターは悪戯いたずらっぽく笑ってそんなザイラスをちらりと見る。

「彼は十分努力している。私はそう思いますよ」
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　その夜、リナレーアはザイラスにお願いして、ディートリンデの部屋で眠ることにした。

　お願いをした時、夫は眉を上げて嫌そうな顔を隠しもしなかったが、最終的には明日はリナレーアから朝のキスをする、ということを条件に了承してくれた。劇場でのやり直しということだろうか。ひどく真ま面じ目めな顔で「わかりました」と頷いた妻に、ザイラスは笑って「楽しみにしてるぞ」と言った。

　こうして姉の寝しん台だいに潜もぐり込むことは、成長してからは実家でもなかなかなかったことだ。

　姉妹は共に興奮してなかなか寝つくことができず、夜はしんしんと深くなっていった。

「ヴァルターは本当にあなたの夫を気に入っているのね」

　ディートリンデは枕に頭を預け、天てん井じように手を伸ばした。

「あの子があんなふうに強く言うのを見たのは、十年以上前が最後かしら」

「だって、ザイラスは本当に素敵な人だもの」

　リナレーアは寝間着のポケットから一枚の紙を取り出すと、姉の隣で俯うつぶせになって四つ折りのそれを開いた。

　結局あの後、ディートリンデはザイラスに対する執しつ拗ような追及をやめた。メイン料理の中にはエンブリー公爵領で定番の焼きチーズが出てきて、それは先ほどのヴァルターの言葉を証明するかのようだった。

「アロイスお兄様は、かなり動揺していらっしゃるわ。ヴァルターの言う通りね。私達は、あなたがすぐ家に帰ってくるのだと思っていたの」

　そう言うと、ディートリンデは身体の向きを変えて妹を見る。

「あなたが恋をするのはああいう男性だったのね。リナレーア」

　リナレーアは笑った。

「本当の彼はもっと乱暴な話し方をする人なのよ。今日はずっと、お姉様に合わせてくださってたの」

「乱暴？　まさか暴力を振るわれたりはしていないわよね」

「まさか。いつもとても優しいわ」

　ディートリンデはじぃと妹を見つめている。その視線がこちらを観察するようだったので、リナレーアは「どうなさったの？　お姉様」と聞いた。

「確かに、あなたは少し変わったかもしれないわね、リナ」

　ヴァルターの言っていたことだ。

「そうかしら」

「ええ。今までは、私達のことなど無視してふいとどこかに飛んでいってしまいそうだったけれど、それがなくなった」

　大げさだ。リナレーアは笑った。

「大切なお姉様達を無視したりなんかしないわ」

「きっとそうね。けれど本当よ。あなたがずっとそんなふうだったから、私もお兄様もあなたから目を離せなかったの」

「もしかしてわたくし今、怒られているのかしら」

「黙って怒られていなさい。もう、いつからそうなってしまったのかしら。本当に昔は壁かべの染みが怖いと泣くような子供だったのに、気付けば無む鉄てつ砲ぽうで怖いもの知らずなお転てん婆ば娘むすめに育っていたのよ」

　確かに、実家にいる時は周囲の人間にはたくさん迷惑をかけた記憶がある。

　木に登り、窓から抜け出し、暴れ馬に近づいては誰かが悲鳴を上げて駆け寄ってきたものだ。危ないでしょうと叱しかられても、リナレーアはやめようとはしなかった。

「大人になってからはあまりお転婆はしていないと思うけれど」

「分別がついただけよ。あなたに警けい戒かい心しんが備わっていないのは、育て方が悪かったのかしらね」

「お姉様ったら、酔よっているの？」

「その紙は何？　リナレーア」

　姉の話題転換は見事なものだった。

「レック新聞よ」

　リナレーアは手に持った紙をディートリンデに見えるようにした。

「エイダが三年前の記事を見つけてくれたの」

　有能な女使用人は、必要な箇所だけを切り取ってリナレーアに渡してくれた。見出しには《ピアットリー座の怪人歌姫を拐う！》とあって、今と変わらぬ大げさなキリクの文章が詳細を書き記しるしている。

「これによるとね、怪人の正体はあの劇場を以前所有していた貴族の男なのではないかと言われていたそうよ。その貴族は人一倍警戒心が強くって、屋敷内には隠し部屋や地下迷めい路ろが存在していたのですって。やがて屋敷が人手に渡っても警戒心の強い彼は隠し部屋から出ることができずに、劇場の怪人となってしまった……。面おも白しろいと思わない？　お姉様」

「荒こう唐とう無む稽けいね」

　ディートリンデは取り合わなかった。

　しかしリナレーアは気にしない。

「もし本当にあの劇場のもともとの持ち主が隠し部屋に閉じこもって怪人になってしまったのなら、食事とかはどうしたのかしらね。そうか、食事の必要がない魔物になったのかもしれないわ。うん。それなら辻つじ褄つまが合うもの。魔物になってしまった彼は人に嫌われるのが怖くて出てこられなくなったのよ。そしてやがて、自分にも優しくしてくれる女性に出会った。彼女の歌声が特別だと知った彼は、彼女を歌姫にしようとして……」

「リナ」

　ディートリンデが呆れたように言った。

「前言撤回するわ。やっぱり、変わってないわねリナレーア」

　リナレーアはにっこりと微笑んだ。

「お姉様は先に寝ていらして。わたくし、まだ眠れそうにないわ」

　むしろ目が冴えてきている。ディートリンデは一度欠伸あくびをすると、「そうね」と片方の目を細めた。

「さすがの私も今日は疲れたわ」

「疲れない方が不思議だわ。明日も特に急ぎの予定があるわけではないから、ゆっくり眠っていただいて大丈夫よ」

「ええ。でもあなたも早く寝るのよ。あまり夜よ更ふかししないようにね」

「ありがとう、お姉様。お休みなさい」

　リナレーアは寝台から出ると、近くの椅子にかけてあった上掛けを着て明かりを消してから寝室を出た。隣室にはバルコニーがあって、その手前に長椅子が置いてある。こちらの部屋の明かりは既すでに消えていて、窓から柔やわらかく注そそがれる月明かりが室内の様子をよく見せてくれていた。リナレーアは長椅子に座って外を見る。

　そこには冴え冴えとした夜が広がっている。日暮れ前に雨を降らせた雲はいつの間にかどこかへ行っていて、綺き麗れいな月が空に浮かんでいた。こんな夜は、魔物だって外に出て踊おどりたくなるだろう。

　記事の内容はもう覚えていた。頭の中は怪人のことでいっぱいだ。

　立て続けに起きた女優の失踪は、果たして怪人の仕し業わざなのだろうか。三年前と違うのは、今回の怪人が誰かを特定して舞台に立たせようとしているわけではないことだ。

　それにしては、三年前と違うところがありすぎる。

　まず怪文書など送られてきていないようだし、かつての怪人は自分の歌姫を主役にするために他の女優に怪我こそさせても誘拐などという方法は取らなかった。怪人が拐ったのは、愛する歌姫ただ一人である。

（それに、お姉様が聞いた声は何者だったのかしら）

　他にその声を聞いた者はいなかったのだろうか。声を聞いた時、ディートリンデがいたのは舞台の奈落だった。つまり地下だ。そしてエイダが木箱の中から探し出してくれた記事にも地下迷路の記述があった……。

　その時リナレーアはあることを思いついた。

　思いつくと、じっとしてはいられない。彼女はそわそわとして立ち上がった。

　できることなら、今すぐ劇場へ行って確かめたかった。けれど誰も馬車を出してはくれないだろう。夜更かしな貴族か魔物でなければ寝ている時間だ。リナレーアはバルコニーに出ると、試しに小声で呼びかけてみた。

「ディンヴィリヴェーラ」

　もう一度、三つ頭の灰豹の名を呼ぶ。

「ディンヴィリヴェーラ。いないの？」

　すると夜よ闇やみの中から大きな影が屋敷の壁を蹴って飛び上がってきて、驚くほど身軽にバルコニーに降り立った。

　やはり、彼らは庭に潜ひそんでいた。リナレーアは満足して微笑んだ。

　三つの頭部を支える体たい軀くはがっしりとしているはずなのにしなやかさを感じさせる。灰色の毛並みは月の光を映して艶つやめいていて、それぞれ与える印象の違う三対ついの双眸がリナレーアを睨んでいた。

《ナンノヨウダ》

《マタ面倒ナコトイウンジャネェダロウナ》

《コノ女ガイウコトハ面倒ニキマッテル。ケケッ》

　獣けものは獰どう猛もうな牙きばをむき出しにして人語を喋しやべった。

「まぁ。ずいぶんな言い方ね。でも否定はできないわ」

　リナレーアは人差し指を唇にあてて小さな声で言った。

「あのね、誰にも内緒でちょっとピアットリー劇場まで連れて行ってほしいのだけれど……」

《誰ニモナイショ？》

《オイオイ、マサカアンタノ旦那ニモカ？》

《ケケッ。スゲェコトイイヤガル》

「だって、ザイラスが知ったら絶対止められて、明日にしろって言われるもの。でもわたくし、このままじゃあ気になって眠れないわ。ちょっと確かめてくるだけよ。ね？　すぐに帰ってくるわ」

《……》

　獣が沈ちん黙もくする。

　やはり駄目だろうか。彼らはザイラスの魔物なのだ。夫の命令しか聞かないのかもしれない。

《オモシレェ》

　しかしすぐに、一つの頭がにやりと赤い歯は茎ぐきをむき出しにして笑った。

《アノ男ガアンタヲ捜シマワルトコロヲ想像シタダケデ笑エテクルナ。ケケッ》

《アンタヤッパリオカシイゼ。ダガ嫌イジャネェ》

　リナレーアはぱっと顔を輝かせて両手を組んだ。

「いいのね？」

《乗レヨ》

　彼女は自分が寝間着に上掛けだけの姿であることに少し躊躇を覚えたが、着替えはエイダに頼む必要がある。

（ちょっと確認してすぐ帰ってくるのだもの。いいわよね）

　そう自分に言い聞かせて、リナレーアはなんとか灰豹の背によじ登った。

　この、見た目よりもずっとごつごつとした獣の背中に跨またがるのは三度目だ。勝手もわかっている。リナレーアは乗馬する時のように両腿ももでしっかりと胴どうを挟み、ぎゅっと灰色の毛を摑んで身を低くした。

《行クゼ》

　そう一言だけ告げて、灰豹はバルコニーから飛び降りた。

　目はしっかりと開けていたのに、流れていく景色を捉とらえることができずにどうやって地面に着地したのかわからなかった。気付けば屋敷の敷地から出ていて、建物の間の暗闇の中を風のように駆けている。

　寒い季節ではないのが幸いだった。結んでいない髪が顔にかかるのが煩わずらわしかったが、両手を離せばこの背から転がり落ちてしまうだろう。雨上がりの湿った空気がまとわりつく。

　空を見上げると建物に挟まれた夜空が一本の道のように伸びていた。ぽっかりと浮いた月がリナレーアの無む謀ぼうを見守っている。

　どこかへ飛んでいってしまいそうだ、という姉の言葉に似たようなことを、以前夫にも言われたことがあった。そう確か、『あんたは今にも俺の腕から逃げていってしまいそうだ』と、ザイラスはそう言ったのだ。

　もちろん、リナレーアにそんなつもりはない。

　けれど確かにこういう時、リナレーアは自分の四し肢しを引き止めておくものがないのを感じた。

　以前、屋根の上を飛ぶ女の姿を追って馬車を飛び出した時と同じだ。愚おろかな行為だと自覚しているのに止められない。知りたいという衝しよう動どうに抗あらがう術すべがない。

　リナレーアにはわからなかった。他の人は、どうやって思いとどまるのだろう。

　未知の領域。目の前に広がる暗闇。広大な世界。そこに踏み入れることを、躊躇ためらう理由なんてどこにもないのに。

　進まないと、何も起こらないのに。

　たとえこの一歩の先がただ堕おちるだけの深しん淵えんだとしても、リナレーアはきっと躊躇わない。深淵の静けさを知るためだけに、眼めを開いて進むだろう。

　もし……、そうだ、もし踏みとどまる理由があるとすればたった一つだ。

　ザイラス＝レイデ。

　彼に二度と会えなくなることだけは嫌だった。

　半月前に井戸に落ちた時に初めて、リナレーアは死ぬのを嫌だと思ったのだ。ザイラスを愛しているから。側そばにいたいから。失いたくないから。

（きっと、それがわたくしの鎖くさりだわ）

　リナレーアの足に絡からみつく一本の細い鎖。

　この時リナレーアは一瞬だけ屋敷に戻ろうかと思ったが、賢けん明めいと言えるその思いつきは泡沫うたかたのようにすぐ夜の景色の中に消えた。

　リナレーア＝レイデは、魔物使いの片腕になりたかった。

　もしこれで何かがわかれば夫の助けになるはずだ。

『それを知りたかったんだ。助かったよ、ありがとうリィナ』

　そう言って喜ぶザイラスを想像して、リナレーアは少し笑った。

　魔物の四つ足は、馬車よりもずっと早く伯爵夫人を劇場に運ぶことができた。しかし灰豹が足を止めたのは建物の屋根部分だったので、それが昼間の劇場だとリナレーアはすぐに気付かなかった。

《着イタゼ》

「まぁ。ディンヴィリヴェーラ。入り口は下よ」

　どうやらこの魔物は一階にある両開きの扉に気がつかなかったようだと思いながら言うと、《知ッテルヨ》と馬鹿にしたような声が返ってきた。

《鍵かぎガ閉マッテルダロウガナ》

《ヨク考エロヨ。オレラガ見ツカッテモ騒ギニナルゼ。ケケッ》

　なるほど、魔物なりの配はい慮りよであった。

「気を使ってくれたのね。ありがとう。それで、どこから入ればいいのかしら？」

《知ルカ。テメェデ考エナ》

『てめぇ』という単語の意味を理解しかねたが、文脈から察さつするに自分で考えろ、ということだろう。リナレーアは灰豹の背に両手をつくと、注意深く劇場の屋根の上に降り立った。

　以前にも、リナレーアはこうして建物の屋根に足をつけたことがあるが、その時は傾けい斜しやのある瓦かわら屋や根ねから滑すべり落ちてしまった。それを知っているのか、ディンヴィリヴェーラがレイデ夫人を下ろしたのは屋根窓の上であったので、すぐに落ちてしまうことはなさそうだ。劇場の前に街がい灯とうも並んでいるのである程度視界は確保できている。

　しかしリナレーアは念のため靴くつを脱いだ。薄い靴下も脱いで、上着のポケットに入れる。夕方に降った雨が、屋根にはまだわずかに残っていた。

　ここは劇場の一階入り口のアーチの上にあたる。顔を上げれば視界の半分は空で、半分は建物の屋根という開放的な景色である。リナレーアは身を乗り出して下を覗き込もうとしたが、《止メテオケ》と灰豹に首根っこを咥えられてしまった。

《アンタガ死ネバ、オレタチガ殺サレル》

　誰に、と聞くまでもない。

「わかったわ」

　リナレーアは神しん妙みような顔で頷いた。

　さて、ここからどうやって劇場の中に忍しのび込むかが問題である。リナレーアは改めて劇場の外観を確認した。ここから見える窓の一部から明かりが漏もれていることから、劇場内が無人ではないことがわかる。

　それは予想できたことだった。こういった劇場では、一部の劇団員が住み込んでいるのが普通である。しかし一番近い窓にしても、この傾斜をずいぶんと登らなくてはいけない。

「ザイラスの鉤かぎ爪づめのついた縄なわを借りてくるんだったわ」

　リナレーアは後悔した。

《ソンナモン使ワナクテモ、アンタノ足元ニモ窓ガアルゼ》

　灰豹の助言で、リナレーアは自分が今座っている屋根窓を上から覗き込んだ。なるほど、この窓からも明かりが漏れている。さらに身を乗り出そうとしたレイデ夫人の寝間着の裾すそを、灰豹がその鋭い爪で押さえつけた。

《頼ムカラ落チテクレルナヨ。ケケッ》

　どうやら、窓の向こうは誰かの部屋のようだった。いわゆる屋根裏部屋である。室内には机や寝台といった最低限の調度品が置いてあって、壁に布を被せられた絵か鏡のような大きさのものが飾られている。寝台の上には、女性が一人横たわっていた。

「あら」

　リナレーアは声を上げた。

　室内の女に見覚えがあったからだ。そして、その女もまた天井を見上げて呆ぼう然ぜんと目を丸くしている。屋根窓から覗き込む不審者に気付いたらしい。

　女は見る間に青ざめると、寝台から転げ落ちて四よつん這ばいになりその場から逃げ出そうとした。

　リナレーアは慌ててコンコンと窓を叩くと、

「大丈夫よ。怖がらないで。わたくし、生きている人間です。中に入れていただけないかしら？」

　と訴うつたえた。

　幸いだったのは、窓に隙すき間まが開いていて、リナレーアの声が室内に届いたことだ。女は顔が逆さまの不審者の言葉をなかなか信じられない様子だったが、リナレーアがなおも言葉を続けるとようやく少し警戒を解といて立ち上がった。

「マーゴットさんでしょう？　昼間にお会いしたリナレーア＝レイデです。こんなところから大変失礼だとは思うのですが、入れてくださらないかしら？」

「……レイデ夫人？」

　リナレーアが昼間の貴族だと理解したマーゴットは、慌てて近くの椅子を引き寄せて寝台の上に置き、そこに上って屋根窓を開けた。

「ああ、ありがとう。とっても助かるわ」

　リナレーアはマーゴットの手を借りて、なんとか屋内に入り込んだ。

「あ、あの。どうしてあんなところに……？」

　マーゴットは、どうみても寝間着の姿で劇場の屋根から現れた伯爵夫人が幻まぼろしや化ばけ物ものではないことを、未だ確信できていない様子だった。正真正しよう銘めいの魔物であるディンヴィリヴェーラは、マーゴットが窓を開ける直前に姿を消している。リナレーアは乱れた髪をなんとか整えてからにっこりと微笑んだ。

「特別なお友達に連れてきてもらったの。それより少し確認してみたいことがあるのだけれど、ここから、一階の倉庫まではどうやって行けばいいのかしら？」

「一階の、倉庫ですか？」

　マーゴットは聞き返した。化粧を完全に落とした彼女は、意外なくらい凹おう凸とつの少ない顔立ちをしている。化粧映ばえがするとも言えるだろう。舞台上では綺麗に編あみ上げていた髪の毛も今は無む造ぞう作さに一つに結ばれているだけだ。公演前に見かけた時のような激しさが、目の前の彼女からは感じられなかった。

「あの、どういったご用件ですか？　座長をお呼びしましょうか？」

「大丈夫。そんなに大事にしなくていいのよ。確認したいことがあるだけだから、それがわかったらすぐに帰るわ。一階に倉庫っていくつもあるものかしら？　関係者以外立ち入り禁止って書かれていた部屋なのだけれど」

「それなら、もう使わない道具や衣装が置いてある倉庫だと思いますけど……」

　靴を履いたリナレーアはマーゴットの手をぎゅっと握りしめた。

「そこに連れて行ってくださる？　お願いよ」

　マーゴットは明らかに困惑していたが、昼間の代役騒動に一役買った伯爵夫人の懇こん願がんに逆らうことはできなかった。

「廊下は暗いので、これを持っていってください」

　女優は戸と棚だなからランタンを二つ取り出して一つをリナレーアに渡してくれた。一つは予備だということだ。油は大分減っていたが、倉庫に行って戻るくらいは保もつだろう。
















　見知らぬ暗い廊下を、ぼんわりとしたランタンの明かりだけで進んでいくのはいかにも冒険的でリナレーアはわくわくした。先導するマーゴットの影が廊下の壁に映ってまるで黒魔女のように見える。

「そういえば、本来黒魔女の代役をするはずだった女性は、見つかったの？」

　リナレーアは思い出して聞いた。

「え？」

　マーゴットが顔を少し横にして聞き返す。

「昼間にあなたが追いかけてらした女性よ。ジアさん、だったかしら。怪人が怖くて逃げ出してしまったのでしょう？」

「ああ。あの子はまだ戻ってきていませんよ。きっとあのまま故郷にでも帰ってしまったんじゃないですかね」

「捜していないの？　帰ってこないということは、もしかしたら、怪人に誘拐されたのかもしれないわよ」

　すると、マーゴットが驚いた様子でリナレーアを振り向いた。

「怪人のことご存知なんですか？」

「ああ、えっと……。レック新聞を読んだの」

　これは噓ではない。新聞を読んだのは本当だ。

「本当は、最初の女優さんは怪我ではなく失踪してしまったのでしょう？　そして今日も一人……いいえ、ジアさんを入れれば二人だわ」

　今さらながらにそのことに気付いてリナレーアは目を丸くした。つまり、計三人もの女性がいなくなったということになる。これはもはや偶然とは呼べない大事なのではないだろうか。

「ねぇ、差さし支つかえなければ教えてほしいのだけれど、今日の公演中にいなくなった方っていうのはどういう状況でいなくなってしまったの？」

　普通なら、公演中に女優が行方不明になってしまうことなんてありえない。少なくとも今までリナレーアはそんな話を聞いたことはなかった。『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』にだってそんな話は書かれていない。

「場面転換中に忽こつ然ぜんと消えてしまったんです。ちょうど今日……夫人のお姉様に代役をしていただいた、黒魔女とリンデル姫の場面の前でした。誰に聞いても彼女がどこに行ったのかわからなくて、そのままです」

「劇場の中は捜したのよね？」

「私達は捜そうとしたんですが、座長が怒ってしまっていて、自分から出てくるまで放っておけと言われました。座長は怪人とかは、あまり信じていないんです。ただ話題性が上がるから噂は歓迎しているだけで」

「あなたは怪人を信じているの？」

　マーゴットは不愉快そうに眉を寄せた。

「信じてはいますけど、怖くはありません。劇団員でもない人間に、配役について口を出されるなんて理り不ふ尽じんでしょう？　私達はそれぞれ努力して、今の役を勝ち取っているんです。それを他人に邪魔されるなんて我慢できないわ」

　リナレーアは、彼女の言う通りだと思った。

「そうね。行方不明になった女性達も、きっと同じように努力されていたのよね。どこかで無事でいてくれるならいいけれど……」

「……早く倉庫に行きましょうか」

　マーゴットが歩き出したので、リナレーアは再びそれについていった。

　一階の倉庫には階段を降りてすぐたどり着いた。扉には昼間と同じように『倉庫　関係者以外立ち入り禁止！』と書かれている。関係者ではないはずのレイデ夫人は、それをまた遠えん慮りよなく開けた。

「こちらの倉庫は、壊れたものや古すぎる小道具しか置いてないんです。劇団員も滅めつ多たに入りません」

　後から入ったマーゴットが言う。

「まあ。それを聞いてますます興味が湧わいたわ」

　リナレーアは注意深くランタンを掲げると、室内に他に人がいないことを確認した。

「あのね、マーゴットさん。この劇場に地下迷路があるのってご存知？」

「地下迷路……ですか？」

　マーゴットは怪訝そうな顔をした。リナレーアはそれを見て微笑んだ。

「わたくしね、今日の昼間に二回この部屋に入ったの。最初に入った時、あちらの木箱は酒樽の横に積み上げられた状態でしたけれど、二回目に入った時は少し横にずらされていたわ。他にもいろいろと位置が変わっていたり、箱がひっくり返されたりしているの。まるで誰かが何かを探していたみたいにね」

『……なんか、物が移動されてんな』

　そう言ったのはザイラスだ。リナレーアは大方誰かが小道具を取りに来て動かしたのだろうと思ったし、あの時は他に懸念事項があったので夫の言葉を気にもしなかったのだが、先ほどのマーゴットの言葉通りなら劇団員が小道具を取りに来て移動させたとは考えにくい。

「それにこの木箱ね、中には何も入っていないのよ。この倉庫には物が溢あふれかえっているのに、空の木箱があるのは不自然じゃありません？」

　レイデ家の屋敷で月を見ていて、リナレーアが思いついたのはそのことだった。

　レック新聞社の、過去の記事でいっぱいになった木箱。あれが普通だ。箱は、物を入れるためにあるのだから。

「中に何も入っていないのは、動かしやすくするためだわ。そして動かしやすくしているのは、その下に何かあるから……」

　件くだんの木箱は、リナレーアが二度目に見た時のままだった。つまり、酒樽と木箱の間の床が見えている。

　リナレーアはランタンを横に置くと、床に四つん這いになってそこを調べた。

「レイデ夫人」

　貴族の奥様の突然の奇行に、マーゴットは困惑を隠せない。しかしリナレーアは気にしなかった。床板の継ぎ目をよく見ていると、一部わずかに欠けている部分があるのを見つけた。

「何か薄くて頑がん丈じようなものはないかしら？　釘くぎ抜ぬきのような……。ああ、これでいいわ」

　目当てのものは、木箱の奥に落ちていた。金属製の鉄かな梃てこだ。リナレーアは、実家の庭師がこれを持っていたのを覚えていた。

「きっと最近誰かが使ってそのままにしていたのだわ」

　でなければ、こんなものが都合よく落ちているはずがない。リナレーアの目がきらきらと輝く。彼女はその鉄梃の先端を床板の欠けている部分に当てて、反対側をぐいと下に押した。

　バコ

　それは、意外なほどあっさりと開いた。人一人がようやく通れるくらいの大きさの穴を、繫げられた数枚の床板が蓋をしていたのだ。

「地下への入り口よ」

　リナレーアがそう言った瞬間、ふいと周囲が一段暗くなったのを感じた。

　横を見て自分のランタンを確認するが変化はない。しかし振り向くと、そこは暗闇だった。どうやらマーゴットの持っていたランタンの火が消えたようだ。あちらが予備のランタンだった。廊下で足を止めてお喋りをしていた時間が長すぎたのだろうか。

「マーゴットさん？　大丈夫？」

　声をかけるが返事がない。

　リナレーアは怪人の存在を思い浮かべた。

「マーゴットさん？　それとも他に誰かいらっしゃるの？」

　ゴトン、と物音がした。リナレーアはランタンを持って立ち上がる。

「大丈夫？　明かりのある方へいらした方がいいわ」

　リナレーアは物音のした方へランタンを持った腕を伸ばした。

　そしてこの方向に何が置いてあっただろうかと記憶を探さぐる。入り口から入って左手の戸棚のある方だ。置いてあったのは壊れた置き時計や刃の欠けた短剣……。

　リナレーアは驚きで耳をぴくりと動かした。

　突然暗闇の中から何かを振りかぶった女が出現したからだ。それがマーゴットだとすぐに気付かなかったのは、女が恐ろしい形ぎよう相そうをしていたからだった。リンデル姫でも黒魔女でもない。例えるならそれは、リンデル姫が森の中で彷徨さまよううちに見た恐ろしい亡ぼう霊れいのようだった。

　リナレーアは咄とつ嗟さに持っていたランタンを投げて、その場から横に飛んで逃げ出した。

「っ！」

　マーゴットが小さく声を上げる。

「マーゴットさん、どうなさったの？」

　リナレーアは聞いた。襲撃者に当たって落ちたランタンは、床に転がってなお弱々しく周囲を照らしている。リナレーアは目を凝こらしたが、その明かりの範囲内にはもう女の足は見えなかった。きっとまた暗闇の中に紛まぎれたのだ。

「困ったわ」

　リナレーアは本当に困って言った。

　このまま怪我でもしてしまったら、ザイラスはきっととんでもなく怒るだろう。ここまでリナレーアを連れてきたディンヴィリヴェーラだって無事では済まない。

　ディートリンデも黙ってはいないはずだ。無理やり実家に連れ戻されるかもしれない。

「それは困るわ」

　そんなリナレーアの呟きが聞こえたのか、突然バン！　という扉が開く音がして新たな明かりが現れた。その明かりの中から飛び出した影が室内の暗闇に駆け込んだかと思うと、今度は「きゃっ！　痛い！　何!?」というマーゴットの悲鳴が聞こえてきた。どうやら女は取り押さえられたようだ。

　しかしリナレーアは安堵のため息をつくことができなかった。

　できることなら、救済者がこのままリナレーアに気付かないで部屋を出て行ってくれればと願いながら暗闇の中で両手を組んでいたが、倉庫の戸口でランタンを持っていたレイデ伯爵が妻の存在を見過ごすはずなどなかったのだ。

「怪我がないならこちらに来い、リナレーア。怪我をしているなら捕まえた女の両手両足を切り落としてここの屋根の上から落とす」

「無傷です。ちょっと待ってあなた」

　結局、怪我をしていなくても叱られるのだ。

　リナレーアは今夜の冒険が終わってしまったことを残念に思ってため息をついたのだった。
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「無む謀ぼうすぎる」

「信じられないわ」

　夫と姉に交互に叱しつ責せきされて、リナレーアは項垂うなだれていた。

　彼女が座っているのは食堂の椅い子すの一脚きやくで、エイダは隣の調理室で紅茶の準備をしている。長い夜になりそうだからだ。

　ディートリンデが既すでに寝間着ではなかったことから、姉が自分を捜さがすために外に出ようとしていたことが窺うかがい知れた。

「どうして俺を呼ばなかったんだ」

「どうして私を起こさなかったの？」

「無事だったのは運がよかったんだぞ」

「一人でこんな夜中に出かけるなんて」

「ごめんなさい。でもすぐに戻るつもりだったのよ。あの倉庫に地下室への入り口があるのじゃないかと思ったら、居ても立ってもいられなくて……」

「確かめたいことがあるなら朝まで待つべきだったのよ。そうでなくても、屋敷の中の誰だれかを呼ぶべきだったわ。まったくもう、リナレーア。あなたがこんなに怖こわいもの知らずだったなんて。よくもまぁ、一人だけで夜に外に出るなんてことを……」

「一人じゃなかったわ。だって……」

　リナレーアは口を噤つぐんだ。姉は魔物のことを知らないのだ。ここでディンヴィリヴェーラのことを口にするわけにはいかない。しかし妹が何かを言いかけてやめたことが、姉の憤いきどおりに火に油を注そそいだのは明らかだった。

「一人じゃなかった？　それなら誰と一緒だったというの？」

　ディートリンデの目が吊つり上がる。

　姉がここまでリナレーアに対して怒りを露あらわにするのは初めてのことだった。それだけ心配をかけたということだ。目覚めてみれば室内にいるはずの妹がいないのだから、心配するなという方が無理な話だろう。

「ただいま戻りました」

　その時、三人がいた食堂の扉とびらをマーティンが開けた。初老の男性の姿だ。

　先ほど劇場でマーゴットを取り押さえた際は、女の姿だった。レイデ家の執しつ事じであるマーティンは、二つの姿を持つ魔物なのだ。若い女の時の方が身しん体たい能力が上がるらしく、魔物使いとしての夫に同行する際はいつも女の姿をしている。

　女の姿の時は大たい抵ていそれらしい格かつ好こうに着替えているのに、劇場では執事のベストを脱ぬいだだけであった。きっと急いでいたからだろう。今はベストもきっちりと身につけ、優ゆう雅がな紳しん士しの外見に戻っている。

「俺は報告を聞く。リナレーアは義あ姉ね君ぎみと部屋へ行っていろ」

　ザイラスは言った。

　マーティンがザイラスとリナレーアに遅れて屋敷に戻ってきたのは、劇場で事後処理をしていたからだった。

　彼は劇団員達に劇場の扉を壊さなければならなかった理由を説明して、レイデ夫人に狼ろう藉ぜきを働こうとしていた女優を尋じん問もんしていたのだ。夫が食堂を出て行く前に、リナレーアは立ち上がった。

「いいえ、あなた。わたくしも一緒に聞かせてください」

　妻がそう言うことを予想していたのか、ザイラスは息を吐はいた。

「リィナ」

「マーゴットさんに何があったの？」

　リナレーアに引き下がる気はなかった。

　自分に知る権利はあるはずだ。危険な目に遭あったのは自分なのだから。

　あの時マーゴットが手にしていたのは、壊れた置き時計だった。つまり彼女にリナレーアを殺すつもりはなかったのだ。殺すつもりなら、隣にあった短剣を手にしていただろう。

「ちょっと待ちなさい。彼女というのは誰？　劇場で何があったの？　リナ。あなたは地下室を探しに行っただけではないの？」

　ディートリンデが視線を交差させる夫婦の間に立って問いを口にする。

　姉は、リナレーアが劇場の地下室を調べに行ったのだ、としか聞いていなかった。襲おそわれたことまでザイラスが語らなかったのは、ディートリンデが取り乱すのを防ぎたかったからだろう。

「何が起きたの？　すべて話してちょうだい」

　ディートリンデはリナレーアを見て、次ついでザイラスを睨にらんだ。こういう時の姉は、視線だけで部下を黙だまらせる父と同じ目をしていた。

　ザイラスがもう一度息を吐く。彼は観かん念ねんしたようだった。

「いいだろう。マーティン、ここで報告をしろ」

「は？　しかし……」

「構かまわん」

　夫はリナレーアの隣の椅子を引くと、それに座った。本来紳士である彼なら姉に先に椅子を勧すすめるはずなのに、どうやら姉の前で仮面を被かぶるのは完全にやめてしまったらしい。

　一瞬困惑した様子を見せたマーティンは、すぐ冷静に戻って報告した。

「結論から申しますと、マーゴットは魔具を所有しておりました」

　リナレーアは驚いた。

「魔具？」

　まさかここで、その言葉が出てくるとは思わなかったのだ。

「マグってなんなの？」

　ディートリンデが口を挟はさむ。するとザイラスが冷たく言った。

「義姉君。詳細を聞きたいのなら、今は黙っていていただけますか？　いちいち話の腰を折られちゃ夜が明けちまう」

「な……」

　妹いもうと婿むこの豹ひよう変へんぶりに、ディートリンデは目を白黒させて怒るべきかどうか逡しゆん巡じゆんしたようだったが、結局状況を汲くみ取って今は沈ちん黙もくを選んだらしかった。後で覚えてなさい、とばかりにザイラスを睨んで大きな身振りで踵きびすを返すと、自分もまた妹の隣に座る。

　ザイラス、リナレーア、ディートリンデ、という順番で椅子に座った主人達を前に、執事は報告を再開した。

「人の心を操る類たぐいの魔具であったようでございます。彼女はそれで、二人の女優を失しつ踪そうさせました。主役の座を自分のものとするためです」

　主役の座……。つまり、リンデル姫役、ということだ。女の言葉を思い出す。

『私達はそれぞれ努力して、今の役を勝ち取っているんです。それを他人に邪じや魔まされるなんて我が慢まんできないわ』

　彼女はあの言葉を、どんな思いで口にしたのだろう。

「マーゴットは代役女優でした。つまり、万一のために台詞せりふや演技は憶おぼえていますがその万一がなければ舞台に出られても端は役やくです。彼女はどうしても、自分が主役を演じたかった。そんな時に人を操ることのできる魔具を手に入れたんですね。半月前、マーゴットはリンデル姫役の女優に暗示をかけて行方ゆくえ不明にさせました」

「でも主役にはなれなかったのね」

　リナレーアは言った。だからこそ、二人目の行方不明者が必要だったのだ。マーティンが頷うなずく。

「その時リンデル姫に抜ばつ擢てきされたのは、当時黒魔女役をしていた女優でした。マーゴットは空席となった黒魔女役にさせられたそうです。マーゴットは納なつ得とくできなかった。けれどまたすぐ主役が行方不明になれば怪あやしまれる。マーゴットは逡巡していましたが、今日逃のがしてはいけない機会がやってきてしまった」

　それがなんのことか、リナレーアにはすぐわからなかったが、夫の呟つぶやきを聞いてはっとした。

「クソ王の観劇か」

　王が観みに来る。それは劇団員達にとって、震ふるえるほどの名めい誉よに違いない。だからこそマーゴットは、あんなにも血相を変えて黒魔女役を探していたのだ。

「陛へい下かが観客席にいらっしゃると聞いて、マーゴットはすぐに魔具を持ち出して邪魔な女優を排はい除じよしました。主役の台詞を覚えている人間はそういない。案あんの定じよう、マーゴットが午後のリンデル姫を演じることになりました。しかし女優に暗示をかけていたところを、人に目撃されてしまったそうです。それを追いかけていたところで、旦だん那な様と奥様に遭そう遇ぐうした」

　あの時、ジアと呼ばれていた女のことだろう。

　ジアは黒魔女の代役だと言っていた。つまり、マーゴットの代役だったのだ。自分の後あと釜がまで黒魔女をやるはずだった女優に、見られてはいけない場面を見られたということだ。

「じゃあ、ジアさんは無事なのね？」

　ジアはあのまま逃げ出したはずだ。見つかっていないとマーゴットも言っていた。

「いえ、ところがマーゴットはあの後ジアを一度見つけたのだと証言しております。ジアは劇場の外には出ていませんでした。たまたまジアを見つけたマーゴットは再び彼女を追いかけ、先ほど奥様が襲われた倉庫まで追いつめました。しかしあと一歩のところでジアは扉をつっかえ棒か何かで閉めて閉じこもった。マーゴットがなんとか扉を開けた時には、中はもぬけの殻からだったそうです」

　リナレーアは思わず立ち上がって叫んだ。

「地下に逃げたのはジアなのね！」

　だから木箱が動いていたのだ。そしてマーゴットもそのことに気付いた。ジアの逃げ道を見つけたリナレーアが、ジアをも見つけるのを恐おそれて置き時計を手に取った。そう考えれば辻つじ褄つまが合う。

「ジアは地下の存在を知っていたのか？」

「それは不明です。本人に聞くしかないでしょうね」

「待って。魔具はどうやってマーゴットさんの手に渡ったの？　まさかまたマリアンヌ様が？」

　例の『魔物解放団』の女が現れたのだろうか。リナレーアのこの質問に、マーティンが初めて眉まゆを寄せた。

「……マーゴットは『怪かい人じん』にもらったのだと証言しておりました」

「怪人、ですって？」

　ああ。まさかここで今度はその言葉が出てくるなんて。リナレーアの頭の中で、様々な想像が展開される。

　三年前に歌姫を拐った怪人がどうして魔具を持っているの？　彼はまさか『魔物解放団』の人間だったのだろうか。いや、あるいは解放団から魔具を奪うばったのかも。怪人は魔物使いである夫と同じように、解放団に敵対する人物なのだ。だがそんな人間がどうしてマーゴットに魔具を？

　リナレーアは自分の想像が支し離り滅めつ裂れつで根こん拠きよ不足であることを理解していたので、それらを口に出すのは控ひかえておいた。

「その魔具はどこにある。回収したんだろうな」

　ザイラスの問いに、マーティンは首を振った。

「それが、部屋のどこにもありませんでした」

「どういうものなの？」

　好こう奇き心しんを隠かくそうともせずにリナレーアが聞く。

「十号ほどの大きさの絵だそうです。赤い眼めの絵だと」

　リナレーアは貴族の教養として十号の絵がどれくらいの大きさなのかを知っていた。そしてすぐに思い出す。

「それなら、わたくしが見た時はあったわ」

　壁かべに飾られていた、布が被せられた額がそれくらいの大きさだった。あの時はそれが絵画なのか鏡なのかもわからなかったが。

「マーゴットさんが動かす余裕はなかったはずよ。ということはつまり、マーティンが調べる前に誰かが持ち去ったのよ。誰かっていうのはつまり、マーゴットさんが魔具を持っているのを知っている人物……！」

　つまり、

「『怪人』よ！」

「いい加減にしてちょうだい、リナレーア！」

　ディートリンデが怒ど鳴なり声ごえと共に立ち上がった。

　リナレーアはこの瞬間まで、姉がそこにいることを忘れてしまっていた。ディートリンデは何も知らないのに。

「あなた達、何を言っているの？　人の心を操ることのできる道具なんてないに決まっているでしょう？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　おかしな女の戯たわ言ごとを真まに受けて、妹を変なことに巻き込まないでちょうだい！」

　ディートリンデは完全に怒っていた。段階で言えば十、つまり頂点の怒りである。彼女は妹の腕をがしりと摑つかんだ。

「いらっしゃい、リナ。こんなところにはいられないわ。マーティン、馬車を出して。王宮へ行きます」

「お姉様」

「お黙り！」

　一いつ喝かつされて、リナレーアは何も言えなくなった。しかしマーティンはディートリンデの命令では動かなかった。ただじっと立ったまま、主人の言葉を待つ。もはやこの場で座っているのはザイラスだけだ。彼は本日三度目のため息をついて自みずからの魔物に命じた。

「馬車を準備してやれ。義姉君のおっしゃる通りに」

「……かしこまりました」

「あなた」

　リナレーアは夫に訴うつたえた。姉の怒りを思えば、このまま実家に連れ戻されるかもしれない。妻の視線を受けて、ようやくザイラスは立ち上がった。

　歩み寄ってきた彼が腕を伸ばしてきた時は頰ほおを撫なでられるのだとばかり思っていたので、突然ぐいと肩を摑み引き寄せられて唇くちびるを奪われたことに、リナレーアは目を白黒させた。驚いたのはディートリンデも同じだったようだ。

「ちょっと！」

　怒鳴って妹の腕を引っ張り自分の背後に隠してしまう。

　姉の背中の後ろで、リナレーアは自分の顔が赤くなっているのがわかった。まったく、彼の行動は心臓に悪い。

「行くわよ！　リナ！」

　ディートリンデは、もう一時もここにはいられないとばかりにリナレーアの手を引いて部屋を出た。リナレーアはまだ感触の残る唇に指をあて、不思議な安あん堵どを感じていた。
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　翌朝、王はこれまでになく早い時間に、朝食を摂とるための部屋へやってきた。

　東側に解放された窓から朝日が差し込むそこには既にエンブリー家の三姉弟きようだいが座っていて、王がやってくるのを待っていた。

「なんて素す晴ばらしい朝の始まりなんだ」

　ヘンリックは大おお股またでディートリンデに歩み寄ると有う無むを言わさず彼女を抱きしめようとしたが、すっと差し出された右手によって止められた。王を拒絶したディートリンデは微笑ほほえんで言う。

「おはようございます、ヘンリック王陛下。昨晩は急なことにもかかわらず王宮に泊とめていただきまして本当にありがとうございました」

「なんの。君の頼みなら僕の寝しん所じよも明け渡そう。いやむしろ、君ならいつだって大歓迎だ」

「それは結構です」

　想い人にきっぱりと断られても、王はめげなかった。

「リナレーアも。昨晩は大変だったそうじゃないか。よく眠れたか？」

　リナレーアとディートリンデがレイデ家の馬車で王宮にたどり着いたのは夜も深い時間だった。二人の到着によって起こされたのは兄弟であるヴァルターで、姉し妹まいはヴァルターの差配によって王宮の一室を借りることができたのだ。

　そのため、昨晩王には会っていない。朝食を一緒にすることは王のたっての希望だった。

「はい、ヘンリック様。おかげさまでゆっくり休ませていただきました」

「そうか。それはよかった。本当は昨晩のうちに会いに行きたかったのだが、ヴァルターに止められたんだ」

「深夜だったからね」

　ヴァルターはそうとだけ言って肩を竦すくめた。

　王が座ったので、他の三人も椅子に腰を下ろす。それを合図にしたように、目の前の丸いテーブルに朝食が運ばれてきた。スープは冷製のものだ。パンも数種類が準備されている。

「さて。詳しい話はザイラスから聞いている」

　レモン水を一口飲んでから王はそう切り出した。リナレーアははっとして顔を上げる。

「彼が来たのですか？」

「昨晩のことだがな。君達がやってくる少し前だ。状況を説明して、これから二人が来るだろうからよろしく頼むと言われた」

　きっと、誰か魔物に連れてきてもらったのだろう。ザイラスが馬車を使った自分達よりも早く王宮に着いていたと聞いて、ディートリンデは不思議そうに眉を寄せたが何も言わなかった。

「無茶をしたな、リナレーア」

　王にまで言われて、リナレーアは項うな垂だれる。

「申し訳ございません」

「ははは。僕にまで謝あやまる必要はない。ディーとザイラスに十分叱しかられただろう？」

「心配をかけてしまいました」

「君という女性を大切に想う人間の宿命だな。仕方がない」

「仕方がないで片付けられては困るね」

　ヴァルターが言った。

「無事だったのは、運がよかったんだよリナ。今後はもっと気をつけなくては」

　ヴァルターもまた、ザイラスから詳細を聞いたのだろうか。深夜にやってきた姉妹きようだいを、彼はさして追究することなく受け入れ、疲れているだろうと早めに休ませてくれた。

「今後はないわ」

　胡桃くるみのパンを食べたディートリンデが言った。

「リナは今日、私が実家へ連れて帰ります」

　姉がそう言い出すのは予想はしていたことだった。もちろんリナレーアは黙ってなどいられない。

「お姉様。わたくしは実家には帰りません」

「いいえ、リナ。あなたは帰るのよ。この朝食をいただいたらすぐね。ヴァルター、レイデ伯はく爵しやくは少し言動が普通ではないわ。王宮に出入りさせる前に、よく調べた方がいいでしょうね」

「お姉様！」

　リナレーアは我慢できずに立ち上がった。

「わたくしの夫を侮ぶ辱じよくしないで」

　いくら姉でも、今の発言は許せない。

「彼のことをよく知らないのに、そんな言い方はやめてください」

　リナレーアは昨晩の馬車の中で魔物や魔具について説明しようとしたが、ディートリンデは「その話はしたくないわ」と突っぱねたのだ。姉は完全に頭に血が上っていた。魔物使いという仕事について話すには、一晩置いた方がいいだろうとリナレーアは判断したのだ。

　しかしディートリンデは妹を憐あわれむように見た。

「あなたは世間知らずなのよ、リナ。だからあんな男に騙だまされるんだわ」

「いいえ、お姉様。わたくしは騙されてなんていません」

「まぁまぁ、リナ。とりあえず座りなさい。姉上も、何を根拠にそんなふうにおっしゃるのですか？　この場での発言としては、あまり賢けん明めいではないと思いますがね」

　ザイラスは、ヘンリック王の紹介なのだ。王が紹介した人物を、王の目の前で悪く言うのは確かに適当ではない。しかしディートリンデは前言を撤回したりしなかった。ただ黙ってパンを食べてスープを口にする。

「残念ながら、この場合世間知らずなのは君の方だよ、ディートリンデ」

　言ったのは王だった。突き放した言い方ではあったが、口く調ちようは優しい。

「ザイラス＝レイデは魔物使いだ。彼の調査は既に十分されているし、これ以上は必要ない」

　ディートリンデが眉を上げる。

「魔物使いですって？」

　彼女は聞き返した。

「昨日リナレーアがちらりとそんなことを言っていたけれど、あなたまで？」

「ディー、ザイラスは魔物を従える稀け有うな男だ。そして魔物関連の問題を秘ひ密みつ裏りに処理するのがあの男の仕事なのだよ」

　ディートリンデは持っていたスプーンをテーブルに置いて、ナプキンで口元を拭ふいた。

「私、あなたはこの国の王だと思っていたのだけれど。ヘンリック」

「その通り。僕はこの国の王だ。そして君を想う一人の男でもある」

　ディートリンデは王の台詞の後半を無視した。

「魔物という生き物は、アーヴェング連合国やロイド砂漠の特産物でしょう？」

　少なくとも、国内において魔物という存在は一般的ではない。ほとんどの国民がそれをおとぎ話の中の存在と同じように認識しているだろう。しかし一方で、魔物が生活の身近に存在する土地も存在するのだ。

　それが北のアーヴェング連合国や、東南のロイド砂漠である。

　王はにっこりと笑った。

「さすがだな、ディー。君の見識の深さには恐れ入る」

「以前リナレーアに聞いたのよ」

　魔物に関する姉の知識のほとんどは、リナレーアが「お姉様ご存知でした？」と目をきらきらと輝かせて提供したものだ。

「確かにその辺りに魔物は多いが、我わが国も無む縁えんというわけにはいかないのだよ、ディートリンデ。だからこそ、ザイラスのような男が必要なのだ。そして彼の尽じん力りよくのおかげで、我が国において魔物は『おとぎ話の中の存在』でいられる。わかるだろう？」

「……」

　ディートリンデは胡う散さん臭くさげに眉をひそめてじっと王を睨んでいたが、やがて弟を見て聞いた。

「あなたは知っていたの？　ヴァルター」

　もちろん、ヴァルターは頷く。

「はい、知っていました」

　王と兄は、学生時代からザイラスのことを知っているのだ。そしてその時にはもう既に、ザイラスには契けい約やくした魔物がいた。

「お父様は？」

　姉の質問に、ヴァルターは眉を上げた。

「ご存知ではありません」

「そう。それならさして問題はないわね。この結婚は白紙にさせていただきます」

「お姉様！」

「離婚よ、リナレーア。ザイラス＝レイデがそんな怪あやしい職業の人間だと知っていたら、お父様は絶対にあなたを嫁とつがせたりなんてしなかったわ」

　ディートリンデは席を立った。

「残念ね、ヘンリック。私はあなたのことを、変態ではあるけれど信頼はできる人物だと思っていたわ。けれどその信頼は完全に裏切られました。言語学者ならまだしも、魔物使いですって？　公こう爵しやく令れい嬢じようの夫にはふさわしくないわ」

「手厳しいね」

　王の言葉に、ディートリンデは微笑んだ。

「一晩の宿と食事をありがとうございました、ヘンリック陛下。私どもはこれでお暇いとまいたします。来なさい、リナレーア。帰りますよ」

「姉上」

　踵を返したディートリンデを引き止めようとヴァルターが椅子を引いた。

「ちょっと待ってください。ザイラスはなんと言ってるんですか？」

「あの男は私達が屋敷を出て行くのを引き止めもしませんでしたよ」

「そんな馬鹿な」

　ヴァルターがありえない、と言いたげに声を上げる。

　兄はきっと、ディートリンデが無理やりにリナレーアを連れ出したのだと思っていたのだろう。しかしそうではない。ザイラスは、自ら馬車を用意させたのだ。

　そしてリナレーアにキスをした。

「こちらにいる方が安全だと思ったからよ」

　リナレーアは確信していた。

「なんですって？」

　ディートリンデが振り向いて妹を見み据すえる。リナレーアは椅子に腰掛けたまま、視線はまっすぐ前を見つめた。

「夫は、王宮にいる方が安全だと判断したからわたくし達を見送ったんです。彼はマーゴットさんが持っていた魔具について調査しなくてはならないもの。人の少ないレイデの屋敷よりも、警備の厳重な王宮にいる方が安全だと思ったんだわ」

　リナレーアは瞼まぶたを閉じた。まるで夫がすぐ側そばにいるかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。いつだって、彼はリナレーアのことを一番に考えてくれているのだ。

「お姉様。わたくしは、ここから離れません。夫が迎えに来るのを待ちます」

　ディートリンデは息を吐いた。

「リナ、今回ばかりは、私はあなたのお願いを聞くことはできないわ」

「これはお願いではないわ、お姉様」

　この時、彼女はやっと姉を振り向いた。ディートリンデは眉み間けんに皺しわを寄せて、不ふ審しんそうにこちらを見ている。まるでここにいるのが本当に自分の妹なのかどうか疑っているような顔だ。

　ディートリンデの小さな可か愛わいいリナレーアが、『お願い』でなく姉に逆らったのはこれが初めてのことだった。

「わたくしは、妻として、夫をここで待ちます。お姉様がお帰りになるのは残念だけれど……わたくしに止めることはできないわ」

　リナレーアは立ち上がると、姉に歩み寄りその手を取った。

「お姉様がいらっしゃったら一緒に行きたいところもやりたいこともたくさんあったのだけれど、こんなことになってごめんなさい。どうぞ道中お気をつけてお帰りになってね。皆によろしくね」

「リナ……」

　珍めずらしく、ディートリンデが言葉を失っている。戸惑っているのだ。

　その表情を見てリナレーアは困ったように笑う。

　リナレーアにとって、ディートリンデはずっと憧あこがれの女性だった。美しく優しいディートリンデ＝エンブリー。姉の助言はいつだって正しくお転てん婆ばな妹を嗜たしなめた。

　けれど今はもう違う。

　リナレーアはもう、小さなリナレーア＝エンブリーではないのだ。

　結婚して、リナレーア＝レイデになった。レイデ伯爵の妻である。自分には、夫を信じて支ささえる役目があった。

「ごめんなさいね、お姉様。大好きよ。それはずっと変わらないわ」

　変わったとすれば一つだけだ。そう、たった一つ。

「でもわたくしは、彼を愛しているの」

　恋をした。

　特別な恋だ。世界の色が変わる恋。

「側にいたいの。離れたくないのよ。……どうかわかって」

「……」

　ディートリンデは一度怒ったように顔を赤くしたが、次いで捨てられた子犬のように眉まゆ尻じりを下げた。何かを語ろうと口を開くが、その赤い唇から言葉が紡つむがれることはなく再びきゅっと閉じられる。

　その表情で、リナレーアは理解した。

　自分はたった今選んでしまったのだ。

　世界中のたった一人を。

　大切な人を。

　なんてことだろう。

　何かを選ばなければいけない時がくるなんて、想像もしてみなかった。

　気がつけば、リナレーアはぐいと腕を引かれ大きな温ぬくもりの中に収まっていた。

　それが誰かと考える間もなく嗅かぎ慣れた夫の香りに身体からだが安堵する。

「……あなた」

　ザイラスは、黒い外がい套とうを身に纏まとっていた。まるで歌姫を拐さらう怪人のようだ。夫は妻を強く抱きしめる。

「痛いわ」

　リナレーアは小さく訴えた。

「それなら泣きそうな顔をするな。リィナ」

　そう言われて頰に触ふれるが、別に濡ぬれていない。泣きそうな顔なんてしていないはずだ。悲しくなどないのだから。
















「ザイラス、ずいぶん早いな。もう解決したのか？」

　言ったのは王だった。リナレーアは我われに返って夫の腕から逃れようとしたが、力が強くて離してもらえない。

「まだだ」

「座長は？」

　こちらはヴァルターである。

「行方不明で捜そう索さく中だ。まぁすぐ見つかるだろ。地下に最近出入りした痕こん跡せきがあった。あそこで魔具の取引が行われていたのはほぼ確実だろうな。ただ奥はかなり入り組んでる。地図でもないと深部の調査は危険だ」

「魔具の取引？　それってどういうことですか？」

　聞き捨てならない台詞を聞いて、リナレーアはなんとか夫の拘こう束そくを解とこうとした。

「もう、ザイラス。離してください」

　ザイラスはようやく腕の力を緩ゆるめてくれた。

「取引ってどういうことですか？　どうしてマイルズさんが行方不明に？」

　好奇心でらんらんと目を光らせてリナレーアは顔を上げる。しかし夫の答えを聞く前に、視界の端に部屋の戸口へ向かう姉の背中を見つけて叫んだ。

「お姉様！」

　ヘンリックが素早く動いて、ディートリンデの腕を摑む。

「ディー。どこへ行くんだ」

「離してちょうだい！」

　しかし取りつく島もなく振り払われてしまう。あからさまに肩を落とす王の横を通り過ぎて、リナレーアは姉を追った。

「お姉様、待って！」

　ディートリンデは珍しくスカートをつまんで廊ろう下かを駆かけていた。リナレーアと違って、姉は運動が得意なのだ。普通に走っていては追いつかない。

「お姉様！」

　ディートリンデもそれをわかっている。だから足を緩めない。ここは二階だ。廊下の先の階段に向かった姉を見て、リナレーアは作戦を変えた。

　この廊下は、王宮内にいくつかある中庭の一つに面している。中庭を見下ろす方の壁は腰の高さまでしかなく、真下には生いけ垣がきがあった。リナレーアはそれだけ確認すると、壁に突き出た飾りに足をかけて中庭に飛んだ。

「きゃあ！」

　ガサガサ！　バキ！

　悲鳴はリナレーアのものではない。庭師が青ざめるような音を立てて生垣はレイデ夫人を受け止めた。リナレーアは瞬まばたきをする。視界に広がるのは王宮の建物によって四角く切り取られた青い空だ。白い雲が浮かんでいる。

　生きている。どうやら成功したようだ。しかし生垣の中にすっぽりと入り込んでしまっているので、リナレーアは身動きが取れなかった。

「リナ！」

　空を遮さえぎるようにして、ディートリンデが覗のぞき込んできた。

「大丈夫なの？　信じられない。なんて無茶をするの？」

「お姉様、よかった。動けないの。手を貸してくださる？」

　姉の手を借りて、リナレーアはなんとか生垣から脱だつ出しゆつすることができた。ドレスのあちこちに生垣の枝による鉤かぎ裂ざきができている。エイダが見れば眉をひそめるだろう。分厚いスカートによって守られた下半身は無事だったが、二の腕からは少し血が出ていた。靴くつも片方がどこかにいってしまっている。

　ディートリンデはすっかり青ざめながら妹の無事を確認すると、その身体をぎゅうと抱きしめた。

「なんてことを、リナレーア。一歩間違えれば死んでいたわ。あんなところから飛び降りるなんて」

　声が震えている。リナレーアは姉が泣いているのかと思って宥なだめるようにその背中に腕を回した。

「大丈夫よ、お姉様。わたくし最近、ずいぶんと飛び降りることの経験は積んでいるの」

　狼おおかみ男おとこと屋根に登って一回、夫とバルコニーから飛び降りて一回、それに井戸に落ちて一回。この一月だけでも計三回の落下を経験している。十分玄人くろうとと呼べるだろう。

「それにほら、お姉様を捕つかまえたわ」

　リナレーアが得意げに言うと、ディートリンデは身体を離して呆あきれたような顔をした。その目尻にはやはり涙が浮かんでいる。リナレーアはにっこりと微笑んだ。

「……リナ。あなた」

　ディートリンデが何かを言おうと口を開いた時だった。

　影が落ちる。

　ドッ、と鈍にぶい音がしたかと思うと、糸が切れた人形のように姉が倒れかかってきた。顔を上げると、いつの間にそこにいたのか目の前に一人の男が立っている。

　その男は木も綿めんの下した穿ばきを身につけていて、上は裸はだかだった。中肉中背と呼べる体格で、ぼんやりとリナレーアを見下ろしている。まるで自分が何をしているのか理解していないかのような顔だ。今ディートリンデを殴なぐって気絶させたのは、間違いなくこの男なのに。

　リナレーアは直感的に男の正体を見抜いた。

（半魔だわ）

『魔物解放団』の非人道的な研究の結果生まれた可か哀わい想そうな存在。かつて魔物であった者。

　そうでなくては、男の背に白い翼つばさが生はえている理由が説明できない。

（空から降りてきたのね……）

　まるで天からの贈おくり物のように。リナレーアには、それが邪じや悪あくなものだとは思えなかった。だからすぐに声を上げることを思いつかなかったのだ。きっとザイラスは怒るだろう。

　振り下ろされる男の手を見つめながら、そこに躊ちゆう躇ちよがない理由を理解する。

（悪意がないんだわ）

　半魔には、憎ぞう悪おや敵意といった悪意がない。心が壊れているからだ。

　ただ命じられたことを為なすしかできないお人形。

「……わたくしと同じね」

　レイデ夫人のその呟きを、誰かが聞くことはなかったのだ。
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　王宮の警備の杜ず撰さんさを指摘することもできたが、ザイラスはそれをしなかった。

　これは自分の失態だと気付いていたからだ。

　ディンヴィリヴェーラを、ずっとリナレーアにつけておくべきだったのだ。三つ頭の灰はい豹ひようにはピアットリー座の座長の捜索を命じていた。マーティンも同様である。座長マイルズの逃亡を阻そ止しするために、ザイラスは自らに従う魔物をほとんど動かしていた。

　マイルズのすぐ裏に、『魔物解放団』の存在があると考えていたからだ。

「落ち着け、ザイラス。今状況を確認している」

　椅子に座ったヘンリックが言う。しかしこちらの表情も険けわしかった。当然だろう。この男の想い人も同時に姿を消したのだから。

　彼らは部屋を移動していた。部屋の外には数人の騎き士しが配備されている。王宮は警けい戒かい態勢下に置かれ、可能な限りの人数が消えた二人の捜索にあたっていた。ヴァルターは各機関の連れん携けいのために奔ほん走そうしている。

　ザイラスはここ数日、ほとんど休みなく魔具の流通経路の調査をしていた。

　捕とらえた商人レオ＝アルベスである。アルベスのわずかな証言から糸を手繰り寄せるような調べを進めたところ、解放団の中に魔具を資金源として利用する動きがある可能性が浮上してきたのだ。

　魔具は、解放団が魔物を研究する過程で生まれた副産物だ。魔物が持つ力を宿す道具。『魔剣』を含む破は魔ま具ぐは魔具の中でも特別なもので、ほとんどの魔具には魔物を傷つける力はない。

　ザイラスが知っているだけでも、魔具にはいろいろなものがあった。

　飲めば一定期間のみ怪力を身につけられる水。音を記録する宝石。他者の好意を引き寄せる香水。それに半月前解放団の一員であるマリアンヌが身につけていた、姿を消すことのできる布。

　いわば便利な不思議道具である。

　大金を出してそれらを欲しがる者はどこにでも存在する。

　昨日リナレーアが暴あばいた地下でザイラス達が発見したのは、そういった魔具の一部と数人の人間の足跡だった。三つ頭の灰豹の嗅きゆう覚かくで、最も多かった足跡が座長マイルズのものであることは確認済みだ。

　しかしそれについて問いただす前に、マイルズは姿を消した。

「リナレーア達を拐ったのはマイルズじゃない……。あの男にはもう、逃亡しか道はないはずだ」

　あの劇場の地下こそが、魔具の市場であったのだとザイラスは確信していた。

　恐らく、マーゴットに魔具を渡したのもマイルズだ。一劇団員にすぎないマーゴットは魔具の対価を支払っていない。つまり、自覚のない試験者だ。

　マイルズは、商品の効果を証明するために野心を持つ女優を利用したのだろう。

　ディートリンデを追ってリナレーアが部屋を飛び出した後、ザイラスはヘンリックにそれらのことを報告していた。妻と義ぎ姉しを追いかけなかったのは、二人で話す時間が必要だろうと思ったからだ。そしてヴァルターがなかなか戻らない二人の様子を見に行き、ぼろぼろの生垣とわずかな血けつ痕こん、それにリナレーアの靴を見つけた。

　二人が何者かに連れ去られたのは明らかだった。

　あの区画は王の私的な生活空間でもあるため警備は厳重だ。許された者しか出入りができず、以前マリアンヌが現れた区画とは配置された兵士や騎士の数も違う。

　安全なはずだったのだ。それなのに、二人は拐われた。

　魔物が絡からんでいる。それは間違いない。

（だが、なぜだ。なぜリィナを狙ねらう？）

　ザイラスは拳こぶしを鼻先に押しつけて、なんとか自らの内側の焦しよう燥そうと怒りを抑え込んだ。激げき昂こうして我を忘れたら負けだ。妻は取り戻せない。落ち着け、と自分に言い聞かせる。

「マイルズの仕し業わざとは考えにくい……。だが今、解放団が動き出すのは偶然か？　リナレーアを拐ってどんな得がある？」

「魔物使いへの牽けん制せいではないのか。お前は核かく心しんに近づいている」

　ぶつぶつと頭の中を整理していたザイラスに、ヘンリック王が答える。

（だとしたら最低だな）

　ザイラスは舌打ちをした。

　以前マリアンヌは、『魔物解放団』には魔物使いに手を出してはならないという暗あん黙もくの了解があると言っていたが、その不ふ可か侵しんは解かれたということになる。

　ヘンリックの言う通り、ザイラスは『魔物解放団』の黒幕まであと一歩というところまできていた。状況が動く最大のきっかけになったのは、ずっと調査のために不在にしていたレイデ家のもう一人の使用人、レベッカがもたらした情報である。

　いや正確には、レベッカがもたらしたのはザイラスの仮説を証明する証拠であった。

　ザイラス＝レイデには、『魔物解放団』の首領について心当たりがあったのだ。レベッカにはずっと、それを裏付ける証拠を探させていた。

「それが本当なら、最低だが最悪ではねぇな。二人は無事のはずだ」

　人質を傷つけては意味がない。

「『あの人』がどこにいるか、わからないのか」

　ヘンリックが問うた。

「そう簡単にわかるんだったら、苦労しねぇよ」

　ザイラスは、自らの甘さを呪のろった。

　心のどこかで楽観的に考えていたのだ。リナレーアは安全なはずだと。

　自分の妻に手を出すような非情さが『男』にあるはずがないと。だがそれはとんだ勘かん違ちがいだったというわけだ。

　その時、警備の騎士が扉を叩いた。

「陛下。レイデ家の執事と名乗る者が来ておりますが」

「通せ」

　現れたマーティンは、きっちりといつもの執事服を身につけて白しら髪がまじりの髪を後ろに撫でつけていた。しかしその表情にいつもリナレーアに見せるような穏おだやかさはない。彼は感情を殺した魔物らしい声こわ音ねで言った。

「旦那様。マイルズを見つけました」

　ザイラスはすぐ戸口に向かった。

「殺すなよ」

　その背中に、ヘンリックが言葉を投げかける。

「できる限り生かして情報を引き出せ。殺すのはいつでもできるからな」

「……」

　ザイラスは振り向かなかった。

　王に答えを返さなかったのは、自信がなかったからだ。

　大切なのはたった一つ。

　リナレーア。彼女だけだ。

　それに何かが起きた時、自分の世界がたやすく崩ほう壊かいするであろうことをザイラスは十分承知していた。
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　パクッ。ゴクリ。

　魔物は一口で黒魔女を食べてしまうと、もぐもぐと口を動かし、何かをぺっと出しました。それはきらきらとしていて、とても懐なつかしい気持ちになるものでした。

　お姫様は、吸い込まれるようにしてそのきらきらとしたものを手に取りました。するとお姫様の中に、洪こう水ずいのように記憶が戻ってきました。なんとそれは、奪うばわれたお姫様の夢だったのです。

　お姫様は魔物にお礼を言おうと思って顔を上げました。

　しかし魔物はもうどこにもいませんでした。姿を消してしまったのです。

　お姫様は自分を助けてくれた王子様と一緒に城へ戻り、王様と王おう妃ひ様と再会を喜びました。そして王子様と結婚して、末長く幸せに暮らしたのでした。

　めでたしめでたし。
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「リナ、リナ」

　揺ゆすられて目が覚めた時、リナレーアはそこが実家であるかのような錯さつ覚かくを覚えた。

　ひんやりとして少し湿しめった空気は、彼女が生まれ育った地方特有の霧きりの出ている朝と似ていたからだ。王都に霧は出ない。それを知った時、子供が悪いことをすると現れるという『霧の魔物』はいないのだとリナレーアは羨うらやましく思ったものだった。

　そう……羨ましく思ったのだ。小さなリナレーアは霧の魔物が怖こわいと泣き、ご飯を残さず全部食べると約束した。

　いつから自分は、霧の魔物を怖いと思わなくなったのだろう。

　水の中にたゆたうようなその疑問は、意識の覚かく醒せいと共に水の奥底に沈んでしまった。

「ううん、もう朝なの？　お姉様。でもずいぶん暗いわ……いたっ」

　起き上がろうと身を起こしたところで、首筋に走った痛みに声を上げる。リナレーアは、ここが実家ではないのだとすぐに気付いた。手をついたところはじめっとして冷たいし視界は薄暗い。目の前にある姉の顔がかろうじてわかる程度だ。黴かびのような臭においが鼻につく。

「朝かどうかはわからないわ。ここがどこなのかもわからないもの」

　不安げな姉の声を聞きながら、リナレーアは意識を失う直前に起きたことを思い出した。

（……あの半魔の男性に連れ去られたんだわ）

　翼つばさの生えた男だった。魔物であることも考えられるが、あの意志のない瞳ひとみは恐おそらく半魔だろう。

　ということは、ここは『魔物解放団』の隠かくれ家がだろうか。しかし以前モーム男だん爵しやくに誘ゆう拐かいされた時のような屋敷の一室ではないようだ。

　床ゆかはむき出しの湿った土だし、背後にあるのは石いし壁かべだ。目の前には通路が伸びていて、その途中にある明かりがかろうじてリナレーア達のいる袋ふくろ小こう路じを照らしていた。

「ああ、よかったわリナレーア。あなたが目覚めなかったらどうしようかと……」

　ディートリンデが抱きついてきたので、リナレーアは周囲を観察するのをやめた。

　姉の肩が小さく震ふるえている。そういえば、ディートリンデは暗いところが嫌いだったのだと思い出した。

「大丈夫よ、お姉様」

　そうはっきりと答える。何せ魔物に誘拐されるのは二回目である。慣れている、と言えなくもない。

「お姉様に怪け我がはないの？　大丈夫？」

　リナレーアはできるだけ穏おだやかに問うた。

「ええ。少し首が痛いくらいよ。あなたも平気？」

「平気よ」

「ああ、リナ。どうしてこんなことになっているのかわからないけれど、大丈夫だからね。お姉様にしっかりと摑つかまっていなさい。離れちゃ駄だ目めよ」

　ディートリンデが恐怖を押し殺すように自みずからを鼓こ舞ぶしているのだとわかった。口く調ちようはしっかりしていたが、妹の腕を痛いくらいに摑んでいるからだ。こういうことは、昔にもあった気がする。旅芸人の芝しば居いを観みるため村祭りへ行って、二人で迷まい子ごになった時だ。

　ディートリンデはきゅっと口を引き結んでリナレーアの手を引いてくれた。『だいじょうぶよ、リナ。お姉さまがいるからね』。そう言っていた姉は、保護者代わりについてきていた使用人に見つけてもらった時声を上げて泣いたのだ。

　リナレーアは、小さい頃からこの気き丈じようで優しい姉が大好きだった。

「私達……王宮にいたわよね。ということはここは王宮のどこかなのかしら」

「そうね……」

　そう答えながらも、違うだろうとリナレーアは思った。もしここが『魔物解放団』の隠れ家であるなら、王宮のはずがない。しかし空腹具合から考えて拐さらわれてからひどく時間が経たっているわけでもないだろう。少なくとも王都周辺である可能性は高い。

　それならば、遠からず夫が見つけてくれるはず。

（でも、それを待っているだけでは駄目ね）

　リナレーアはとりあえず、自力で脱だつ出しゆつしてみることにした。

「少し、歩いてみましょうお姉様」

　リナレーアは立ち上がった。そこで初めて、靴くつが片方脱ぬげていることに気付く。歩きにくかったので、彼女はもう片方の靴も脱いだ。地面のひんやりとした感触に身震いする。

　その時、ゆらりと影が揺れたので違和感を覚えた。

（今影が揺れたのは、わたくしが立ち上がったからではないわ……）

　通路の先に目を凝こらすと、周囲を明るくしている光の正体が、壁に備えつけられた松たい明まつなどではないことがわかった。通路を十メートルほど行ったところに横道がある。そこに光源があるのだ。そして奥に影が映っている。

　リナレーアの視線を追ったディートリンデは、びくりと身体からだを震わせた。悲ひ鳴めいを上げなかったのはさすがと言うべきだろう。

　その影は人間のように見えた。

　ランタンを持った人間が、腰を折り曲げてこちらを窺うかがっている。さながら童話の魔女のようだ。翼があるようには見えないから、自分達をここまで連れてきた半魔の男ではないことは確かだった。

　ディートリンデがリナレーアの腕を強く摑む。リナレーアは、姉が卒そつ倒とうしてしまわないことを祈いのった。さすがに自分では、長身の姉を担かついで歩くことはできない。

「そこにいらっしゃるのはどなた？」

　問う声が通路に反はん響きようする。天てん井じようが低いのだ。ディートリンデが手を伸ばせば届きそうなくらい。そのディートリンデといえば、平然と誰何すいかした妹を信じられないように見ていた。

　本当のところ、リナレーアはこの状況に少しも恐怖を感じていなかった。

　助けに来てくれるであろう夫への信頼だろうか。あるいは魔物が絡からんだ事件に対する耐たい性せいか。

「わたくしは、リナレーア＝レイデと申します。こちらは姉のディートリンデ。あなたは、ここがどこなのかご存知ですか？　わたくし達は何もわからないの。何か教えてくださると助かるのですが」

「リナ」

　影に歩み寄ろうとした妹を、ディートリンデが止めた。

「駄目よ！　相手が何者かもわからないのに」

「でもお姉様。このままずっとここにいるわけにもいかないわ」

　それにどうやら、この通路上に備えつけの照明はないようだ。少なくとも、視界にはない。あの照明を持った何某なにがしかがどこかへ行ってしまえば、自分達は暗くら闇やみの中取り残されてしまう。そちらの方が問題だ。

「ねぇ、出てきてくださらない？　それともこちらから行ってもいいかしら」

　リナレーアがさらに声をかけると、影が動いた。ゆらり、と動くそれはさながら三つ頭の灰はい豹ひようのように大きい。けれど実際横道から姿を現した影の主ぬしは、すらりと背の高い女性だった。

「……」

　ゆったりとしたズボンを穿はいた女は不ふ審しんそうな様子でこちらを窺っている。リナレーアにはそのそばかすのある顔に見覚えがあった。

「あら、まぁ。あなた……ジアさん？」

　驚いたのは、名を呼ばれた女の方だった。眉み間けんの皺しわを深くして、リナレーア達がよく見えるようランタンを高く上げる。

「どうして私のことを？　あなた達は誰だれ？」

「昨日きのう劇場で会ったわ。覚えていない？」

　リナレーアは、姉の手を引いてジアに歩み寄った。しかし明かりの輪の中に入っても、ジアは不審げな様子を解とかなかった。

「……昨日？　劇場で？」

　どうやら女は、昨日の昼間に劇場で一度会っただけのリナレーアの顔を覚えていないようだった。あの時ジアが出会い頭がしらに衝しよう突とつしてしまったのはザイラスだ。そのまますぐ逃げ出したので、リナレーアがいたことにさえ気付いていなかったかもしれない。

　しかしジアの登場によって、大事なことが明らかになった。

「あなたがジアさんだということはここは劇場の地下ね？」

　マーゴットに追われたジアが地下に逃げ込んだのだと推測したのは昨夜のことである。リナレーアは微笑ほほえんだ。

「よかったわ。あなたなら外に出られる場所をご存知ね？」

　劇場を出たら、道で乗合馬車を捕つかまえて王宮まで帰ることができる。自力で戻った妻に夫は驚くだろう。

「外に？」

　ジアがなおも聞き返してきたので、リナレーアは彼女の懸け念ねんを察さつした。

「ああ、マーゴットさんのことを心配しているなら安心して。彼女は捕とらえられたわ。あなたに危害を加えることはできません」

　昨日いなくなったジアがずっとこの地下に隠れていたのは、自分を追いかけてきたマーゴットを恐れてのことに違いなかった。

「マーゴットのことを知っているの？」

　近くで見ると、ジアの髪は乱れ顔も少し汚れていた。一晩で別人のようにやつれてみえる。眠ってさえいないのかもしれない。

「その話は後でしましょう。まずはここを出なくては」

「……マーゴットはやっぱり怪かい人じんの手下だったのね」

　ジアが言った。その目に怒りという名の生気が宿る。

「そうじゃないかと思ったのよ……！　いなくなった二人もマーゴットが手引きして怪人に誘拐させたんだわ。なんて女なの！　あのクソ女！　私の演技を散々バカにして、自分は周りをハメて舞台に立ったんじゃない！　会ったら殴なぐってやる！」

「あの……ジアさん」

　リナレーアが女を宥なだめる前に横から悲鳴が上がった。

「怪人ですって？」

　見れば姉は完全に青ざめていた。

「怪人に誘拐させたというのはどういうこと？　まさか私達をここに連れてきたのもその怪人の仕し業わざだと言うの？」

「そうよ」

　きっ、とディートリンデを見るジアの双そう眸ぼうは異常なくらいぎらついていた。

「だって私見たもの。背中に何か背負った男があなた達を担いできたのよ。あれが怪人だわ。見つかったら殺されると思ったから隠れてたけど、あれがマーゴットだったらこのランタンで殴ってやったのに」

　なるほどそれで彼女は隠れてこちらを窺っていたのだ。怪人と思おぼしき男が連れてきた女達が敵なのか味方なのか判断しかねていたのだろう。

（ジアさんが言っているのはきっと怪人ではなくてあの翼を持った半魔だわ）

　リナレーアはそう思ったが、訂正する前にジアが続けた。

「この地下は怪人の住処すみかなのよ。倉庫に繫つながってた入り口の近くに広い場所があって、そこにいろいろと置いてあったもの。燭しよく台だいとか椅い子すとか……このランタンもそこから取ってきたの」

「怪人の住処ですって？　ここが？」

　ディートリンデはリナレーアの腕にしがみついて周囲を見回した。もしヘンリックがここにいれば、『僕に摑まりたまえ』などと言ってディートリンデに一いつ蹴しゆうされていただろう。いや、こういう状況下であれば姉もヘンリックに頼っていたのだろうか。しかし残念ながら、ここに王はいないのでその検証は不可能だった。

「怪人がどこかに潜んでいるの？　ああ、噓うそでしょう？　怪人が？」

「落ち着いてください、お姉様。大丈夫よ。少なくとも、ジアさんは丸一日何もされなかったのだもの。危険はないわ」

　怪人が存在するかどうかの論議は今するべきではない。重要なのは、この地下迷めい路ろから脱出することである。怪人に襲おそわれなくとも、人は飢うえで死ぬのだ。

「ジアさん。出口まで案内してくださる？」

「出口なんてわからないわ」

　ジアはすぐに言った。

「わからない？」

　リナレーアは驚いて聞き返す。

「わかるなら私だってこんなところから出てるわよ。マーゴットが追いかけてくるんじゃないかと思って闇やみ雲くもに逃げてたら、道がわからなくなって……それで……」

　声を段々と小さくしたジアは、やがてわっと泣き出した。

「なんなの。なんでこんな目に遭あうの？　マーゴットが変な絵を見せながらラミアに劇場から消えるよう命令してるのを見ちゃっただけよ。そしたら本当にラミアはいなくなるし……座長に言っても取り合ってもらえないし……。こんなことなら、あのまま劇場から逃げちゃえばよかった。何か換かん金きんできるものを持っていこうなんて欲をかくんじゃなかったわ……」

　ラミアというのは昨日いなくなった女優のことだ。座長のマイルズが話していた。ジアがすぐ劇場から逃げ出さなかった理由を理解して、リナレーアは念のため確認した。

「ジアさんは、この地下の入り口を知っていたわけではなかったのね」

「知らないわよ！　金目のものを探してたらマーゴットに見つかって追いかけられて……使ってない倉庫に逃げ込んだの。もう、恐ろしかったのよ！　マーゴットは私を殺しそうな剣幕だしいつ扉を破られるかわからなかったから、武器でもないかと思って部屋の中を探してたら床に細工を見つけたの。だから武器代わりに持ってた鉄かな梃てこを使って開けて……」

　やはりあの鉄梃を使ったのはジアだったのだ。

　あのままジアが外に逃げていれば、リナレーアは地下の存在に気付かなかったしマーゴットが捕らえられることもなかっただろう。結果的に、ジアの行動は事態の発覚に一役買ったというわけだ。

「……ごめんなさい、取り乱して」

　そう言って右手でグシャグシャと頭をかいたジアは肩で息をしている。

（普通の状態ではなさそうね……）

　リナレーアが考えたことを肯定するようにジアは額ひたいに手をあてて言った。

「ちょっとおかしくなりそうなの。もうずっとここにいるもんだから……。寝てもないのよ。あなたさっき、昨日って言ってたわね？　もしかして、私がマーゴットから逃げてる時にぶつかった人？　男の人だったと思ったけど……あれ昨日なの？　もう一晩すぎちゃったってこと？　噓でしょ？」

　リナレーアは少しでも彼女を落ち着かせようと微笑んだ。

「あなたがぶつかったのはわたくしの夫です。安心して。彼がきっと助けに来てくれるわ。でもこちらからも何かした方がよいと思うの。この地下で、何か見つけなかった？」

「何かって？　なんにもないわ。ランタンの油だってもうすぐなくなる。あなた達こそどうして怪人に連れてこられたの？」

「その話も後よ。ジアさん、なんでもいいの。何か思い出せることはない？」

「何もないわよ。最悪ね。やっぱりあなた達が連れてこられた時、隠れてないで怪人に襲いかかればよかった。不意をつけば私にだって怪人を倒せたかもしれないのに……」

　そう言うと、ジアは大きく息をついてその場に座り込んでしまった。

「ごめんなさいね。ちょっと疲れたみたい。足がだるくって……」

「あなた、大丈夫？」

　ディートリンデが膝ひざをついてジアの額に手をあてる。姉は険けわしい顔をした。

「熱があるわ」

　ジアは一日中眠らずにこの地下を彷徨さまよっていたのだ。精神的にも肉体的にも相当消しよう耗もうしたのだろう。それでも気力だけで動いていたのが、リナレーア達に会って気が抜けてしまったのかもしれない。

　ディートリンデの手を借りて、ジアは壁に背中をつけてよりかかった。ランタンは地面に置く。そこで彼女は思い出したように言った。

「待って……。小さな穴ならあったわ。ここで迷ってすぐの頃に見つけたの」

「小さな穴？」

「そう、指が二本入るくらいの穴なんだけど……たぶん通つう気き孔こうじゃないかしら。でも人がいるようなところには繫がってなかったみたい。見つけた時は狂きよう喜きしていろいろと叫さけんだけど、結局誰も気がついてくれなかったわ」

　リナレーアはディートリンデを見たが、姉は妹の視線の意味がわからないようだった。

「……なんて叫んだのか教えてくださる？」

「いろいろ叫んだわよ。誰かー！　とか、助けてー！　とか、ここよー！　とか」

「『ここよ』ですって？」

　ディートリンデがはっとした。リナレーアも頷うなずく。

「お姉様が聞いたのは、彼女の声だったんだわ」

　昨日の公演中、ディートリンデが奈落で聞いた声だ。あれは助けを求めるジアの声だったに違いない。

「そこに行きましょう」

　リナレーアはディートリンデと顔を見合わせて頷いた。

「そこなら劇場の奈落まで声が届くわ。ずっと叫んでいたら、誰かが聞いてくれるかもしれないもの」

「……そうね。それしかないわね」

　ディートリンデが頷く。

「ジアさん」

　リナレーアも膝をついてジアに顔を寄せた。

「その通気孔はここから近いの？」

「……うん。すぐそこよ。窒ちつ息そくしたりするのが怖くてあそこからあまり離れなかったから……。ランタンの金具を使って、目め印じるしに壁に傷もつけたの」

　ジアが指差す先を見上げると、確かに腰くらいの高さの壁に傷がつけられている。リナレーアは感心した。

「素す晴ばらしいわ、ジアさん。これを辿たどっていけば通気孔のところに行けるのね」

「風が通る音がするからわかると思う」

「わかった。それなら、お姉様はジアさんとここで待っていらして。わたくし一人で行くわ」

「でもランタンは一つしかないのよリナ」

「大丈夫。ランタンはお姉様達が持っていらして。わたくしは目印を辿っていくから平気。大丈夫よ」

　リナレーアはにっこりと微笑んだ。姉の顔色がひどく悪いように見える。わずかな明かりのせいだろうか。ジアが言っていた通り、ランタンの火もいつまでも保もつものではない。事態は一刻を争うのだ。できることはやらなくては。

「……リナ、あなたどうしたの？」

　ディートリンデが泣きそうな顔で言った。

「おかしいわよリナレーア。……どうして」

「大丈夫よお姉様」

　リナレーアは姉の言葉を遮さえぎって繰り返した。

「わたくしは平気。ね？　どうかここで二人で待っていらして」

　そう言うと、リナレーアはこれ以上引き止められる前に二人に背中を向けて歩き出した。

　一歩進むごとに暗闇が深くなる。頼りとなるのは指先が辿る傷だけだ。リナレーアは、まるで違う世界に入り込んでいくかのような錯さつ覚かくを覚えた。姉はじっと妹の背中を見つめているに違いない。

　リナレーアは振り向かなかった。

　いつもの姉なら、断固として妹を止めただろう。しかし止められなかった。止めることができなかったのだ。

『おかしいわよリナレーア。……どうして』

　姉の言葉の先は容よう易いに想像ができる。




『どうして、怖くないの？』




　ディートリンデはそう言おうとしたのだ。

　自らの異質さを、リナレーアはもう自覚していた。

　最初から、リナレーアには微み塵じんも恐怖がなかった。見知らぬ場所にも。暗闇にも。正体のわからない影にもだ。恐ろしいと思わない。

　それは、助けに来てくれるであろう夫への信頼でも魔物が絡んだ事件に対する耐性でもなかった。

　記憶を探さぐってみるが、最後に何かを恐ろしいと感じたのがいつか思い出せない。霧の魔物が怖いと泣いたのは何歳の時？

『壊れたお人形』

　今ならマリアンヌのあの言葉の意味を理解できた。

　感情の壊れたお人形。それが自分だ。

　恐怖を感じない。だから躊躇ためらいもなく飛び出してしまう。未知の世界への好こう奇き心しんを止めるのは恐怖だ。何かを恐れ、忌き避ひする心。

　それが欠けつ如じよしている。

（わたくしは不完全だわ）

　そう理解しながらも、そのことにさえ不安や恐怖を覚えない自分を、リナレーアは他ひ人と事ごとのように思ったのだった。
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　昼間は身なりを整え、一見して紳しん士しのようにも見えたマイルズであったが、今はもうその面おも影かげもなかった。

　髪は乱れ顔は鼻血で汚れていた。木も綿めんの上下には獣けものの爪つめによる鉤かぎ裂ざきがあり、靴も履はいていない。下穿きが濡ぬれているのは失禁によるものだ。男にはもはや尊厳も何も存在しないようだった。

　ザイラス＝レイデは、醜みにくいその男の顔を冷ややかに見下ろしていた。

　左右には三つ頭の灰豹と妖よう艶えんな女魔物が控えている。

　男には、まるでザイラスが魔物の王のように見えただろう。マイルズは両膝をついて命いのち乞ごいをした。

「どうか、命だけはお助けください……ひっ」

　ザイラスは男の髪を摑んだ。

「リナレーアはどこだ」
















　ザイラスの魔物達がマイルズを発見したのは、王都を出ようとする荷馬車の中だった。マイルズに金を渡されて馬車を出した粉屋の男は、今頃三つ頭のある獣に襲われる夢を見てうなされていることだろう。

　発見時のマイルズは、一劇団の座長には分不相応な額の金を所持していて、さらに一枚の絵を抱かかえていた。マーゴットの持っていた魔具だ。

　マイルズは既すでにそれをマーゴットに渡したのは自分であること、その魔具には見つめる者に暗示をかける作用があることを白状していた。それなのにどういうわけか、レイデ伯はく爵しやく夫人の居場所を吐こうとしない。妻を案じるザイラスの苛いら立だちは頂点に達しようとしていた。

「リナレーアはどこだ！」

　ザイラスの怒ど号ごうと共に、マーティンの足が男の腹に食い込んだ。苦く悶もんの表情で悶もん絶ぜつするマイルズはげぇと嘔おう吐としたが、もう胃液しか吐けないようだった。

「どうか……勘かん弁べんしてください。レイデ夫人がどこにいらっしゃるのか……私は知らないんです……」

　ザイラスは怒りを鎮しずめるように息を吐いた。

　マイルズにここまでされて口を噤つぐめる根性があるとは思えない。つまり、ザイラスの推測通り男は本当にリナレーアの行方ゆくえを知らないのだろう。

《コノ男ジャナイナ》

《ケケッ。無む駄だアシダ》

《コイツハナンニモ知ラネェヨ》

「うるせぇな、黙だまってろ」

　三つ頭の灰豹に吐き捨てながらも、ザイラスは頭の中を高速で回転させていた。近くにある一人掛け用の椅子に座って、脚あしを組む。

　ここはレイデ家の屋敷の一室だ。主おもにこういった、表には出せない要件がある際に使用している部屋である。窓はなく、今はマイルズの嘔吐物と排はい泄せつ物ぶつで不快な臭においがしていた。もちろんリナレーアはこの部屋のそういった役割を知らない。物置か何かだと思っているだろう。

　ザイラスは部屋の隅で揺れる炎ほのおを見つめて思考した。

　マイルズは、劇場の地下で行われていた魔具の取引に関しても白状した。やはりこの男は『魔物解放団』の一員だったのだ。そして自らの劇場の地下を魔具の売買市場として解放し、利益を得ていた。

　新聞社に匿とく名めいの手紙を送って怪人の噂うわさを広め、それを隠れ蓑みのにして魔具の効果実験を行った。これもザイラスが推測した通りだ。試験者であるマーゴットが魔具を使って主役の座を射止めたことで、魔具の効果は実証されたと言えるだろう。件くだんの魔具には高値がついたはずだ。だからこそマイルズは、それを持って逃げ出したのだ。

　マーゴットが魔具や『魔物解放団』について何も知らないことは尋じん問もんによって明らかになっている。女は、あの絵を怪人からもらったのだと信じきっているようだった。マイルズはうまくやったものだ。

「もう一度、お前が接触していた解放団の人間の名を言え」

　ザイラスはマイルズを見下ろして命じた。

「は、はい。……ロ、ロイダー卿きよう、グレイス卿……それにアンニーナ女じよ史し、ほ、他は名前はわかりません。し、市場に出す魔具は彼らの内の誰かが観劇客に紛まぎれて持ってきました。こ、今回のように、外部の人間を使った実演は初めてで……私は反対したんですが彼らがどうしてもと脅おどしてくるので……」

　もうマイルズの言葉は頭の中に入ってこない。この男は、二言目には自分を擁よう護ごすることばかり言うのが耳みみ障ざわりだ。

（明らかに、『魔物解放団』の動きがここ数ヶ月で派は手でになってきてるな……）

　これまでは、その活動に一般人を巻き込むようなことはしなかった。だからこそ魔物使いとしてのザイラスの仕事は世間に知られることなく進めることができたのだ。

　団の中で何か起きたのだ。そうとしか思えなかった。

　リナレーアの誘拐もそこに起因しているのだろうか。

『魔物使いへの牽けん制せいではないのか。お前は核かく心しんに近づいている』

　ヘンリックのあの言葉は可能性の一つにすぎない。

　ザイラスは舌打ちをした。

　結論を導き出すためには手がかりが少なすぎる。

　リナレーアとディートリンデがいなくなった場所に残されていたのは、靴と血けつ痕こんだけだ。あの場所で、何があった？　生いけ垣がきは上に何か重いものを載のせた時のように枝が折れてぼろぼろになっていた。血痕はほんのわずかだ。たとえリナレーアのものであったとしても、致ち命めい傷しようではないだろう。

　その時、ザイラスの脚にマイルズがすがりついてきた。

「ほ、本当に、私は何も知らないんです……！　し、市場も、今回で終わりにしようと思っていました。恐ろしい……。怪人の怒りを買ったんです。あの男は、自分の住処を汚すのは許さないと私を脅したんです……！」

「怪人だと？」

　ザイラスは眉まゆを上げた。

「怪人はお前が広めたでまかせだろ」

「違います！　怪人は本当にいたんです！　昨日私の前に現れた……！　市場を閉じなければ私を殺すと脅した！」

　ザイラスには、マイルズが錯さく乱らんしているように見えた。言っていることがまるで支し離り滅めつ裂れつだ。今さら怪人は本当にいるのだと言い出すなんて。

「昨日のいつだ」

「昨日……昨日の……そうだ、夕刻でした！　沈みかけた太陽が怪人の背後にあって……」

　マイルズの視線がきょろきょろと動く。まるで記憶を探っているかのようだ。本当に昨日のことであるならすぐに思い出せるだろうに。

「怪人は……そう、小さかった。いや、大きな男でした……。黒い……フードを。違う、顔は見えなかった。陰になっていて……そうだ、部屋の中は暗かった。いや違う。……なぜ、ううう」

　両手で頭を抱えて苦悶し始めた男を、ザイラスは不審に思った。

「おい、どうした」

「頭が……頭が痛いんです……恐ろしい……怪人の呪のろいだ……！」

　ザイラスはマーティンと顔を見合わせた。

　どうも演技には見えない。厳しい尋問のせいで錯乱した？　いやそんなはずはないだろう。その辺りの加減は心得ている。

「マイルズ、怪人の呪いってのはなんだ」

　ザイラスは床に膝をつくと、マイルズの襟えり元もとを摑んでぐいと上を向かせようとした。しかし驚くほどの力で振り払われる。

「呪いだ！　呪いだ！」

　マイルズはもう一度叫ぶと、ぐしゃぐしゃと髪をかき乱して床の上に蹲うずくまってしまった。ぶるぶると全身が震えている。

《コイツオカシイゼ。ケケッ》

《狂くるッテル》

《解放団ノヤツラニ何カサレタンジャネェノ》

　その時、ザイラスははっとした。

　先ほどマイルズはなんと言った？

『沈みかけた太陽が怪人の背後にあって……』

　そんなもの、昨日は見えなかったはずだ。夕刻にザイラスが屋敷に戻った時、空は雲に覆おおわれ雨が降っていた。

「マーティン。回収した魔具を持ってこい」

「は？」

　マーティンは聞き返した。

「この男が持っていた魔具ですか？」

「そうだ」

　女魔物の姿をした執しつ事じは多くを問わなかった。踵きびすを返して部屋の入り口へ行き、そこに立てかけてあった四角いものを手にする。覆っていた布を外はずせば、中から現れたのは一枚の絵画だ。

　人に暗示をかける魔具。

　マーゴットが赤い眼めの絵だと証言したそれは、抽ちゆう象しよう画がだった。中央に、複雑に色を塗ぬり重ねた赤い円が描えがかれている。マーゴットはこれを眼だと思ったのだ。

　そして見ようによっては暁あかつきに染まった太陽にも見える。沈みかけた夕刻の太陽に。

「マイルズ」

　ザイラスは、絵を男の正面に置いた。

　何かに怯おびえるように蹲り顔を上げようとしない男の髪を摑み、上げさせる。

「お前が昨日見た太陽はこれだ。誰に暗示をかけられた？　これを見ている時に聞いた言葉を思い出せ」

　男は、その絵を目にした瞬間すっと魂たましいが抜けたかのように瞳から色をなくした。

「怪人は誰だ!!」

　ザイラスが怒号を上げる。するとマイルズは、誰かに操られているかのように口を動かした。

「……地下に、女を……。恐怖を……見せる……」

「恐怖だと……？」

　ザイラスは男から手を離して立ち上がった。

「旦だん那な様、地下というのはもしかして」

　マーティンの言葉の続きを待つまでもなかった。マイルズが口にする地下など、一つしかない。

「マーティン、先に行け！」

　魔物使いの命令で女魔物が部屋から消える。

「……」

　昏こん倒とうした男を今一度見下ろして、ザイラスもまた部屋から飛び出したのだった。
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　漆しつ黒こくの暗闇の中を、リナレーアは歩いていた。

　ここが虚きよ無むではないことを証明するのは、左手に触ふれている石壁と、薄い靴下越しの地面の冷たさだけだ。先ほどまで聞こえていたジアを励はげます姉の声はもう聞こえない。リナレーアは何度か、壁から手を離して自らを虚無の中に置くことを想像したが、姉達のことを考えて思いとどまった。

　しかしこの道行の中で、本当の無について思いはせることは止められなかった。

　すべての感覚が閉ざされた中に立つのは、どういった感じがするものなのだろう。

　夜の中に浮ふ遊ゆうしているようなのだろうか。

　そこには星も月もない。

　闇はきっと、こちらを押し潰つぶすような圧倒的な存在感を持っているに違いない。

　そう……姉が演じた黒魔女と同じように。

　いつになく、思考が飛ぶ。暗闇の中には束そく縛ばくもなかった。

（魔女はきっと、魔物を愛していたんだわ）

　だからこそ食われることを選んだ。愛する魔物の腹の中で、彼女は本当の無を得たのだ。

　そこには自分を煩わずらわせるものは何もない。不安も、恐怖も。

　外の世界は恐ろしいものばかりだ。見たくない。触れたくない。

　ディートリンデが暗闇を恐れるのは、そこに何か有るのではと想像するからだ。

　本当の暗闇は──無であるということは、人に安あん堵どを与えることができる。

　魔女は、魔物は……それを知っていたのだ。

　その時、リナレーアの耳は微かすかな音を捉とらえた。

『風が通る音がするからわかると思う』

　ジアの言葉を思い出す。

（これだわ）

　リナレーアは地面についている足を意識した。無について考えることをやめる。今は、助けを呼ばなくてはならない。

　座長が失しつ踪そうし、女優が捕らえられ、ピアットリー座は公演どころではなくなった。今劇場には警備隊が調査に入っているはずだ。舞台下の奈落も調べているだろうか。そこに人がいれば、声が届く。

　リナレーアは、確実に、一歩一歩足を踏み出した。

　音が次第に大きくなる。

　それが発生していると思われる場所でリナレーアは足を止め、壁を両手で探った。

（これだわ）

　その穴はほどなくして見つかった。ジアの言っていた通り、指が二本ほど入りそうな穴だ。

「誰か、助けてください！」

　リナレーアは穴に向かって叫んだ。

「誰か！　聞こえますか！」

　自らの声が地下に反響する。

「病人がいます！　誰か！」

　次の瞬間、リナレーアは息を吞んだ。

　ひんやりとしたものが自分の瞼まぶたに触れている。誰かの息づかいが耳元で聞こえた。背後に人がいるのだ。そしてその手でリナレーアの目を覆っている。

「……誰？」

　リナレーアは問うた。

　しかしそれは答えない。

「病人がいるんです。地下から出たいの。出口をご存知ですか？」

　続けて問いを口にした。

　夫ではない。

　ザイラスなら、『リィナ』と名を呼び強く抱きしめてくれるはず。しかし背後の何者かは、まるでそれしか許されていないかのように優しくリナレーアの瞼を覆うだけだった。

　おかしな話だ。どうせこの暗闇の中では、振り向いても顔を見ることはできないのに。

「あなたはどなたですか？」

　彼女はもう一度その正体を訊たずねた。

「……」

　沈ちん黙もくしか返らないので、リナレーアはゆっくりと振り向いた。そして目の前にいるはずの誰かの顔をじっと見つめる。

「怪人さんね？」

　彼女は確信でもって微笑んだ。

「ごめんなさい。もしかして本当に、この地下はあなたのおうちだったのかしら。邪じや魔まするつもりはなかったの。何もしないで出て行くわ。どうか外に出る道を教えてくださらない？」

「……」

　しかし答えはない。

　怪人の手がリナレーアの頰ほおを撫なでる。

（もしかして彼には見えているのかしら）

　手袋越しの怪人は、暗闇の中でも視界を確保できる眼を持っているのかもしれない。そういう特別な力があるならば、彼が魔物である可能性は高いだろう。

「余計なことだったならごめんなさい。行く場所がないのなら、わたくしの夫を訪ねてみてはどうかしら。ザイラス＝レイデは素晴らしい人よ。きっとあなたを助けてくれるわ」

　ザイラスならば、悪いようにはしないはず。

　彼は魔物に対して寛かん容ようだ。

　しかし怪人は、拒絶の言葉の代わりにリナレーアから手を離した。

「待って」

　制止の言葉も虚むなしく気付けば側にあった息づかいも消えている。彼女はしばらく待ったが、足音もしなかった。

　地下の魔物は姿を消した。リナレーアはそれを悲しく思った。

　彼が拐った歌姫はどうしたのだろう。振られてしまったのだろうか。

　一言も語らなかった怪人は、しかし声にならない何かを訴うつたえているようにも思えた。

　リナレーアは再び壁を振り向くと、また手探りで空気穴を見つけてそこに口を寄せた。

　怪人の孤独。

　それを思うと、胸が締めつけられる。

　リナレーアはたやすくあちら側へ行けるだろう。留めるのはこの足に繫がる細い鎖くさりだけだ。

　それを手た繰ぐり寄せるように、言葉を紡つむぐ。

「ザイラス……助けて」

　沈黙が返答だ。

　リナレーアは頰に雫しずくをこぼした。

　夫にどう説明すればいいだろう。

　自分は壊れてしまっている。

　欠陥があるのだ。この身の内のほとんどは既に無の中にあって、残りもたやすくその中に入り込めるようになっている。

　あの箱だ。いつも心の奥底に鍵かぎをかけて隠していたあの箱の中。あの中に、完全な無が待っている。

　恐ろしくはない。

　ただ悲しいのだ。

　足に繫がる鎖だけが温かい。

　リナレーアが両手で顔を覆ったその時だった。

『リィナ、下がれ！』

　求めていたその声に耳がぴくりと反応する。リナレーアは反射的に後ずさった。

　一いつ拍ぱく置いて、ドガン！　という轟ごう音おんと共に光が視界いっぱいに広がる。目を細め、息を吸う。

　突然の光で何も見えない。

　しかし次の瞬間、彼女は力強い腕に抱きしめられていた。

「ザイラス」

　息を吐くようにして、その名を呼ぶ。

　背中に回された腕は苦しいくらいにリナレーアを締めつけてきたが、離してほしいとは思わなかった。できることなら、このまま彼の中に入り込んでしまいたい。

（わたくしも魔女と同じね……）

　魔物に食われることを願った魔女。愛する人の中で安堵と共に微睡まどろみたいと願った黒魔女を、リナレーアはよく理解できた。

　徐々に光に慣れてきた視界の中で、リナレーアは夫の背後に女性の姿をしたマーティンを見つけた。マーティンは微笑んでいる。

「奥様。ご無事でなによりです」

　魔物の背後には大穴の開いた地下の壁があった。その向こうにはさらに壁があって、それにもまた穴が開いている。奥の光が降り注そそいでいるところからざわざわという人のざわめきが聞こえた。あちらが劇場なのだろう。

「怪我はないか？」

　ザイラスに顔を覗き込まれて、リナレーアは微笑んだ。

「ええ、大丈夫です」

　しかし夫は妻の言葉を信じられないようで、疑わしげに眉を上げた。リナレーアは全身を確かめられる前に問いを口にする。

「どうしてここがわかったの？」

「マイルズへの尋問と、ディンヴィリヴェーラの鼻だ」

　どうやら声が聞こえたわけではないらしい。リナレーアは少し目を丸くした。

「わたくし達をここへ連れてきたのは半魔の男性よ」

　彼女には、どうしてここでマイルズの名前が出てくるのかわからなかった。そういえば、王宮で夫はマイルズが行方不明になったという話をしていたが、それに関係しているのだろうか。

「それについては、後で話そう。義あ姉ね君ぎみは？」

　暗闇の中でも、リナレーアは方向感覚を失っていなかった。少し考えて、自らが歩いてきた方向を指差す。

「あちらです。ジアさんも一緒にいるわ。具合が悪そうだから、早く医師に見せないと」

「わかった」

　ザイラスが視線で指示を出すと、マーティンがそちらへ駆かけ出した。夫はもう一度妻を抱きしめる。

『おーい！　大丈夫ですかー？』

　穴の開いた壁の向こうからこちらを窺う声が聞こえた。

「まさか、人の前でマーティンに壁に穴を開けさせたの？」

　リナレーアは聞いた。

　レイデ家の執事のマーティンは石壁に穴を開けられるくらいの剛ごう力りきの持ち主だが、普通の人間にはそんなことはできない。もしその力を一般人の前で発はつ揮きしたとしたら、人々はその異質さに気付くだろう。

「目の前で開けたわけじゃねぇよ。舞台下は狭せまいからな。警備隊の奴らには、俺達が舞台下に入ったとたん、地下が崩ほう落らくしたように聞こえたんじゃねぇか？」

「ディンヴィリヴェーラは？」

「ちょっと黙れリィナ」

　ザイラスはそう言うと、妻の口を塞ふさいだ。

　甘やかなその唇くちびるに心臓が早はや鐘がねを打ち頰に血が上る。

「ザイラス」

　言わなくては、とリナレーアは思った。

　あなたの妻は壊れているのだと、夫に告げなくてはならない。

「わたくし……」

「泣いたのか、リィナ」

　ザイラスはリナレーアの頰を拭ぬぐって言った。先ほど流した涙はいつの間にか止まっていた。リナレーアは夫を見つめて答える。

「……怖くて泣いたんじゃないわ」

（わたくしは怖いという感情を知らないの）

　そう口にする前に、ザイラスは柔やわらかく笑った。

「わかってる」

　リナレーアは瞬まばたきをした。

　わかってる？

　どういうことなの？

　ザイラスは妻の額に優しく口付けをして、宥めるように背中を撫でた。

「大丈夫だ。安心しろリィナ。俺が側そばにいるから」

　その言葉は、不思議なくらいすぅとリナレーアの内側に入り込んだ。

（……そう。大丈夫なのね）

　ザイラスがそう言うなら、そうなのだ。

　悲しむことなど何もない。

　大丈夫だ。

　リナレーアは夫の胸に頰を寄せた。

（不思議ね）

　夫の言葉は宝石のようにきらきらとしながらリナレーアの身体の中の隅々まで満たした。光の中にもこんな安堵があるのだと、リナレーア＝レイデは初めて知ったのだった。
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　翌日のレイデ家の応接間には、レイデ夫妻とヴァルター＝エンブリーの三人がいた。ヴァルターが今日やってきたのは、昨日きのうザイラスが王宮へ報告に行かなかったせいだ。

　リナレーアを地下迷めい路ろから救い出した魔物使いはその後ぴったりと妻にくっついていて、報告を簡単な文書のみで済ませていた。当然ながらヘンリック王がそれで納なつ得とくするはずもなく、夜が明けてからヴァルターが派は遣けんされたというわけだ。

　一昨日の曇どん天てんが噓うそのように晴れた青空が見える部屋の中で、ヴァルターがマーティンの用意した紅茶に口をつける。

「結局、ピアットリー座は解散だ。劇場も売りに出されるだろうね」

　兄の言葉に、リナレーアは驚かなかった。

　そうなるのも仕方がないだろう。座長と女優が捕とらえられた上に舞台下には大穴が開き、公演がうてるような状況ではないからだ。リナレーアは少なからず責任を感じた。後者の原因は自分にあるのだ。リナレーアがいるのでなければ、ザイラスはあんな乱暴な方法を取らなかったに違いない。

「……怪かい人じんさんはどうなるのかしら」

　昨晩出会った怪人はあの地下に住んでいたはず。劇場が売りに出されれば、彼も困るのではないだろうか。

「怪人だって？」

　ヴァルターが目を丸くした。

「怪人の噂うわさはマイルズが流したものだという話を聞いていないのか？」

「それは聞いたわ。でもわたくし、昨晩会ったのよ」

　女優の失しつ踪そうが怪人の仕し業わざではないかという噂を流したのは座長のマイルズだったと、リナレーアは昨晩のうちにザイラスに聞いていた。

　それに失踪していた二人の女優が昨日発見されたことは、つい先ほどヴァルターから報告を受けたばかりである。記憶を失った状態でそれぞれ隣町と街道沿いの村で保護されていたらしい。マーゴットは、『すべてを忘れて王都を出ろ』と暗示をかけたのだ。二人は様子を見て王都に移送され、件くだんの魔具で暗示を解とかれる予定である。

　一方で、リナレーア達と共に地下から助け出されたジアは空腹と疲労による発熱だと診しん断だんされ、今日一日王宮で医師の診察と警備隊の聴ちよう取しゆを受けるようだ。

「昨晩会った？　どういうことだい？」

　ヴァルターが興味を引かれたように聞いてくる。ザイラスは何も言わない。夫には昨日話しているからだ。

「地下で会ったのよ。暗かったから顔は見えなかったけれど……」

　地下の暗くら闇やみの中、怪人は優しくリナレーアに触ふれた。姿は見えなかったし声も聞こえなかったが、あの指先だけで、リナレーアは彼が何かを訴うつたえようとしていることを感じた。それが何かはわからなかったのだけれど。

「怪人に？　まさか。だって三年前の怪人は……」

　この時、ヴァルターは少し言い淀よどんでザイラスに視線をやった。

「なんですか？　お兄様」

　いかにも意味ありげな仕草である。リナレーアはわけがわからず兄と夫を交互に見た。

「ザイラス、まだリナには言っていないのかい？」

「……」

「なんですか？　あなた」

　非難めいた兄の言葉に沈ちん黙もくを返したザイラスは、一瞬苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。リナレーアは身を乗り出す。怪人について、夫は何か知っているのだろうか。

「……三年前のピアットリー座の怪人は俺だ」

　彼の言葉は、衝しよう撃げき的てきなものだった。

「……なんですって？」

　思わず目を丸くして聞き返す。

「あなたが？　怪人？」

　リナレーアの頭に疑問符が乱らん舞ぶする。確かに怪人に扮ふんしたザイラスは謎なぞめいていて素す敵てきかもしれないが、夫が劇場の地下に住んで不ふ遇ぐうの歌姫を取り立てるよう怪文書を記しるしている姿など想像できない。

　ザイラスは息を吐はいた。助け舟を出したのは、ちょうど紅茶のお代わりを持ってきた執しつ事じのマーティンである。

「三年前、ピアットリー座からいなくなった赤い髪の歌姫はエイダのことなのですよ、奥様」

「ええ！」

　リナレーアは今度こそ声を上げて驚いた。

「エイダ？　噓」

　確かに、レイデ家の女使用人であるエイダは赤い髪を持っている。それに魅み惑わくの歌声の持ち主ぬしだ。そう言われて初めて、リナレーアはそれらの特徴がエイダに一いつ致ちすることに気付いた。

「でもどういうこと？　あなた、エイダを拐さらってきたの？」

　ザイラスが怪人で、エイダが歌姫だというならそういうことになる。

「拐ったわけじゃねぇよ」

　しかし夫は馬ば鹿か馬ば鹿かしいとでも言いたげに否定した。

「あのな、リィナ。あんた、その三年前の怪人の情報はどっから仕入れたんだ？」

「キリクよ」

　リナレーアはレック新聞社の社長兼編集長兼記者の名前を口にした。ザイラスが苦々しい顔つきで横を向いて舌打ちをする。

「そうだろうと思ったぜ。当時大たい衆しゆう紙しに書かれたことはほとんどがガセネタだ。劇団には怪文書なんて届いてねぇし、怪人なんてのも存在しなかった」

「まぁ。そうなの？」

　そういえば、怪人誘ゆう拐かい説は自分の仮説だとキリクは言っていたではないか。大衆紙の記者というのは、自みずからの推測を真実のように書き連ねるものだ。それがいくつか重なって、ねじ曲がった真実が伝えられたのだと言われれば納なつ得とくはできる。しかしそれならどこまでが真実なのだろう。

「実際のところ、エイダは自ら劇団から出たんですよ」

　ザイラスの代わりにマーティンがリナレーアの疑問に答えてくれた。有能な執事である。

「あの子は、自分の声の異質さを自覚していたので、当時もほとんど喋しやべることはありませんでした。ただ歌うことは昔から好きだったんです。だから劇団の道具方で働いて、一人の時に歌を口ずさんでいた。けれど三年前に、たまたまそれを当時の演出家に聞かれてしまったんです。エイダは演出家に請こわれて一度だけ舞台に立ちました。……その時何が起きたかはおわかりでしょう？」

　エイダの美しい声は、人の心をかき乱す。

　きっと観客達は普通ではいられなかっただろう。

「結局、公演はすぐ中止になりました。そこで、旦だん那な様が現れてエイダを引き取ったのです」

「そうだったの……。だからあの子、劇場に行く時に眼鏡めがねをかけていたのね」

　恐おそらく、劇場に自分を知る者がいたら面倒だとでも考えたのだろう。あれだけ無口な娘なのだ。昔の知り合いとの再会など煩わずらわしいだけに違いない。

「……でもそれなら、昨日わたくしが会ったのは誰だれ？」

　昨日の地下で起きたことは、自分の幻げん覚かくなどでは決してないはずだ。リナレーアは瞼まぶたや頰ほおに触れた手の感触も、人の息づかいも覚えていた。

「怪人だったんだろ」

　ザイラスがどうでもよさそうに答える。

「でも三年前の怪人はあなただったのでしょう？」

「俺は、怪人が存在しないとは一言も言ってないぜ」

　リナレーアはよくわからなくなった。まるで謎かけだ。夫はまだ何か隠かくしているのだろうか。

「どういう意味？」

「別に他意はねぇよ。リィナ、俺は昨日あんたが怪人に会ったって言ってるのを信じてるだけだ」

　怪人に会ったのはリナレーアだけだ。証明はできない。

（……あれは怪人だったのだと、わたくしが信じていればいいのかしら）

　冒険家ルーベン＝ベネディクトだって言っている。『信じることからすべてが始まるのだ。』と。

「それで、リナを拐った翼つばさを持つ半魔についてはどうなってるんだい？」

　話題を変えたのはヴァルターだった。

「調査中だ」

　肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついたザイラスが短く答える。

「そういえば、どうしてわたくしとお姉様が誘拐されたのかはわかっているの？」

「あんたが可か愛わいいからだろ」

「ザイラス。わたくしは真ま面じ目めに言っているのよ」

　妻がきっと睨にらむと、夫は悪戯いたずらっぽく笑って彼女の手に触れた。

「それも調査中だ。だがリィナ、当分の間は一人で外を出歩かないでくれ。今回のようなことがまたあったら俺の神経が保もたねぇからな」

　昨日リナレーアがいなくなった後、夫がどんなに心配したのかは抱きしめられた腕の強さでよくわかった。

　彼はあの後片時も妻から離れようとしなかったし、本気でリナレーアを屋敷の一室に閉じ込めておくことを検討しているようだった。次同じようなことがあればそれは実行に移されるだろう。しばらくは大人おとなしくしておこうとリナレーアは決めた。

　コンコンと部屋の扉とびらが叩たたかれたのでマーティンが扉を開ける。

　立っていたのは旅たび支じ度たくをしたディートリンデと、姉の荷物を持ったエイダだ。リナレーアは立ち上がった。

「お姉様、準備ができたの？」

　実家から危き急きゆうの知らせがあったのは今け朝さだ。なんでも長ちよう兄けいのアロイスが階段から落ちて利きき腕を骨折したのだという。仕事に支し障しようが出ているから、至急戻ってきてディートリンデに補佐をしてほしいと手紙に訴えていた。

　昨日あんなことがあったのだ。リナレーアはせめて一日家でゆっくりするよう姉を説得したが、聞いてはもらえなかった。

　結局ディートリンデは三日しか滞たい在ざいしていない。本当はもっといろいろなところを見て回りたかったのに、リナレーアはとても残念だった。

「本当に帰ってしまわれるの？」

　リナレーアは姉に駆かけ寄ってその手を握にぎった。ディートリンデは最愛の末妹だけに向ける優しい微笑ほほえみを顔に浮かべる。

「ごめんなさいね、リナ。またきっと遊びにくるわ」

「絶対よ。わたくしも、そのうち家へ帰るから」

「待ってるわ」

　ディートリンデは左手で妹の頰を撫なでた。その手は幼おさない頃の記憶のままに優しく温かい。

「……ごめんなさいね、リナ」

　姉が何を謝罪しているのか、リナレーアにはわかっていた。

『おかしいわよリナレーア。……どうして』

　地下でそう言ったディートリンデは暗闇の中に消えたリナレーアを追いかけなかった。あの時姉は、妹を見捨てたような気持ちになったに違いない。本当はそうではないのに。

　あれは、リナレーアが望んだことなのだ。ディートリンデが罪ざい悪あく感かんを覚えるようなことではなかった。

「お姉様が謝あやまることは何もないわ」

　だからリナレーアは微笑んで姉の手に自らの手を重ねた。

「大好きよ、ディートリンデお姉様。昨日も、お姉様が一緒にいてくださったから怖くなかったの。ありがとう」

　これは自分のための噓だ。ディートリンデは優しいからきっと騙だまされてくれるだろう。

　リナレーアは、姉の前では『壊れたお人形』ではいたくなかった。大好きな優しい姉の心を、無用に乱したくない。

「リナ……」

　ディートリンデが何か言おうと口を開いた時、バタン！　と玄関扉の開く音がした。次ついでドタドタと大おお股またの足音が聞こえる。

「おお！　ここにいたのか！」

　この応接間は玄関ホールを入ったすぐのところにある。断りもなく屋敷に入り込んだ声の主は、すぐに目当ての人物を見つけるとやはり断りもなく駆け寄り抱きしめた。

「会いたかったぞ、ディー！」

「ヘンリック！」

　ディートリンデは悲ひ鳴めいを上げた。

「離してちょうだい！」

　王はぱっと離れるとディートリンデの出いで立たちと側そばに立っているエイダの荷物を見て嘆たん息そくした。

「ああやはり、今朝僕が感じた嫌いやな予感は当たっていたようだ。もう帰るのか？　ディートリンデ」

　まるで捨てられた子犬のような顔である。しかしディートリンデはうんざりとした様子で王を睨みつけた。

「いらない噓はつかないでヘンリック。どうせヴァルターから聞いたのでしょう？」

「違うよ。姉上が今日帰ることは私もこちらへ来てから知ったんだ。ヘンリックには言っていない」

　姉を見送るため側に来ていたヴァルターが言った。そのすぐ横にザイラスもいる。ヴァルターは不思議そうに眉まゆを上げていた。

「信じがたいことだけど、どうやら本当に直感が正しく働いたようだね。ヘンリック。君、姉上に監視でもつけてるの？」

「できることなら僕が二十四時間君を監視していたい」

　王は目をきらきらとさせながら言ったがこれは無視された。代わりにザイラスが言う。

「おい、人の家に勝手に入ってこないでいただけませんか陛へい下か」

「気持ち悪いから私の視界に入らないでくれる？　ヘンリック」

「ではずっと背後から君を抱きしめていようか」

「本当に気持ち悪いからその辺にしておいた方がいい。段々君が気の毒に思えてくる」

　リナレーアは笑った。

「ヘンリック様は本当にお姉様を愛していらっしゃるのね」

「ああ、小さなリナレーア。僕は君に『お兄様』と呼ばれることもやぶさかではないよ」

「まぁそれは素敵ね」

「素敵じゃないわ、リナレーア。縁えん起ぎでもないことを言わないでちょうだい」

　ぐったりしてそう言うと、ディートリンデはもう一度妹を抱きしめた。

「もう行くわ、リナ。面めん倒どう臭くさい男が来たから」

「僕の乗ってきた馬車に乗りたまえ。王都を出るところまで送ろう」

　王の申し出に姉は眉を上げる。

「言われた通りにすると思う？」

「送らせてくれないのなら、僕が乗った馬車はエンブリー領までぴったりひっついて君の馬車を尾び行こうするぞ」

「……」

　沈黙は、ディートリンデが観念した証あかしだった。

　リナレーアは姉を玄関まで見送った。王がレイデ家の玄関先まで乗りつけてきた馬車はとても豪ごう華かな仕様のもので、中は大人二人には十分な広さがあった。護ご衛えいの騎き士しが二人、自らの馬の手た綱づなを握って控ひかえている。

「私も乗せてもらおうかな」

　ヴァルターがそう言い出した時、ヘンリックはあからさまに嫌そうな顔をした。

「今回は姉上とゆっくり話す時間もなかったしね」

「いい考えね、ヴァルター」

　ディートリンデはほっとした様子で笑った。

「お前は遠えん慮りよという言葉を知らないのか、ヴァルター」

　王が親友をじとりとした目で見て低い声で抗議する。

「残念だがねヘンリック。私は友人よりも実じつ姉しを優先することにしているんだ」

　そう言うと、ヴァルターは先にひょいと馬車に乗り込んでしまった。

「おい、待て」

　王も慌あわててその後ろを追いかける。

「お前は降りろ」

「嫌だよ。君が降りたら？　そうしたら車内が広くなる」

「馬ば鹿かかお前は。僕の馬車だぞ」

　車内から聞こえてくる声はまるで子供の喧けん嘩かだ。リナレーアはくすくすと笑い、ディートリンデはため息をついた。

「子供の喧嘩だな」

　ザイラスがリナレーアが思ったのと同じことを言った。

「まったくその通りね……」

　ディートリンデが同意する。この時になってやっと、姉はまっすぐに夫を見た。

「……ザイラス様」

　ディートリンデは一度ゆっくりと瞬まばたきをして、頭を下げた。

「妹を、どうぞよろしくお願いします」

「お姉様……」

　リナレーアは驚き、胸を詰まらせた。姉が誰かに頭を下げているところなんて初めて見たのだ。誇ほこり高いディートリンデ＝エンブリー。彼女はいつだって、誰かに懇こん願がんされる側だった。

　お姉様頭を上げて、とそう言う前に夫に肩を引き寄せられる。

　この時のザイラスの言葉を、リナレーアはきっと一生忘れないだろう。

「大切にします。何よりも」

　夫の声は、百の言葉よりも力強く聞こえた。

　背筋が伸びる。誇らしい。この人が、自分の夫なのだ。これから一生を共にする人。すべてをかけて、信じられる人。そんな人を自分は見つけた。

「お父様とお母様とお兄様とお義ね姉え様によろしくね。それと城の皆にも。特にお兄様には、どうぞお大事にしてくださいって」

　リナレーアは声が震ふるえないようにして微笑んだ。

「ええ、伝えておくわ」

　御ぎよ者しやが置いた馬車用の階段に、ディートリンデが足をかける。車内からはまだ王と兄の小こ競ぜり合いが聞こえてきていた。馬車の中に入る前に、彼女はもう一度妹を見てどこか寂さびしげに笑った。

「それではね、リナ。元気でいてね」

　リナレーアにはもうこくりと頷うなずくことしかできなかった。

　ディートリンデが車内に入ると悪友二人の言い合いがピタリと止まる。やがて馬車は出しゆつ立たつした。

　リナレーアは、馬車と騎士達が見えなくなるまでそこに立っていた。まるで胸にぽっかりと穴が空いたような気持ちになる。寂しいのは自分の方だ。ザイラスは、リナレーアのそんな気持ちを読み取ったのか、額ひたいに軽い口付けをしてくれた。

「どうして教えてくれなかったの？」

　彼女は夫を軽く睨ねめつけた。

「何を？」

「怪人の正体があなただったことよ」

　ザイラスは肩を竦すくめる。

「怪人と聞いて目を輝かせている妻の気持ちに水を差したくなかったんだ。意味はあっただろ？　あんたからキスをしてくれた」

　リナレーアは二日前のことを思い出して聞いた。

「『ご褒ほう美び』は、あれでよかったの？」

「期待以上だったな。俺はてっきり、あんたの手料理とかそういうもんだと思ってた」

「知っているでしょう？　わたくし、料理はしたことがないの」

「焼き菓が子しでもいいんだぜ」

　焼き菓子なんて、幼い頃に一度作ったきりだ。何よりザイラスは甘い物が嫌いなのに。

「からかってるのね」

　唇くちびるを尖とがらせたリナレーアは、少し考えた後背伸びをして夫にキスをした。

　ザイラスが驚いて目を丸くする。リナレーアがこんなふうに彼を驚かせることができることは珍めずらしい。彼女は笑った。

「昨日の朝、キスができなかったから」

　ディートリンデがやってきた日の夜、そう約束をしたのだ。けれどリナレーアが無茶をして王宮に泊とまることになったせいでうやむやになっていた。彼女はまっすぐに夫を見上げて聞いた。

「わたくしは、魔物なの？」

　リナレーアはずっと、その可能性を考えていた。

『魔物ってのはつまり、魔が宿った生き物のことだ。魔は世界中のあらゆる隙すき間まから滲にじみ出てて、たまたまそこに触れた者を魔物にする』

　いつかそう言ったのはザイラスだ。誰もが魔物になりうるなら、リナレーアが魔物である可能性だってあるのだ。たまたまそれに気付かずこれまで生きてきただけで。

「違う」

　しかしザイラスは言げん下かに答えた。

「……リィナ」

　彼はその大きな両手でリナレーアの頰を包んだ。そこから伝わる温ぬくもりが、リナレーアの四し肢しまで広がる。

「まだ確かじゃないことがいくつかある。だからあんたにはすべてを話せない。……だけどこれだけは言える」

　夫の黒こく曜よう石せきのような双そう眸ぼうがじっとこちらを見ていた。彼はまるで、妻のわずかな表情の変化も見み逃のがすまいとしているかのようだった。

（大丈夫よ、あなた）

　心の中で夫に呼びかける。何を言われても自分は驚かないだろう。

「あんたは魔物じゃない」

　リナレーアは、自分がこうまで冷静でいられることを不思議には思わなかった。

　昨日夫に与えられた言葉が今も身体からだの内側できらきらと輝いている。

『大丈夫だ。安心しろリィナ。俺が側にいるから』

　まるで北の空に浮かぶ星のようだ。

　それがあればもう、リナレーアは迷まようことはないだろう。

　悲しむことも、孤独を思うこともない。

　この……心の奥の箱を覗のぞき込むこともない。




「あんたは、悪食の魔物に夢を食われたんだ」




　あの言葉があればきっとすべてを越えていけるだろうと、リナレーア＝レイデは思ったのだった。
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　パクッ。ゴクリ。

　魔物は一口で黒魔女を食べてしまうと、もぐもぐと口を動かし、何かをぺっと出しました。それはきらきらとしていて、とても懐なつかしい気持ちになるものでした。

　お姫様は、吸い込まれるようにしてそのきらきらとしたものを手に取りました。するとお姫様の中に、洪こう水ずいのように記憶が戻ってきました。




　なんとそれは、奪うばわれたお姫様の夢だったのです。








ＥＮＤ．
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　こんにちは、はじめまして。

　山やま咲さき黒くろと申します。

　レイデ夫妻の第三巻をお届けいたしました。

　今回も、たくさんの方のお力を借りてこうして本にさせていただくことができました。本当にありがとうございます。

　今後ともどうぞ、よろしくお願いいたします。








山咲黒
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「ヴァルター、席を代われ」

「代わらなくていいわよヴァルター」

　王と姉に同時に言われ、ヴァルター＝エンブリーは苦笑した。

　ヴァルターとヘンリックの後から馬車に乗り込んだディートリンデは、進行方向を正面とした席にヘンリックが座っているのを見てその前の弟の隣に腰を下ろした。王はそのことに文句を言っているのだ。

　レイデ家の屋敷はもう見えない。馬車は街の中の大きな通りを走っている。

「本当に、君はめげないねヘンリック」

「僕はお前が弟になることも歓迎するぞ」

　ディートリンデを隣に座らせることを諦あきらめたヘンリックは、大きく脚あしを組んでそこに頰ほお杖づえをついた。

「最近お疲れなのではないですか？　陛へい下か。戯たわ言ごとが口から漏もれておりましてよ」

　想い人の冷たい言葉にはにっこりと笑顔を見せる。

「実はそうなんだ。でも君の膝ひざ枕まくらでならよく眠れて疲れもとれるかもしれないな。愛いとしいディートリンデ」

「そこらの丸太を枕になさいませ」

　しかしつんと顎あごを上げた彼女には、王の愛の言葉はまったく届かないようだった。その代わりディートリンデは隣に座る弟に話しかける。

「それで？　ヴァルター。私に何か話したいことがあるから馬車に同どう乗じようすると言い出したのでしょう？」

　ヴァルターは一度目を丸くしてから肩を竦すくめた。

「さすが姉上。察さつしがいいですね」

「こちらの変態陛下がいらしても大丈夫なことなのね？」

「ああ。変態陛下はいてもいなくても関係ないよ」

「貴様ら二人とも不ふ敬けい罪ざいでヴァルターは更こう迭てつ、ディートリンデは僕のところに嫁よめに来い」

　エンブリー家の姉弟きようだいは王の言葉を完全に無視した。

「昨日きのうちらりと姉上が言っていたことだけれど……」

　リナレーア達が地下から助け出された後、ことが一段落してからヴァルターはレイデ家を訪れていた。もちろん、姉と妹の無事を確認するためだ。

　外はもう夜と呼べる時間になっていたが、ヴァルターは妹を抱きしめ姉の無事を喜んだ。その際ディートリンデの方から、ヴァルターに相談があるともちかけたのだ。そして二人きりになってから彼女はあの劇場の地下で抱いだいた自みずからの懸け念ねんを語った。

「気のせいじゃないかな？　小さい頃、リナレーアは廊ろう下かが暗いのだって怖こわがっていたでしょう？」

「それは小さい頃の話よ」

　ディートリンデは言った。

「今はどう？　あんなに無む鉄てつ砲ぽうに行動してしまうのは、恐きよう怖ふを感じていないからではないかしら。そうとしか考えられないわ。あの子、地下の暗くら闇やみの中でも少しも怯おびえた様子がなかったの」

「姉上を勇気づけようと気を張ってたんだよ。姉上は人一倍暗いところが苦手だろう？」

　弟にそう諭さとされて、ディートリンデは「……そうかしら」と言った。ヴァルターは姉を安心させるようにその手を握にぎる。

「大丈夫。私が、リナレーアのことはきちんと見ておくよ。おかしいなと思うことがあったら姉上にも報告する」

「お願いね、ヴァルター」

　ヘンリックは、手を握る姉弟を不ふ愉ゆ快かいそうに見ながら口を開いた。

「なんだい？　小さなリナレーアのことなら僕も看かん過かはできないな」

　ディートリンデはことさら笑顔を作って答えた。

「あなたには関係のない話ですわ、陛下」

「つれないなディートリンデ。でも僕はいつまでも待つよ。君が僕を振り向いてくれるまで」

「ありえません。絶対に」

「ああ、その冷たいところがまたたまらないんだ」

「ヴァルター。どうしてこんな人とお友達になったの？」

　ディートリンデは眉み間けんに深い皺しわを寄せて言った。

「さぁ、どうしてだろうね」

　ヴァルターも首を傾かしげる。

　しかし王はきっぱりと自信ありげに答えた。

「もちろん僕とディーを引き合わせるためだ」

「「違う」」

　と同時に否定したエンブリー姉弟であった。
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首の筋と腰が痛くなって整骨院に行ったら、内臓の位置がおかしいと言われて肋骨をめきめき広げられて内臓をぐいぐい押されました。びっくりしました。
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待ちに待ったお姉様登場です。

それにしてもリナのお身内は濃い方ばかりでザイラスの血管と胃が心配です！
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